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論 文 概 要  

 

【 目 的 】  

 わ が 国 の 介 護 保 険 認 定 者 数 は 増 加 傾 向 を 示 し て お り 、 今 後 も 急

増 す る こ と が 見 込 ま れ 、 各 自 治 体 で 様 々 な 介 護 予 防 事 業 が 展 開 さ

れ て い る 。高 齢 者 の 閉 じ こ も り は 、「日 常 生 活 に お け る 活 動 範 囲 が

屋 内 に ほ ぼ 限 ら れ て い る 状 態（ 新 開 ，2 0 0 0）」、「寝 た き り な ど で は

な い に も 関 ら ず 、 家 か ら ほ と ん ど 外 出 せ ず に 過 ご し て い る 状 態

（ 安 村 ， 2 0 0 6）」と 概 念 化 さ れ て い る 。閉 じ こ も り は 、死 亡 ・ 寝 た

き り の 発 生 や 、 要 介 護 の 発 生 を 高 め る 要 因 の 一 つ で あ る こ と が 明

ら か に さ れ て い る 。  

閉 じ こ も り の 定 義 は 、 厚 生 労 働 省 が 作 成 し た 基 本 チ ェ ッ ク リ ス

ト に お い て 、 閉 じ こ も り の 判 定 を 「 外 出 頻 度 が 週 に 1 回 未 満 」 と

し て い る こ と か ら 、 こ の 基 準 が 最 も 多 く 用 い ら れ て い る 。 ま た 、

閉 じ こ も り の 出 現 率 は 、6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 全 体 を 対 象 と し た 場 合 、

1 0～ 1 5 %程 度 で あ り 、 年 齢 が 高 く な る ほ ど 閉 じ こ も り が 多 く な る

た め 、 後 期 高 齢 者 で は 2 0 %を 超 え る と 考 え ら れ て い る 。 こ の よ う

な こ と か ら 介 護 予 防 の 対 策 と し て 、 閉 じ こ も り を 予 防 す る こ と の

重 要 性 は 広 く 認 識 さ れ て い る 。  

 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 は 身 体 的 、 心 理 的 、 社 会 環 境 的 要 因 に 分

け ら れ て お り 、 関 連 要 因 を 検 討 し た 報 告 は 蓄 積 さ れ つ つ あ る が 、

身 体 的 要 因 を 検 討 し た 報 告 に 比 べ る と 、 心 理 的 要 因 や 社 会 環 境 的

要 因 を 検 討 し た 報 告 は 少 な い 。 ま た 、 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 を 目

的 と し た 介 入 研 究 は わ ず か に 報 告 さ れ て い る 程 度 で あ り 、 未 だ 有

効 な 介 入 手 段 が 確 立 さ れ て い な い 。 こ れ ま で に 閉 じ こ も り 改 善 ま
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た は 予 防 を 目 的 に 行 わ れ た 介 入 研 究 で は 、 運 動 プ ロ グ ラ ム な ど 身

体 的 要 因 に 特 化 し た 介 入 が 多 く 、 心 理 的 要 因 や 社 会 環 境 的 要 因 に

対 す る 介 入 は わ ず か で あ る 。 こ の よ う な こ と か ら 閉 じ こ も り 予 防

を 目 的 と し た 有 効 な 介 入 方 法 を 検 討 す る た め に は 、 現 在 明 ら か に

な っ て い な い 心 理 ・ 社 会 環 境 的 要 因 を 検 討 す る こ と が 求 め ら れ 、

さ ら に 、 身 体 的 、 心 理 的 、 社 会 環 境 的 要 因 を 含 め た よ り 包 括 的 な

プ ロ グ ラ ム が 必 要 と 考 え る 。  

 本 研 究 で は 、 閉 じ こ も り の 新 た な 関 連 要 因 と し て S e n s e  o f  

c o h e r e n c e  (以 下 、 S O C )に 注 目 し た 。 S O C は 、 健 康 生 成 論 の 中 核 概

念 で あ り 、 高 齢 者 に お い て も 健 康 状 態 を 維 持 あ る い は 増 進 す る 力

で あ る と い わ れ て い る 。 わ が 国 で は 、 S O C を ス ト レ ス 対 処 能 力 と

い う 呼 称 を 用 い て い る が 、 単 な る 心 理 的 資 源 の 一 つ で は な く 、 さ

ま ざ ま な 心 理 社 会 的 資 源 を 動 員 す る 力 で あ る と 定 義 さ れ て い る 。

こ れ ま で に 閉 じ こ も り と S O C と の 関 連 に つ い て の 報 告 は ほ と ん ど

な い 。 そ こ で 本 研 究 で は 、 以 下 の 点 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と

し た 。  

 

〈 研 究 １ 〉  

地 域 在 住 高 齢 者 の S O C を 含 め た 閉 じ こ も り 要 因 を 検 討 し 、 閉 じ

こ も り 予 防 に お い て ど の よ う な 要 因 が 重 要 で あ る か を 明 ら か に

す る こ と 。  

〈 研 究 ２ 〉  

地 域 在 住 高 齢 者 の 閉 じ こ も り の 発 生 と S O C を 含 め た 関 連 要 因 の

変 化 を 縦 断 的 に 検 討 し 、 閉 じ こ も り 状 態 と S O C の 変 化 を 検 討 す る

こ と 。  
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〈 研 究 ３ 〉  

介 護 予 防 教 室 に 参 加 し た 高 齢 者 を 対 象 に 、 外 出 頻 度 の 増 大 を 目

的 と し た プ ロ グ ラ ム を 提 供 し 、 外 出 頻 度 お よ び S O C の 変 化 を 検 討

す る こ と 。  

 

【 対 象 と 方 法 】  

本 研 究 の 対 象 者 と 方 法 は 、 研 究 1～ 3 に 沿 っ て 示 し た 。  

〈 研 究 １ 〉  

 A 市 に 在 住 の 6 5 歳 以 上 高 齢 者 1 , 8 9 5 名 を 対 象 に 郵 送 に よ る 調 査

を 実 施 し た 。 調 査 項 目 は 、 基 本 属 性 、 閉 じ こ も り 状 態 、 身 体 的 評

価 、 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 と し た 。 な お 、 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価

の 一 つ と し て S O C を 用 い た 。 解 析 対 象 と な っ た 8 5 3 名 を 閉 じ こ も

り 状 態 に 応 じ て 「 非 閉 じ こ も り 群 」、「 閉 じ こ も り 予 備 群 」、「 閉 じ

こ も り 群 」 の 3 群 に 分 類 し 、 3 群 間 で の 比 較 お よ び 閉 じ こ も り 状

態 を 従 属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 実 施 し た 。  

〈 研 究 ２ 〉  

 A 市 に 在 住 す る 7 0 歳 以 上 の 閉 じ こ も り で は な い 虚 弱 高 齢 者 の

う ち 、 1 年 間 の 追 跡 調 査 が 可 能 で あ っ た 3 7 5 名 を 対 象 に 、 閉 じ こ

も り の 発 生 と S O C を 含 め た 関 連 要 因 の 変 化 を 検 討 し た 。 調 査 項 目

は 閉 じ こ も り 状 態 を 含 む 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 各 項 目 と S O C と し

た 。 1 年 後 の 閉 じ こ も り 状 態 に 応 じ て 、 閉 じ こ も り に 移 行 し た 者

を「 移 行 群 」、非 閉 じ こ も り 状 態 を 維 持 し た 者 を「 維 持 群 」に 分 類

し た 。 初 回 調 査 時 の 両 群 間 の 比 較 、 群 内 の 初 回 時 と 追 跡 時 の 比 較

お よ び 群 間 の 変 化 量 の 差 を 比 較 し た 。  
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〈 研 究 ３ 〉  

 茨 城 県 内 2 か 所 で 開 催 さ れ る 介 護 予 防 教 室 に 参 加 さ れ た 地 域 在

住 高 齢 者 を 対 象 と し た 。教 室 は 、週 に 1 回 、全 1 2 週 間 の プ ロ グ ラ

ム で 構 成 さ れ て い る 。 教 室 へ の 参 加 は 、 各 市 町 村 の 広 報 誌 に よ っ

て リ ク ル ー ト し た 。 参 加 者 を 教 室 ご と に 対 照 群 と 介 入 群 に 振 り 分

け た 。 参 加 者 の う ち M M S E  2 3 点 以 下 、 途 中 脱 落 者 、 開 始 時 ま た は

終 了 時 の 評 価 が 不 十 分 で あ っ た 者 は 除 外 し た 。 解 析 対 象 は 対 照 群

2 9 名 、 介 入 群 3 0 名 と な っ た 。 介 入 群 は 、 対 照 群 の プ ロ グ ラ ム に

加 え て 、 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ ム と し て 閉 じ こ も り に 関 す る 講

話 、 日 々 の 外 出 状 況 を 記 録 す る 外 出 記 録 表 へ の 記 入 お よ び そ れ に

基 づ く 対 話 を 実 施 し た 。 講 話 の 内 容 は 、 閉 じ こ も り の 概 要 や リ ス

ク 、 外 出 の 重 要 性 に つ い て で あ り 、 参 加 者 の 外 出 に 対 す る 意 識 を

高 め る た め に 実 施 し た 。 外 出 記 録 表 へ の 記 入 は 毎 日 行 い 、 教 室 参

加 時 に 外 出 状 況 を 振 り 返 り な が ら 対 話 を 実 施 し た 。 ま た 対 象 者 は

ス タ ッ フ よ り 外 出 に 対 す る 助 言 を 受 け た 。調 査 項 目 は 、基 本 属 性 、

閉 じ こ も り に 関 す る 評 価 、 身 体 的 評 価 、 S O C を 含 む 心 理 ・ 社 会 環

境 的 評 価 と し た 。 教 室 開 始 時 に お け る 両 群 間 の 対 象 者 特 性 お よ び

各 項 目 を 比 較 し た 。 ま た 、 群 内 の 教 室 前 後 の 各 調 査 項 目 の 比 較 、

教 室 前 後 の 各 調 査 項 目 の 変 化 に つ い て 、 群 間 の 介 入 効 果 の 差 を 検

討 し た 。  
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【 結 果 】  

本 研 究 の 結 果 は 、 研 究 1～ 3 に 沿 っ て 示 し た 。  

〈 研 究 １ 〉  

 非 閉 じ こ も り 群 は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 お よ び 閉 じ こ も り 群 よ り

も 有 意 に S O C 得 点 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、 閉 じ こ も り と 有

意 な 関 連 を 認 め た 項 目 は 、年 齢 、性 別 、運 動 機 能 、う つ 、 S O C、老

研 式 活 動 能 力 指 標 で あ っ た 。  

〈 研 究 ２ 〉  

 初 回 調 査 時 に 移 行 群 は 、 維 持 群 と 比 べ て 運 動 機 能 、 認 知 機 能 、

処 理 可 能 感 が 有 意 に 低 か っ た 。 初 回 調 査 時 の 閉 じ こ も り 状 態 を 従

属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に お い て 、 維 持 群 を 基

準 と し た 際 、 移 行 群 と 関 連 が 認 め ら れ た の は 、 I A D L「 預 貯 金 の 出

し 入 れ 」、処 理 可 能 感 で あ っ た 。さ ら に 移 行 群 は 、初 回 調 査 時 よ り

も 1 年 後 に 処 理 可 能 感 、 う つ 、 S O C が 低 く な っ て い た 。 ま た 、 両

群 の 変 化 量 を 比 較 し た 結 果 、 移 行 群 は 維 持 群 よ り も う つ 、 処 理 可

能 感 、 S O C の 低 下 が 認 め ら れ た 。  

〈 研 究 ３ 〉  

 教 室 前 後 の 身 体 的 評 価 の 比 較 に お い て 、 介 入 群 は 教 室 終 了 時 に 、

5 m 歩 行（ 通 常 ）時 間 の 短 縮 、座 位 行 動 時 間 の 短 縮 、歩 数 の 増 大 が

認 め ら れ た 。 対 照 群 は 教 室 終 了 時 に 、 5 回 立 ち 座 り 時 間 の 短 縮 、

T U G 時 間 の 短 縮 、 5 m 歩 行 （ 通 常 ） 時 間 の 短 縮 、 5 m 歩 行 （ 最 大 ） 時

間 の 短 縮 が 認 め ら れ た 。な お 、二 要 因 分 散 分 析 の 結 果 、座 位 行 動 、

歩 数 に 交 互 作 用 の 有 意 性 が 認 め ら れ た 。 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 の

比 較 に お い て 、 介 入 群 は 教 室 終 了 時 に 、 S O C の 向 上 、 把 握 可 能 感

の 向 上 、 老 研 式 活 動 能 力 指 標 の 向 上 、 社 会 的 役 割 の 向 上 が 認 め ら
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れ た 。 ま た 、 外 出 頻 度 が 改 善 し た 者 が 有 意 に 増 加 し た 。 対 照 群 は

い ず れ の 項 目 も 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。 な お 、 二 要 因 分

散 分 析 の 結 果 、 M M S E、 S O C、把 握 可 能 感 、有 意 味 感 、老 研 式 活 動 能

力 指 標 、 社 会 的 役 割 に 交 互 作 用 の 有 意 性 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 介

入 群 は 対 照 群 よ り も 有 意 に 外 出 頻 度 が 向 上 し た 者 の 割 合 が 高 か

っ た 。  

 

【 考 察 】  

 研 究 １ で は 、 地 域 在 住 高 齢 者 の 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 を 検 討 し 、

閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 に お い て 、 ど の よ う な 要 因 が 重 要 で あ る か

を 検 討 し た 。閉 じ こ も り と 関 連 を 認 め た も の は 年 齢 、性 別（ 男 性 ）、

運 動 機 能 、う つ 、 S O C、老 研 式 活 動 能 力 指 標 で あ っ た 。ま た 、閉 じ

こ も り 予 備 群 に お い て も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。 こ の こ と か ら 閉

じ こ も り を 予 防 す る た め に は 、 運 動 機 能 を 高 め る よ う な 介 入 に 加

え て 、 う つ や S O C に 対 す る 心 理 ・ 社 会 環 境 的 介 入 の 必 要 性 が 示 唆

さ れ た 。  

 研 究 ２ で は 、 閉 じ こ も り 発 生 に 関 連 す る 要 因 と し て S O C の 処 理

可 能 感 、 I A D L の 金 銭 管 理 が 示 さ れ た 。 ま た 、 移 行 群 に お い て S O C

お よ び 処 理 可 能 感 は 、 １ 年 後 に 有 意 に 低 下 し て い た 。 こ の こ と か

ら 、 閉 じ こ も り 予 防 の 観 点 か ら 閉 じ こ も り と い う 一 種 の 生 理 的 行

動 反 応 に 至 る 前 に 、 S O C や 処 理 可 能 感 に 注 目 す る 必 要 性 が 推 察 さ

れ た 。  

 研 究 ３ で は 、 介 護 予 防 教 室 に 参 加 さ れ た 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 し

て 従 来 の プ ロ グ ラ ム に 加 え 、 外 出 頻 度 の 増 大 を 目 的 と し た プ ロ グ

ラ ム を 提 供 し 、 外 出 頻 度 お よ び S O C の 変 化 を 検 討 し た 。 介 入 群 は
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対 照 群 に 比 べ 外 出 頻 度 が 増 加 し た 割 合 が 有 意 に 増 大 し た 。 身 体 的

評 価 に お い て も 介 入 群 は 、 対 照 群 よ り 有 意 に 座 位 行 動 時 間 が 減 少

し 、 歩 数 の 増 大 を 認 め た 。 ま た 、 介 入 群 は 対 照 群 よ り も S O C の 有

意 な 改 善 が 認 め ら れ た 。 介 入 の 内 容 と し て 用 い た 外 出 記 録 表 へ の

記 入 や 外 出 状 況 を 振 り 返 る 対 話 を 行 っ た こ と が 外 出 頻 度 の 増 大

に 影 響 し た と 考 え る 。 本 研 究 の 対 象 者 は 、 自 ら あ る い は 家 族 ら の

呼 び か け に よ り 、 要 介 護 状 態 に な ら な い よ う に 教 室 に 参 加 し た 方

で あ る 。 そ の た め 要 介 護 状 態 の 要 因 の 一 つ で あ る 閉 じ こ も り （ 外

出 頻 度 の 低 下 ） を 生 活 上 の 問 題 と し て 関 心 が も ち や す く 、 外 出 頻

度 や S O C が 改 善 し や す い 状 況 に あ っ た と 考 え る 。  

 

【 結 論 】  

地 域 在 住 高 齢 者 に お い て S O C は 、 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 で あ る

可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 １ 年 間 の 追 跡 調 査 に よ っ て 運 動 機 能

や 認 知 機 能 に 加 え 処 理 可 能 感 が 低 い 者 は 、 閉 じ こ も り に 移 行 し や

す い こ と が 示 さ れ た 。 さ ら に 、 閉 じ こ も り へ の 移 行 と と も に S O C

が 変 化 す る こ と が 示 さ れ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 介 護 予 防 教 室 に

参 加 す る 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 し て 、 外 出 頻 度 の 増 大 を 目 的 と し た

外 出 の 重 要 性 を 示 し た 講 話 、 外 出 記 録 表 へ の 記 入 と そ れ に 基 づ く

対 話 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 外 出 頻 度 の 増 大 と と も に S O C の 改 善

が 示 さ れ た 。 地 域 在 住 高 齢 者 の 閉 じ こ も り を 予 防 す る た め に は 、

運 動 機 能 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム の み で は な く 、 外 出 記 録 表 を も ち

い て 外 出 へ の 関 心 を 高 め る こ と や 、 外 出 状 況 に つ い て の 対 話 を 含

め た プ ロ グ ラ ム の 提 供 が 必 要 で あ る と 考 え る 。 ま た 、 外 出 頻 度 の

増 加 は S O C の 向 上 に 影 響 し た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。  
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第 １ 節  研 究 背 景  

 

１ -１ -１ ． わ が 国 に お け る 高 齢 者 人 口 の 推 移  

わ が 国 で は 、 急 激 な 平 均 寿 命 の 延 長 や 出 生 率 の 低 下 に よ り 、 世

界 で も 例 を み な い 少 子 高 齢 化 が 進 行 し て い る 。 世 界 に 先 駆 け て 超

高 齢 化 社 会 に 突 入 し 、平 成 2 8 年 の 平 均 寿 命 は 、男 性 8 0 . 9 8 歳 、女

性 8 7 . 1 4 歳 で あ り 、世 界 有 数 の 長 寿 国 で も あ る（ 厚 生 労 働 省 ，2 0 1 6）。

高 齢 者 人 口 は 平 成 2 9 年 2 月 時 点 で 3 4 7 7 万 人 に 達 し 、 総 人 口 に 占

め る 割 合 は 2 7 . 4 %と な っ て い る 。 年 齢 階 級 別 で は 、 7 0 歳 以 上 は

2 , 4 5 7 万 人（ 総 人 口 の 1 9 . 4％ ）、7 5 歳 以 上 は 1 , 7 1 3 万 人（ 同 1 3 . 5％ ）、

8 0 歳 以 上 は 1 , 0 4 9 万 人 （ 同 8 . 3％ ） と な っ て い る 。 高 齢 者 の 人 口

推 移 は 、昭 和 2 5 年 は 4 1 1 万 人 で 総 人 口 の 4 . 9％ で あ っ た が 、昭 和

4 5 年 に は 7 3 3 万 人 （ 同 7 . 1％ ）、 平 成 2 年 に は 1 , 4 9 3 万 人 （ 同

1 2 . 1％ ）、 平 成 1 2 年 に は 2 , 2 0 4 万 人 （ 同 1 7 . 4％ ） 平 成 1 7 年 に は

2 , 5 7 6 万 人（ 同 2 0 . 2％ ）、平 成 2 2 年 に は 2 , 9 4 8 万 人（ 同 2 3 . 0％ ）、

平 成 2 5 年 は 3 , 1 8 6 万 人 （ 同 2 5 . 0％ ） と 、 人 口 数 お よ び 人 口 に 対

す る 割 合 と も に 増 加 し て い る（ 総 務 省 ， 2 0 1 6）。さ ら に 、い わ ゆ る

「 団 塊 の 世 代 」と 呼 ば れ る 世 代 が 高 齢 者 と な り 、 7 5 歳 以 上 と な る

平 成 3 7 年 に は 3 , 6 5 7 万 人 （ 同 3 0 . 3％ ） に 達 す る と さ れ て い る 。

そ の 後 も 高 齢 者 人 口 は 増 加 を 続 け 、 平 成 5 4 年 に は 3 , 8 7 8 万 人 で

ピ ー ク を 迎 え 、 そ の 後 は 減 少 に 転 じ る と 推 計 さ れ て い る （ 内 閣 府

高 齢 社 会 白 書 , 2 0 1 7）。  

 

１ -１ -２ ． 介 護 保 険 制 度 の 発 足 と 背 景  

 わ が 国 の 高 齢 化 お よ び 介 護 問 題 へ の 施 策 は 、1 9 8 0 年 代 頃 か ら 大
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き く 変 貌 を 遂 げ て い る 。 8 0 年 代 初 頭 、わ が 国 で は 、高 齢 化 の 進 展

と 医 療 費 の 増 大 に よ り 、 老 人 医 療 費 の 無 料 化 な ど 財 政 を 維 持 す る

こ と が 困 難 な 状 況 に あ っ た 。 1 9 8 2 年 、高 齢 者 の 健 康 の 保 持 や 医 療

の 確 保 を 図 る た め に 、 疾 病 の 予 防 、 治 療 、 機 能 訓 練 な ど の 保 健 事

業 を 総 合 的 に 実 施 し 、 国 民 保 健 の 向 上 、 老 人 福 祉 の 増 進 を 図 る こ

と を 目 的 と し て 老 人 保 健 法 が 制 定 さ れ た 。 さ ら な る 高 齢 化 に 備 え 、

8 0 年 代 後 半 に 厚 生 省 ・ 労 働 省 は「 長 寿 ・ 福 祉 社 会 を 実 現 さ せ る た

め の 政 策 の 基 本 的 考 え 方 と 目 標 」 を 作 成 し 、 ゴ ー ル ド プ ラ ン が 策

定 さ れ た 。 こ れ は 、 2 0 0 0 年 を 目 途 に ホ ー ム ヘ ル パ ー 5 万 人 程 度 、

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 1 万 か 所 な ど 、 サ ー ビ ス 整 備 の 目 標 と し て

具 体 的 な 数 値 を 示 し た 。 高 齢 福 祉 分 野 に お い て 1 0 か 年 計 画 と し

て サ ー ビ ス の 量 的 整 備 の 推 進 を 図 る と と も に 、 市 町 村 中 心 体 制 も

明 確 化 し た 。し か し 、予 想 を 上 回 る 高 齢 化 に 伴 い 、 1 9 9 4 年 に 全 面

的 に 改 訂 さ れ た 新 ゴ ー ル ド プ ラ ン が 策 定 さ れ た 。 9 0 年 代 後 半 、さ

ら な る 高 齢 化 の 進 展 に 伴 い 、 要 介 護 高 齢 者 の 増 加 、 介 護 期 間 の 長

期 化 な ど 介 護 ニ ー ズ が 増 大 し た 。 一 方 、 核 家 族 化 の 進 行 、 介 護 す

る 家 族 の 高 齢 化 な ど 、 要 介 護 高 齢 者 を 支 え て き た 家 族 を め ぐ る 状

況 も 変 化 し た 。 こ の よ う な 背 景 か ら 高 齢 者 の 介 護 を 社 会 全 体 で 支

え 合 う 仕 組 み と し て 1 9 9 7 年 に 介 護 保 険 が 制 定 さ れ 、 2 0 0 0 年 よ り

施 行 さ れ た 。  

 

１ -１ -３ ． 高 齢 者 の 介 護 認 定 者 数 の 推 移  

平 成 1 2 年 （ 2 0 0 0 年 ）、 介 護 保 険 施 行 時 の 要 介 護 認 定 者 数 は 2 4 7

万 人 で あ っ た 。 そ の 後 、 平 成 1 7 年 （ 2 0 0 5 年 ） は 4 1 8 万 人 、 平 成

2 2 年（ 2 0 1 0 年 ） は 4 9 1 万 人 、平 成 2 7 年（ 2 0 1 6 年 ） は 6 0 7 万 人 と
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増 加 傾 向 に あ る 。ま た 、年 齢 階 級 別 の 認 定 率 で は 、平 成 2 6 年（ 2 0 1 6

年 ） に て 6 5～ 7 4 歳 と 7 5 歳 以 上 の 被 保 険 者 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 要

支 援 、要 介 護 の 認 定 を 受 け た 人 の 割 合 を み て み る と 、 6 5～ 7 4 歳 で

要 支 援 認 定 を 受 け た 人 は 1 . 4％ 、要 介 護 の 認 定 を 受 け た 人 は 3 . 0％

で あ る の に 対 し て 、 7 5 歳 以 上 で は 要 支 援 の 認 定 を 受 け た 人 は

9 . 0％ 、 要 介 護 の 認 定 を 受 け た 人 は 2 3 . 5％ と な っ て お り 、 7 5 歳 以

上 に な る と 要 介 護 の 認 定 を 受 け る 人 の 割 合 が 大 き く 上 昇 し て い

る （ 内 閣 府 高 齢 社 会 白 書 2 0 1 7）。  

 

１ -１ -４ ． 高 齢 者 の 介 護 予 防  

介 護 保 険 制 度 の 導 入 は 、 介 護 問 題 の 側 面 の み な ら ず 、 患 者 数 の

増 加 や 社 会 的 入 院 の 増 加 な ど に よ る 医 療 費 の 増 加 に 歯 止 め が き

か な く な っ た こ と か ら 、 医 療 費 抑 制 の た め に 相 対 的 に 費 用 が か か

ら な い 介 護 保 険 を 創 設 し た 流 れ も あ っ た （ 安 村 ， 2 0 0 7）。  

し か し 、 予 想 を 上 回 る 要 介 護 認 定 者 数 の 急 増 に 伴 い 、 介 護 保 険

の 給 付 額（ 総 額 費 用 ）は 、平 成 1 2 年（ 2 0 0 5 年 ） 3 . 6 兆 円 で あ っ た

の に 対 し て 、平 成 1 7 年（ 2 0 1 0 年 ）に は 7 . 8 兆 円 に 増 加 し て い る 。

特 に 、 平 成 1 2 年 か ら 平 成 1 7 年 ま で は 、 要 支 援 ま た は 要 介 護 1 の

軽 度 の 要 介 護 認 定 者 が 増 加 し た 割 合 が 高 い 。 要 支 援 の 認 定 を 受 け

た 人 は 、 平 成 1 2 年 （ 2 0 0 0 年 ） に 3 1 8 人 で あ っ た の に 対 し て 、 平

成 1 7 年 （ 2 0 0 5 年 ） で は 7 0 6 人 と な っ て い る 。 要 介 護 １ の 認 定 を

受 け た 人 は 、平 成 1 2 年（ 2 0 0 0 年 ）に 6 8 0 人 で あ っ た の に 対 し て 、

平 成 1 7 年 （ 2 0 0 5 年 ） で は 1 , 3 7 4 人 と な っ て い る 。 こ の よ う な こ

と か ら 、 介 護 を 必 要 と し な い 状 況 を い か に 守 る か が よ り 重 要 で あ

る と の 考 え の も と 、2 0 0 6 年 に 介 護 予 防 を 重 視 し た 介 護 保 険 の 制 度
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改 正 が 施 行 さ れ た 。  

 介 護 予 防 と は「 要 介 護 状 態 の 発 生 を で き る 限 り 防 ぐ（ 遅 ら せ る ）

こ と 、 そ し て 要 介 護 状 態 に あ っ て も そ の 悪 化 を で き る 限 り 防 ぐ こ

と 、さ ら に は 軽 減 を 目 指 す こ と 」と 定 義 さ れ る（ 厚 生 労 働 省 ，2 0 1 2）。

厚 生 労 働 省 が 作 成 し た 介 護 予 防 マ ニ ュ ア ル に よ る と 、 介 護 予 防 に

お け る 一 次 予 防 は 、 主 と し て 活 動 的 な 状 態 に あ る 高 齢 者 を 対 象 に 、

生 活 機 能 の 維 持 ・ 向 上 に 向 け た 取 り 組 み を 行 う も の で あ る が 、 と

り わ け 、高 齢 者 の 精 神・身 体・社 会 の 各 相 に お け る 活 動 性 を 維 持・

向 上 さ せ る こ と が 重 要 で あ る と し て い る 。 二 次 予 防 は 、 要 支 援 ・

要 介 護 状 態 に 陥 る リ ス ク が 高 い 高 齢 者 を 早 期 発 見 し 、 早 期 に 対 応

す る こ と に よ り 状 態 を 改 善 し 、 要 支 援 状 態 と な る こ と を 遅 ら せ る

取 り 組 み で あ る 。 そ し て 三 次 予 防 は 、 要 支 援 ・ 要 介 護 状 態 に あ る

高 齢 者 を 対 象 に 、 要 介 護 状 態 の 改 善 や 重 度 化 を 予 防 す る も の と し

て い る （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 2）。    

 

１ -１ -５ ． 介 護 予 防 の 現 状 と 課 題  

平 成 1 7 年 （ 2 0 0 6 年 ） の 介 護 保 険 改 正 に よ り 「 地 域 支 援 事 業 」

が 導 入 さ れ た 。 そ の 一 つ で あ る 介 護 予 防 事 業 は 、 要 介 護 状 態 に 陥

る リ ス ク の 高 い 高 齢 者 を 対 象 に し た 二 次 予 防 事 業 と 、 活 動 的 な 状

態 に あ る 高 齢 者 を 対 象 と し 、 で き る だ け 長 く 生 き が い を も ち 地 域

で 自 立 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う に す る こ と を 支 援 す る

一 次 予 防 事 業 で 構 成 さ れ て い た 。 平 成 2 4 年 （ 2 0 1 2 年 ） の 制 度 改

正 に よ り「 介 護 予 防・日 常 生 活 支 援 事 業 」が 導 入 さ れ 、平 成 2 7 年

（ 2 0 1 6 年 ）の 制 度 改 正 に よ り 発 展 的 に「 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援

総 合 事 業 」 に 見 直 さ れ た 。  
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 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 の 一 般 介 護 予 防 事 業 は 、 一 般

高 齢 者 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 他 に 、 予 防 給 付 の 対 象 で あ っ た 要

支 援 認 定 者 も 含 ま れ る 。 高 齢 者 を 生 活 機 能 の 状 態 に よ り 分 類 し 、

対 象 別 に サ ー ビ ス を 提 供 す る 方 法 か ら 、 各 市 町 村 の 実 情 に 応 じ た

サ ー ビ ス を 展 開 す る こ と が 望 ま れ て い る 。 こ の 総 合 事 業 へ の 移 行

は 、 平 成 2 9 年 度 末 を 目 安 に 全 て の 市 町 村 で 実 施 す る こ と が 示 さ

れ て お り 、 現 時 点 で は 移 行 期 に あ た り 、 各 市 町 村 で は 新 た な サ ー

ビ ス の 提 供 に つ い て 議 論 さ れ て い る 。   

 

１ -１ -６ ． 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 活 用 に つ い て  

 こ れ ま で 高 齢 者 の 生 活 機 能 の 把 握 お よ び 二 次 予 防 事 業 対 象 者

を 選 定 す る 目 的 で 実 施 さ れ た 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト は 、 現 在 も 各 市

町 村 で 活 用 さ れ て い る 。基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト は 、生 活 全 般 、運 動 、

口 腔 、栄 養 、物 忘 れ 、う つ 症 状 、閉 じ こ も り に 関 す る 全 2 5 項 目 か

ら な り 、「 は い 」ま た は「 い い え 」で 記 入 す る も の で あ る 。こ の う

ち 、「 生 活 機 能 全 般 に 関 す る 設 問 」 で 1 0 / 2 0 以 上 、「 運 動 機 能 に 関

す る 設 問 」 3 / 5 以 上 、「栄 養 状 態 に 関 す る 設 問 」 2 / 2 以 上 、「口 腔 機

能 に 関 す る 設 問 」 2 / 3 以 上 の い ず れ か に 該 当 し た 場 合 、 二 次 予 防

事 業 対 象 者 と 判 断 さ れ た （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 0 7）。「 介 護 予 防 ・ 日 常

生 活 支 援 総 合 事 業 の ガ イ ド ラ イ ン 」 に よ る と 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス

ト の 質 問 項 目 及 び 基 準 に つ い て は 、 改 正 前 の 二 次 予 防 事 業 対 象 者

の 把 握 と し て 利 用 さ れ て も の と 変 わ ら な い も の で あ り 、「 事 業 対

象 者 に 該 当 す る 基 準 」 に 該 当 す る 者 に つ い て は 、 地 域 包 括 支 援 セ

ン タ ー 等 に お い て 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト を 実 施 す る こ と が

明 記 さ れ て い る 。さ ら に 、対 象 者 の 基 準 に つ い て は「 閉 じ こ も り 」
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「 認 知 機 能 の 低 下 」「う つ 病 の 可 能 性 」を 判 断 す る 項 目 に つ い て も

活 用 す る こ と が 示 さ れ て い る（ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 7）。ま た 、基 本 チ

ェ ッ ク リ ス ト は 、 必 ず し も 認 定 を 受 け な く て も 、 必 要 な サ ー ビ ス

を 事 業 で で き る よ う 本 人 の 状 況 を 確 認 す る ツ ー ル と し て 活 用 す

る も の で あ る と 明 記 さ れ て お り 、 引 き 続 き 使 用 さ れ る こ と が 期 待

さ れ る 。  

  

１ -１ -７ ． 高 齢 者 の 閉 じ こ も り に つ い て  

介 護 予 防 事 業 で は 、 転 倒 、 低 栄 養 、 口 腔 機 能 低 下 、 認 知 症 、 う

つ 、 閉 じ こ も り の 6 つ を 強 化 す べ き 分 野 と し て 設 定 さ れ て い る 。

こ の う ち 、 運 動 器 の 機 能 向 上 、 栄 養 改 善 、 口 腔 機 能 向 上 に お い て

は す で に 効 果 が 実 証 さ れ 、エ ビ デ ン ス が 蓄 積 さ れ て い る 。し か し 、

閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 、 認 知 症 予 防 ・ 支 援 、 う つ 予 防 ・ 支 援 に お

い て は 、 効 果 が 十 分 に 検 証 さ れ て お ら ず 、 引 き 続 き 、 検 証 が 必 要

で あ る と さ れ て い る（ 安 村 ，2 0 1 1）。な か で も 閉 じ こ も り に 関 す る

介 入 研 究 に お い て 効 果 を 示 し た 報 告 は き わ め て 少 な い 状 況 で あ

る 。  

高 齢 者 の 閉 じ こ も り に つ い て 、 わ が 国 で は 1 9 8 4 年 に 竹 内 が 寝

た き り に 対 す る リ ス ク フ ァ ク タ ー と し て 「 閉 じ こ も り 症 候 群 」 を

提 起 し た（ 竹 内 ， 1 9 8 4）。閉 じ こ も り 症 候 群 と は 、生 活 の 活 動 空 間

が ほ ぼ 家 の 中 の み へ と 狭 小 化 す る こ と で 活 動 性 が 低 下 し 、 そ の 結

果 、 廃 用 症 候 群 を 発 症 さ せ 、 さ ら に 心 身 両 面 の 活 動 力 を 失 っ て い

く 結 果 、 寝 た き り に 進 行 す る と い う プ ロ セ ス を 指 し た も の で あ る 。

閉 じ こ も り の 概 念 は さ ま ざ ま で あ り 、 統 一 さ れ た も の は な い が 、

近 年 で は 、「 日 常 生 活 に お け る 活 動 範 囲 が 屋 内 に ほ ぼ 限 ら れ て い
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る 状 態（ 新 開 ， 2 0 0 0）」、「寝 た き り な ど で は な い に も 関 ら ず 、家 か

ら ほ と ん ど 外 出 せ ず に 過 ご し て い る 状 態（ 安 村 ，2 0 0 6）」な ど と 概

念 化 さ れ て い る 。 ま た 、 平 井 ら は 閉 じ こ も り の 定 義 を ① 生 活 行 動

範 囲 、 ② 外 出 頻 度 、 ③ 交 流 頻 度 、 ④ 移 動 能 力 の 4 つ に 大 別 し て い

る（ 平 井 ，2 0 0 7）。生 活 行 動 範 囲 は 、「家 に 閉 じ こ も っ て い る 状 態 」

に 着 目 し た も の で あ る 。 外 出 頻 度 は 廃 用 性 症 候 群 予 防 の 観 点 か ら

「 閉 じ こ も り 」 を 捉 え よ う と す る も の で あ る 。 交 流 状 況 は 、 外 出

と い う 身 体 行 動 だ け で な く 、 社 会 と の 接 触 ・ 社 会 活 動 の 状 況 に 着

目 す る 場 合 に 用 い ら れ て い る 。 移 動 能 力 は 、 生 活 行 動 範 囲 や 外 出

頻 度 ・ 交 流 状 況 と の 組 合 せ に よ っ て 用 い ら れ て い る も の が 多 い 。

な か で も 先 行 研 究 で 最 も 多 く 用 い ら れ て い る の は 、 外 出 頻 度 で あ

る 。 厚 生 労 働 省 が 作 成 し た 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト に お い て 、 閉 じ こ

も り の 判 定 を 「 外 出 頻 度 が 週 に 1 回 未 満 」 と し て い る こ と か ら 、

こ の 基 準 が 最 も 多 く 用 い ら れ て い る 。 そ の た め 閉 じ こ も り の 予 防

や 改 善 を 図 る に は 、 外 出 の 頻 度 を 高 め る こ と が 必 要 と い え る 。  

 

１ -１ -８ ． 閉 じ こ も り 予 防 の 社 会 的 意 義  

閉 じ こ も り の 出 現 率 は 、6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 全 体 を 対 象 と し た 場

合 、1 0～ 1 5 %程 度 で あ り 、年 齢 が 高 く な る ほ ど 閉 じ こ も り が 多 く な

る た め 、 後 期 高 齢 者 で は 2 0 %を 超 え る と 考 え ら れ て い る （ 安 村 ，

2 0 0 6： 杉 原 ， 2 0 0 4）。 平 成 2 6 年 度 の 二 次 予 防 事 業 対 象 者 把 握 事 業

に よ り 閉 じ こ も り に 該 当 し た 割 合 は 、1 5 . 2 %で あ っ た（ 厚 生 労 働 省 ，

2 0 1 4）。閉 じ こ も り は 、死 亡・寝 た き り の 発 生 や 、要 介 護 の 発 生 を

高 め る 要 因 の 一 つ で あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る （ G i l b e r t，

1 9 9 2： 藺 弁 田 ， 1 9 9 8： 渡 辺 ， 2 0 0 5）。し か し な が ら 、現 状 で は 効 果
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的 な 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ ム が 確 立 さ れ て お ら ず 、 閉 じ こ も り

予 防 に 関 す る 介 入 研 究 の 報 告 も 少 な い 。 こ の よ う な こ と か ら 介 護

予 防 の 対 策 と し て 、 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 を 検 討 す る こ と は 重 要

と い え る 。  

 

１ -１ -９ ． 閉 じ こ も り と 首 尾 一 貫 感 覚 に つ い て  

 近 年 、 健 康 関 連 の 指 標 と し て S e n s e  o f  c o h e r e n c e  ( S O C )  に 注

目 し た 研 究 が 散 見 さ れ る 。S O C は A n t o n o v s k y に よ る 健 康 生 成 論 の

中 核 概 念 で あ り 、 直 訳 す る と 首 尾 一 貫 感 覚 と な り 、 わ が 国 で は 首

尾 一 貫 感 覚 の 機 能 を 説 明 し た ス ト レ ス 対 処 能 力 ま た は 健 康 保 持

能 力 と し て 取 り 扱 わ れ て い る（ A n t o n o v s k y，1 9 8 7／ 山 崎・戸 ヶ 里・

坂 野 ， 2 0 0 8）。 A n t o n o v s k y（ A n t o n o v s k y， 1 9 7 9）は S O C を 次 の よ う

に 定 義 し て い る 。 S O C は ３ つ の 感 覚 か ら な り 、 第 1 は 自 分 の 置 か

れ て い る 、 あ る い は 置 か れ て い る で あ ろ う 状 況 が あ る 程 度 予 測 で

き 、 ま た は 理 解 で き る と い う 把 握 可 能 感 （ c o m p r e h e n s i b i l i t y）、

第 2 は 、 自 分 の 力 で あ る い は 他 の 人 の 力 を 借 り な が ら で も 問 題 を

解 決 で き る と い う 処 理 可 能 感 （ m a n a g e a b i l i t y）、 第 3 は 、 ス ト レ

ッ サ ー へ の 対 処 の し が い も 含 め 、 日 々 の 営 み に や り が い や 生 き る

意 味 が 感 じ ら れ る と い う 有 意 味 感 （ m e a n i n g f u l n e s s） か ら な る 。

ま た 、 S O C は 心 理 社 会 的 資 源 を 含 む ス ト レ ス 対 処 資 源 を 動 員 す る

力 と も 定 義 さ れ て い る 。  

こ れ ま で の S O C に 関 す る 先 行 研 究 で は 、 S O C が 高 い 場 合 に 、 低

い 場 合 と 比 べ て 、 罹 患 率 や 死 亡 率 が 低 い こ と が 明 ら か に さ れ て い

る（ S u r t e e s，2 0 0 7： P o p p i u s，2 0 0 6： A g a r d h，2 0 0 3： P o p p i u s，2 0 0 3：

S u r t e e s， 2 0 0 3）。ま た 、高 齢 者 を 対 象 と し た S O C の 研 究 で は 、 S O C
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が 高 い ほ ど 良 い 健 康 習 慣 で あ る こ と 、 閉 じ こ も り の 心 理 的 要 因 や

社 会 環 境 的 要 因 で あ る 主 観 的 健 康 感 や う つ 、 お よ び 社 会 活 動 へ の

参 加 な ど と の 関 連 が 報 告 さ れ て い る （ 高 坂 ， 2 0 1 0： 北 村 ， 2 0 1 0：

松 井 ， 2 0 1 3： 本 江 ， 2 0 0 3）。健 康 生 成 論 で は 、 S O C の ス ト レ ッ サ ー

に 対 す る 直 接 効 果 、 ま た 、 ス ト レ ッ サ ー が あ っ て も 生 理 的 行 動 反

応 へ 影 響 し な い 緩 衝 効 果 、 さ ら に S O C か ら 生 理 的 行 動 反 応 へ の 直

接 的 な 関 係 が 示 さ れ て い る 。 そ し て 生 理 的 行 動 反 応 の 積 み 重 ね の

結 果 と し て 疾 患 に 至 る と い う 仮 説 が 提 唱 さ れ て い る （ A n t o n o v s k y，

1 9 8 7／ 山 崎 ・ 戸 ヶ 里 ・ 坂 野 ， 2 0 0 8）。一 方 、健 康 生 成 論 と 類 似 し た

c o h e n ら の 統 合 的 ス ト レ ス プ ロ セ ス モ デ ル で は 、 S O C と 生 理 的 行

動 反 応 を 媒 介 す る ネ ガ テ ィ ブ 感 情 に つ い て 説 明 さ れ て い る （ 小 杉 ，

1 9 9 9）。 こ れ ま で に S O C と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 に つ い て の 関 連 性 に つ

い て は 実 証 研 究 に よ り 明 ら か に さ れ て い る （ H a u k k a l a， 2 0 1 3：

K o n t t i n e n， 2 0 0 8）が 、 S O C と 生 理 的 行 動 反 応 と の 直 接 的 な 関 係 に

つ い て は 明 ら か で は な い 。  

閉 じ こ も り は 、「寝 た き り な ど で は な い に も 関 ら ず 、家 か ら ほ と

ん ど 外 出 せ ず に 過 ご し て い る 状 態（ 安 村 ，2 0 0 6）」と 概 念 化 さ れ て

い る こ と か ら 、 一 種 の 生 理 的 行 動 反 応 と し て 考 え る こ と が で き る 。

す で に ネ ガ テ ィ ブ 感 情 で あ る 抑 う つ と 閉 じ こ も り と の 関 連 は 明

ら か に さ れ て い る が 、 S O C と 閉 じ こ も り の 直 接 的 な 関 連 に つ い て

検 討 さ れ て い る 報 告 は 極 め て 少 な い 。 吉 井 ら （ 吉 井 ， 2 0 0 5） は 、

地 域 高 齢 者 の S O C 得 点 を 3 分 位 に 分 け 、 S O C 得 点 が 低 い 群 で は 、

外 出 頻 度 が 週 に 1 回 未 満 の 者 の 割 合 が 有 意 に 高 い こ と を 報 告 し て

い る 。 T a k a h a s h i ら（ T a k a h a s h i， 2 0 1 5）は 尿 失 禁 の あ る 要 介 護 高

齢 者 に お け る 閉 じ こ も り と S O C の 下 位 尺 度 で あ る 有 意 味 感 と の 関
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連 性 を 明 ら か に し て い る 。 こ れ ま で 閉 じ こ も り に 関 連 す る 心 理 的

要 因 や 社 会 ・ 環 境 要 因 で あ る 項 目 が S O C と 関 連 す る こ と が 示 さ れ

て い る が 、 直 接 的 に 閉 じ こ も り と 関 連 し て い る か は 明 ら か に さ れ

て い な い 。  

 

 

第 ２ 節  文 献 的 考 察  

 

１ -２ -１ ． わ が 国 に お け る 閉 じ こ も り に 関 す る 研 究 動 向  

 2 0 1 5 年 3 月 ま で の 臨 床 研 究 を 医 学 中 央 雑 誌 の 電 子 デ ー タ ベ ー

ス に て 検 索 し た 。検 索 用 語 は 、「 高 齢 者 」お よ び「 閉 じ こ も り 」と

し 、 症 例 報 告 を 除 い た 2 3 1 件 を 抽 出 し た 。 文 献 の 採 択 基 準 は 、 対

象 者 が 6 5 歳 以 上 の 地 域 在 住 高 齢 者 で あ る こ と 、 対 象 者 が 要 介 護

認 定 を 受 け て い な い 者 で あ る こ と と し た 。 た だ し 、 要 介 護 認 定 を

受 け て い な い 者 と 要 介 護 認 定 を 受 け た 者 を 含 め た 地 域 在 住 高 齢

者 は 採 択 基 準 に 含 め た 。 そ の う ち 、 主 に 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 を

検 討 し た 調 査 研 究 1 9 件 、 介 入 研 究 5 件 を 採 用 し た 。  

 

１ ） 閉 じ こ も り に 関 す る 関 連 要 因 の 研 究  

 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 は 身 体 的 、 心 理 的 、 社 会 ・ 環 境 要 因 に 分

け ら れ て い る 。  

① 身 体 的 要 因   

 身 体 的 要 因 に は 、 歩 行 能 力 の 低 下 （ 杉 原 ， 2 0 0 4： 鈴 川 ， 2 0 1 0：

新 開 ， 2 0 0 5）、 I A D L 障 害 （ 新 開 ， 2 0 0 5： 渡 辺 ， 2 0 0 3）、 認 知 機 能 の

低 下（ 新 開 ， 2 0 0 5： K o n o  A， 2 0 0 1）、散 歩 ・ 体 操 や 運 動 を ほ と ん ど
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し な い （ 新 開 ， 2 0 0 5）、 日 常 生 活 自 立 度 の 低 下 （ 新 開 ， 2 0 0 5：

K a t s u m a t a  Y， 2 0 0 6）、 下 肢 の 痛 み （ 渡 辺 ， 2 0 0 7） な ど が 挙 げ ら れ

て い る 。  

② 心 理 的 要 因  

 心 理 的 要 因 に は 、 A D L  に 対 す る 自 己 効 力 感 の 低 さ （ 藺 牟 田 ，

2 0 0 2： 横 山 ， 2 0 0 5： 山 崎 ， 2 0 0 8）、主 観 的 健 康 感 の 低 さ（ 藺 牟 田 ，

1 9 9 8： 渡 辺 ， 2 0 0 7： 藤 田 ， 2 0 0 4）、う つ 傾 向（ 渡 辺 ， 2 0 0 3： 新 開 ，

2 0 0 5：藤 田 ， 2 0 0 4）、生 き が い が な い（ 新 開 ， 2 0 0 5）、健 康 関 連 Q O L

の 低 下 （ 結 城 ， 2 0 0 2） な ど が 挙 げ ら れ て い る 。  

③ 社 会 ・ 環 境 的 要 因  

 社 会 ・ 環 境 要 因 に は 、 集 団 活 動 な ど へ の 不 参 加 （ 新 開 ， 2 0 0 5：

藤 田 ， 2 0 0 4）、 近 所 と の 付 き 合 い の 少 な さ （ 藤 田 ， 2 0 0 4）、 社 会 的

役 割 の 低 さ （ 新 開 ， 2 0 0 5）、 親 し い 友 人 が い な い （ 新 開 ， 2 0 0 5）、

友 人・近 隣・親 族 と の 交 流 頻 度 が 低 い（ 渡 辺 ，2 0 1 1：中 村 ，2 0 0 9）、

人 口 密 度 が 低 い （ 平 井 ， 2 0 0 8） な ど が 挙 げ ら れ て い る 。  

こ れ ら の 報 告 の 多 く は 、 幅 広 く 地 域 高 齢 者 を 対 象 と し て お り 、

一 般 高 齢 者 か ら 要 介 護 認 定 者 を 含 め て い る 。 こ の う ち 、 要 介 護 認

定 を 受 け て い な い 地 域 高 齢 者 の み を 対 象 と し た 報 告 は わ ず か に

散 見 さ れ る 程 度 で あ る 。渡 辺 ら （ 渡 辺 ， 2 0 0 7）は 、 6 5 歳 以 上 の 在

宅 高 齢 者 2 , 9 3 2 名 の う ち 、 介 護 保 険 未 利 用 で 生 活 機 能 の 自 立 し て

い る 8 5 歳 未 満 の 在 宅 高 齢 者 で 追 跡 可 能 で あ っ た 7 3 2 名 を 対 象 と

し 、閉 じ こ も り 発 生 の 予 測 因 子 を 検 討 し て い る 。そ の 結 果 、友 人・

近 隣 ・ 親 族 と の 交 流 頻 度 、 下 肢 の 痛 み を 挙 げ て い る 。 中 村 ら （ 中

村 ， 2 0 0 9）は 、地 域 在 住 の 虚 弱 高 齢 者 6 1 名 を 対 象 と し 、外 出 頻 度

を 規 定 す る 要 因 と し て 、 性 別 、 近 隣 ネ ッ ト ワ ー ク 、 近 所 へ の 外 出
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能 力 、 転 倒 経 験 、 交 流 頻 度 を 示 し て い る 。 平 井 ら （ 平 井 ， 2 0 0 8）

は 、 要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 6 5 歳 以 上 の 地 域 高 齢 者 3 4 , 3 7 4 名

を 対 象 に 、 閉 じ こ も り に 関 連 す る 地 域 要 因 の 検 討 を 行 っ た 結 果 、

人 口 密 度 と の 関 連 を 報 告 し て い る 。  

要 介 護 状 態 を 防 ぐ と い う 観 点 か ら 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 を 考 慮

す る に は 、 要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 地 域 高 齢 者 を 対 象 に 検 討 す

る 必 要 が あ る 。 特 に 要 介 護 状 態 に な る リ ス ク の 高 い 二 次 予 防 事 業

対 象 者 を 対 象 に し た 閉 じ こ も り 要 因 に つ い て の 報 告 は 少 な く 、 さ

ら な る 検 討 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 閉 じ こ も り の 前 段 階 に あ る 閉 じ

こ も り 予 備 群 に 対 し て 、 関 連 要 因 を 検 討 し た 報 告 が わ ず か に 散 見

さ れ る 。山 縣 ら（ 山 縣 ， 2 0 1 4）は 、「 閉 じ こ も り 群 」は 外 出 頻 度 が

週 に 1 回 未 満 の 者 と し 、「閉 じ こ も り 予 備 群 」は 外 出 頻 度 が 週 に 1

回 以 上 で あ る が 、 昨 年 と 比 べ 外 出 が 減 少 し て い る 者 と 定 義 し て い

る 。前 述 し た よ う に 閉 じ こ も り の 出 現 率 は 、 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 全

体 を 対 象 と し た 場 合 、1 0～ 1 5 %程 度 で あ る が 、閉 じ こ も り 予 備 群 も

1 3～ 2 5 %程 度 の 割 合 を 占 め る こ と が 報 告 さ れ て い る（ 藤 田 ， 2 0 0 4：

山 縣 ， 2 0 1 4）。さ ら に 、山 縣 ら は「 閉 じ こ も り 群 」の み な ら ず「 閉

じ こ も り 予 備 群 」の 体 力 も 低 下 し て い る こ と を 明 ら か に し 、「閉 じ

こ も り 予 備 群 」 に 対 し て も 支 援 の 必 要 性 を 述 べ て い る 。 こ の よ う

な こ と か ら 、 閉 じ こ も り 予 備 群 に 注 目 し た 関 連 要 因 の 検 討 も 重 要

に な る と 考 え る 。  

 

２ ） 閉 じ こ も り の 分 類 に 関 す る 研 究  

 こ れ ま で に 閉 じ こ も り の 特 徴 を 分 類 し た 報 告 が い く つ か 散 見

さ れ る 。 新 開 ら （ 新 開 ， 2 0 0 5） は 、 移 動 能 力 の 低 下 に よ り 外 出 頻
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度 が 低 下 し て い る 者 を「 タ イ プ 1」、移 動 能 力 は 高 い が 、外 出 頻 度

が 低 下 し て い る 者 を 「 タ イ プ 2」 と 分 類 し て い る 。 そ し て 、 そ れ

ぞ れ の タ イ プ の 閉 じ こ も り 高 齢 者 を 追 跡 調 査 し た 結 果 、「タ イ プ 2」

は 歩 行 能 力 や I A D L、認 知 機 能 な ど が 低 下 し や す い こ と を 示 し お り 、

閉 じ こ も り が 活 動 能 力 低 下 を 促 進 す る 独 立 要 因 で あ る こ と を 報

告 し て い る 。「 タ イ プ 2」の 閉 じ こ も り は 、心 身 機 能 の 低 下 や 抑 う

つ な ど の 心 理 的 特 性 に 対 す る ア プ ロ ー チ と と も に 、 閉 じ こ も り 状

態 へ の 改 善 に 向 け た 取 り 組 み が 必 要 で あ る こ と 示 し て い る 。  

ま た 、 渋 井 ら （ 渋 井 ， 2 0 1 1） に よ る 閉 じ こ も り 予 備 群 を 類 型 化

し た 報 告 が あ る 。 都 市 部 高 齢 者 を 対 象 に 普 段 の 外 出 頻 度 が 週 2～

3 回 程 度 の 者 を 閉 じ こ も り 予 備 群 と し 、 ク ラ ス タ ー 分 析 を 用 い た

検 討 を 行 っ て い る 。分 析 に は 閉 じ こ も り の 予 測 因 子 で あ る「 I A D L」、

「 抑 う つ 」、「 認 知 機 能 」、「 交 流 状 況 」 を 用 い て 、「 全 体 良 好 群 」、

「 抑 う つ 傾 向 群 」、「 認 知 機 能 低 下 ・ 抑 う つ 傾 向 群 」、「 I A D L 群 」、

「 全 体 低 下 群 」 の 5 つ の 群 に 類 型 化 し て い る 。 ま た 、 群 間 の 特 徴

を 比 較 し た 結 果 、「抑 う つ 傾 向 群 」と「 認 知 機 能 低 下・抑 う つ 傾 向

群 」 は 、 転 倒 不 安 を 有 す る 者 、 将 来 へ の 不 安 を 感 じ て い る 者 の 割

合 が 高 く 、 １ 年 前 と 比 較 し て 外 出 頻 度 が 減 少 し た 割 合 が 高 い こ と

を 示 し て い る 。「 I A D L 低 下 群 」 と 「 全 体 低 下 群 」 は 平 均 年 齢 が 高

く 、 要 介 護 認 定 者 の 割 合 が 高 い こ と を 示 し て い る 。  

 こ の よ う に 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 を も と に 類 型 化 し た 報 告 は

わ ず か に 散 見 さ れ る 程 度 で あ る 。 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 は 多 岐 に

わ た り 、 複 雑 に 絡 み 合 っ た も の で あ る た め 、 閉 じ こ も り の 特 徴 を

類 型 化 し て 対 策 を 考 え る 必 要 が あ る 。  
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３ ） 閉 じ こ も り に 関 す る 介 入 研 究 （ 表 1 —１ ）  

閉 じ こ も り の 予 防 、 改 善 を 目 的 と し た 介 入 研 究 は 限 ら れ て お り 、

閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 の 有 効 な 介 入 方 法 が 確 立 し て い る と は い え

な い 。  

 閉 じ こ も り 者 を 対 象 と し た 報 告 は 、 藺 牟 田 ら （ 藺 牟 田 ， 2 0 0 4）

や 奥 野 ら （ 奥 野 ， 2 0 0 4） に よ る 報 告 が あ る 。 藺 牟 田 ら は 、 閉 じ こ

も り 高 齢 者 4 6 名 を 対 象 に 、 心 理 療 法 で あ る ラ イ フ レ ビ ュ ー と 健

康 情 報 の 提 供 を 実 施 し た 。介 入 評 価 指 標 は 身 体 的 変 数 と し て 、A D L

の 5 項 目 、 心 理 的 変 数 と し て 主 観 的 健 康 感 、 生 き が い の 有 無 、 生

活 満 足 度 、 自 己 効 力 感 、 ぼ け の 有 無 、 社 会 的 変 数 と し て 、 老 研 式

活 動 能 力 指 標 、外 出 の 頻 度 と し た 。健 康 情 報 の 提 供 を 約 2 0 分 、ラ

イ フ レ ビ ュ ー を 約 4 0 分 の 計 6 0 分 を 1 回 の 介 入 と し 、 月 2 回 、 2

か 月 間 、 保 健 師 ら に よ る 訪 問 型 の 介 入 を 試 み た 。 そ の 結 果 、 対 照

群 と 介 入 群 で 各 変 数 の 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た が 、 介 入 群 の 方

が 、 A D L、物 忘 れ 、主 観 的 健 康 感 、生 き が い に お い て 維 持 ・ 改 善 率

が や や 高 値 で あ っ た こ と を 報 告 し て い る 。 奥 野 ら は 、 閉 じ こ も り

高 齢 者 を 含 む 運 動 教 室 参 加 者 9 名 を 対 象 に 、 個 別 に 筋 力 ト レ ー ニ

ン グ 、ス ト レ ッ チ 、有 酸 素 運 動 を 実 施 し て い る 。こ れ ら を 週 2 回 、

ま た 自 宅 で も 週 3 回 、 3 ヶ 月 間 の 介 入 を 試 み た 。 そ の 結 果 、 閉 じ

こ も り 高 齢 者 の 約 7 割 が 、 外 出 頻 度 が 向 上 し 、 閉 じ こ も り の 改 善

に 至 っ た と 報 告 し て い る 。  

ま た 、 虚 弱 高 齢 者 な ど を 対 象 に 閉 じ こ も り の 予 防 を 目 的 と し た

介 入 研 究 が い く つ か 散 見 さ れ る 。樋 口 ら（ 樋 口 ， 2 0 0 5）は 、転 倒・

閉 じ こ も り の ハ イ リ ス ク 高 齢 者 1 2 名 に 対 し 、 運 動 教 室 で の 運 動

プ ロ グ ラ ム を 週 1 回 の 3 か 月 間 実 施 し 、 バ ラ ン ス 能 力 が 改 善 し た
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こ と を 報 告 し て い る 。 ま た 、 加 藤 ら （ 加 藤 ， 2 0 1 3） は 、 通 所 型 介

護 予 防 教 室 に 参 加 し た 二 次 予 防 事 業 対 象 者 3 0 1 名 （ 男 性 1 0 8 名 、

女 性 1 9 3 名 ） に 対 し 、 運 動 器 機 能 向 上 プ ロ グ ラ ム を 週 1 回 2 時 間

で 講 義 、 運 動 、評 価 等 を 3 か 月 間 （ 1 2 回 ）実 施 し て い る 。そ の 結

果 、 女 性 に お い て 、 閉 じ こ も り 、 う つ 症 状 に 有 意 な 改 善 を 報 告 し

て い る 。 伊 藤 ら （ 伊 藤 ， 2 0 0 8） は 、 閉 じ こ も り 高 齢 者 を 含 む 地 域

在 住 の 後 期 高 齢 者 6 2 2 名 を 対 象 と し 、 転 倒 ・ 閉 じ こ も り 予 防 を 介

入 地 区（ 3 6 1 名 ）に お い て 実 施 し 、非 介 入 地 区（ 2 6 1 名 ）と の 比 較

か ら そ の 効 果 を 検 討 し て い る 。 介 入 地 区 で は 、 高 齢 者 ボ ラ ン テ ィ

ア の 養 成 及 び 活 動 支 援 、 地 域 全 体 へ の 広 報 普 及 活 動 、 小 地 区 単 位

で の 保 健 活 動 を 3 年 間 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 非 介 入 地 区 に 比 べ 、

介 入 地 区 で は 閉 じ こ も り の 発 生 や 運 動 習 慣 （ 規 則 的 に 運 動 し な い ）

の リ ス ク を 約 半 分 に 抑 制 し た こ と を 報 告 し て い る 。  

 閉 じ こ も り に 関 連 す る 介 入 研 究 の 報 告 は 少 な く 、 閉 じ こ も り 高

齢 者 に 対 し て 、 閉 じ こ も り の 改 善 を 報 告 し て い る も の は ほ と ん ど

な い 。 予 防 的 な 観 点 か ら 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の よ う な 虚 弱 高 齢 者

に 対 し 、 運 動 プ ロ グ ラ ム な ど の 介 入 に よ っ て 閉 じ こ も り の 改 善 を

認 め た 報 告 も わ ず か に み ら れ る 程 度 で あ る 。 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支

援 の エ ビ デ ン ス を 構 築 す る た め に は 、 今 後 さ ら な る 実 証 研 究 が 求

め ら れ る 。 ま た 、 こ れ ま で に 報 告 さ れ た 閉 じ こ も り に 対 す る 介 入

研 究 は 、 運 動 プ ロ グ ラ ム な ど 身 体 的 要 因 に 対 し て の 介 入 が ほ と ん

ど で あ る 。 心 理 的 要 因 に 対 し て 介 入 を 検 討 し た 報 告 は 、 藺 弁 田 ら

（ 藺 牟 田 ， 2 0 0 4） の ラ イ フ レ ビ ュ ー を 用 い た 介 入 に 限 ら れ る 。 今

後 は 、 心 理 的 要 因 や 社 会 ・ 環 境 的 要 因 を 含 め た 介 入 を 検 討 す る 必

要 が あ る 。  
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１ -２ -２ ． 海 外 に お け る 閉 じ こ も り に 関 す る 研 究 動 向  

 日 本 に お け る 閉 じ こ も り に 相 応 す る 言 語 と し て 諸 外 国 で は

h o m e b o u n d あ る い は h o u s e b o u n d が あ る （ 鳩 野 ， 2 0 0 0）。 し か し 、

こ れ ら に 明 確 な 定 義 づ け を し て い る 報 告 は 少 な く 、 多 く は 何 ら か

の 身 体 的 ・ 精 神 的 理 由 に よ り 外 出 が 困 難 と な っ た 在 宅 高 齢 者 と し

て 取 り 扱 わ れ て い る 。 米 国 メ デ ィ ケ ア で は h o m e b o u n d を 「 怪 我 や

疾 病 な ど に よ り 、 家 か ら 外 に 出 る と き に か な り の 労 力 を 要 す る 状

態 で あ り 、 ま れ に 外 に 出 る と き で も 、 わ ず か な 時 間 で あ り 、 医 療

ケ ア を 必 要 と す る 状 態 」と 示 し て い る（ D o n e l s o n，2 0 0 1）。2 0 1 5 年

3 月 ま で の 臨 床 研 究 を P U B M E D の 電 子 デ ー タ ベ ー ス に て 検 索 し た 。 

P U B M E D の 検 索 条 件 は 「 hom e b o u n d“ O R” ho u s e b o u n d“ A N D”  

e l d e r l y“ O R” ol d e r  a d u l t s」と し 、そ れ ら の キ ー ワ ー ド が T i t l e

ま た は A b s t r a c t に 含 ま れ て い る 7 8 6 件 を 抽 出 し た 。h o m e b o u n d ま

た は h o u s e b o u n d の 定 義 と し て 外 出 頻 度 を 用 い た 報 告 は 4 件 で あ

り 、 そ の う ち 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 を 検 討 し た 3 件 を 採 用 し た 。

ま た 、 介 入 研 究 に お い て h o m e b o u n d ま た は h o u s e b o u n d の 定 義 に

外 出 頻 度 を 用 い た 報 告 は 皆 無 で あ っ た が 、 地 域 の 虚 弱 高 齢 者 を 対

象 に し た 2 件 を 採 用 し た （ 表 １ −２ ）。  

 

１ ） 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 に 関 す る 研 究  

L i n d e s a y ら（ L i n d e s a y， 1 9 9 3）は 、一 か 月 以 内 に 外 に 出 て い な

い 者 を h o u s e b o u n d と 定 義 し 、 都 市 部 高 齢 者 に 対 し て 閉 じ こ も り

の 関 連 要 因 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 身 体 的 健 康 状 態 、 加 齢 な

ど が 有 意 に 関 連 し て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。 G a n g u l i ら

（ G a n g u l i，1 9 9 6）は 、外 出 頻 度 が 週 に 1 回 以 下 を h o m e b o u n d と 定
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義 し 、 農 村 部 高 齢 者 の 閉 じ こ も り に 対 し て 閉 じ こ も り の 関 連 要 因

を 検 討 し て い る 。そ の 結 果 、性 別（ 女 性 ）、体 重 減 少 、I A D L 障 害 、

抑 う つ 症 状 と 有 意 な 関 連 を 明 ら か に し て い る 。 ま た 、 C o h e n ら

（ C o h e n， 2 0 1 2）は 、 G a n g u l i ら と 同 様 の 定 義 を 用 い て お り 、閉 じ

こ も り の 予 測 因 子 を 縦 断 的 に 調 査 し て い る 。 閉 じ こ も り の 予 測 因

子 と し て 、高 齢 、性 別（ 女 性 ）、肥 満 ま た は 低 体 重 、I A D L 低 下 を 明

ら か に し て い る 。  

 

２ ） 閉 じ こ も り の 介 入 に 関 す る 研 究  

 N o u r ら（ N o u r， 2 0 0 5）に よ る 報 告 が あ る 。 N o u r は 、変 形 性 関 節

症 ま た は 関 節 リ ウ マ チ を 罹 患 し て い る 地 域 在 住 の 閉 じ こ も り を

呈 し た 虚 弱 高 齢 者 に 対 し 、 著 者 が 考 案 し た 自 己 管 理 を 促 す プ ロ グ

ラ ム を 週 1 回 1 時 間 、 6 週 間 実 施 し て い る 。 介 入 内 容 は 、 専 門 家

が 自 宅 を 訪 問 し 、エ ク サ サ イ ズ 、リ ラ ク セ ー シ ョ ン 、心 理 的 ケ ア 、

目 標 設 定 と 実 施 計 画 、 問 題 解 決 方 法 な ど で あ っ た 。 そ の 結 果 、 介

入 群 で は 統 制 群 と 比 較 し て 、 自 宅 で の エ ク サ サ イ ズ が 維 持 さ れ て

い る 。 し か し 、 閉 じ こ も り の 改 善 に つ い て は 触 れ ら れ て い な い 。

ま た 、 H a i g h t（ 1 9 8 8）は 、地 域 在 住 の 虚 弱 高 齢 者 6 0 名 を 対 象 に 、

心 理 的 改 善 を 目 的 に ラ イ フ レ ビ ュ ー の 実 施 し て い る 。 プ ロ グ ラ ム

内 容 は 週 1 回 の ラ イ フ レ ビ ュ ー を 6 週 間 実 施 し て い る 。そ の 結 果 、

介 入 群 で は 、 生 活 満 足 度 、 心 理 的 安 定 が 有 意 に 改 善 し た こ と を 報

告 し て い る 。  

 海 外 に お け る h o m e b o u n d ま た は h o u s e b o u n d に 関 す る 報 告 は 、

医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 高 齢 者 を 対 象 と し た 報 告 が 多 く 、 わ が 国

の 閉 じ こ も り の 概 念 と は や や 相 違 が み ら れ る 。 と く に 、 介 護 予 防
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の 観 点 か ら 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 の 方 策 を 考 え る に は 、 わ が 国 の

閉 じ こ も り 高 齢 者 に 焦 点 を 当 て た 実 証 研 究 が 求 め ら れ る 。  

 

３ ） 閉 じ こ も り と 類 似 し た 言 語 に つ い て  

 ま た 、 閉 じ こ も り と 類 似 し た 言 語 で あ る 「 引 き こ も り （ s o c i a l  

w i t h d r a w a l，H i k i k o m o r i）」や「 社 会 的 孤 立（ s o c i a l  i s o l a t i o n）」

に つ い て の 報 告 が 散 見 さ れ る 。  

わ が 国 で は 、引 き こ も り の 定 義 は 、「 6 カ 月 以 上 社 会 参 加 し て い

な い 」、「 非 精 神 病 性 の 現 象 で あ る 」、「 外 出 し て い て も 対 人 関 係 が

な い 」こ と が 挙 げ ら れ て い る（ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 0）。わ が 国 に お い

て は 、 引 き こ も り は 深 刻 な 社 会 問 題 と し て 取 り 上 げ ら れ て い る が 、

多 く は 若 年 層 で 注 目 さ れ て い る 。  

一 方 、社 会 的 孤 立 は 、「家 族 や コ ミ ュ ニ テ ィ と ほ と ん ど 接 触 が な

い と い う 客 観 的 な 状 態（ T o w n s e n d ら ，1 9 6 3）」と 定 義 さ れ て お り 、

高 齢 者 に 焦 点 を 当 て た 報 告 が 多 い 。 社 会 的 孤 立 状 態 は そ の 後 の 早

期 死 亡（ L a V e i s t，1 9 9 7：B e r k m a n，2 0 0 0）、身 体 機 能 の 低 下（ S e e m a n，

1 9 9 6）、要 介 護 状 態 へ の 移 行（ 斉 藤 ， 2 0 1 3）に 対 し て 有 意 な 関 連 が

報 告 さ れ て い る 。 ま た 、 斉 藤 ら （ 斉 藤 ， 2 0 1 5） は 、 同 居 者 以 外 と

の 対 面 ・ 非 対 面 交 流 を 合 わ せ て 、 週 1 回 未 満 と い う 状 態 は そ の 後

の 要 介 護 状 態 と 関 連 す る こ と を 報 告 し て い る 。 こ れ は 閉 じ こ も り

の 定 義 で あ る 「 外 出 が 週 1 回 未 満 」 と 同 様 の 頻 度 で あ る 。 諸 外 国

に お け る 社 会 的 孤 立 に 対 す る 介 入 報 告 は 散 見 さ れ 、C I T R A（ 2 0 0 7）

や D i c k e n s（ D i c k e n s， 2 0 0 7）の シ ス テ マ ヒ ッ ク レ ビ ュ ー で は 、個

人 に 対 す る 介 入 よ り も 集 団 に 対 す る 介 入 の 方 が 効 果 を 上 げ や す

く 、 教 育 的 要 素 を 含 ん だ 介 入 が 有 効 と 報 告 し て い る 。 海 外 で は 、
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健 康 教 育（ H o p m a n , 2 0 0 2）、ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト（ H a l e r，1 9 8 7）、

グ ル ー プ ミ ー テ ィ ン グ（ R o s e n，1 9 8 2）の 効 果 が 報 告 さ れ て い る 。

さ ら に 、 電 話 や イ ン タ ー ネ ッ ト ア ク セ ス な ど の 情 報 提 供 な ど 社 会

的 な 支 援 の 効 果 も 報 告 さ れ て い る（ H e l l e r，1 9 9 1： W h i t e，1 9 9 9）。  

  

１ -２ -３ ． 閉 じ こ も り と S O C に 関 す る 研 究  

2 0 1 5 年 3 月 ま で の 臨 床 研 究 を P U B M E D の 電 子 デ ー タ ベ ー ス に て

検 索 し た 。 P U B M E D の 検 索 条 件 は 「 ho m e b o u n d“ O R” ho u s e b o u n d  

“ AND” se n s e  o f  c o h e r e n c e」と し た 。そ れ ら の キ ー ワ ー ド で 抽 出

さ れ た の は わ ず か に 2 件 で あ っ た 。 1 件 は 、 前 述 し た T a k a h a s h i

ら（ T a k a h a s h i， 2 0 1 4）に よ る 報 告 で あ る 。 T a k a h a s h i ら は S O C と

閉 じ こ も り の 関 連 に つ い て 報 告 し て い る 。 要 介 護 （ 要 支 援 ） 認 定

を 受 け て い る 閉 じ こ も り 高 齢 者 4 1 1 名 で 、 閉 じ こ も り と S O C の 有

意 な 関 連 は 認 め ら れ な か っ た が 、 尿 失 禁 の あ る 閉 じ こ も り 高 齢 者

1 4 3 名 で は 、 閉 じ こ も り と S O C の 下 位 尺 度 で あ る 有 意 味 感 に 有 意

な 関 連 を 示 し て い る 。も う 1 件 は 、Söd e r h a m n ら（ Söd e r h a m n，2 0 1 0）

に よ る 報 告 で あ り 、 在 宅 居 住 の 身 体 活 動 的 高 齢 者 の S O C と 病 院 患

者 の S O C の 比 較 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 両 群 に は 有 意 差 を 認

め な か っ た が 、 在 宅 居 住 者 に 限 ら ず 入 院 患 者 に お い て も S O C は 健

康 の 予 測 因 子 で あ る こ と を 示 し て い る 。  

 

１ -２ -４ ． ま と め  

現 状 の 高 齢 者 の 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 に つ い て 、 わ が 国 で は 介

護 予 防 の 観 点 か ら 注 目 さ れ 、 各 自 治 体 で 様 々 な 取 り 組 み が な さ れ

て い る に も 関 ら ず 、 エ ビ デ ン ス が 低 い 状 況 と な っ て い る 。 わ が 国
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の 閉 じ こ も り に 関 す る 研 究 は 、 関 連 要 因 を 検 討 し た 報 告 は 散 見 さ

れ る が 、 介 入 を 検 討 し た 報 告 は わ ず か で あ っ た 。 関 連 要 因 を 検 討

し た 報 告 は 、 郵 送 調 査 や 面 接 に よ る 聞 き 取 り 調 査 な ど に よ っ て 実

施 さ れ て い る の に 対 し 、 介 入 研 究 は 継 続 的 か つ 直 接 的 に ア プ ロ ー

チ を 実 施 し て い る 報 告 が 多 か っ た 。 介 入 研 究 の 報 告 が 少 な い こ と

に つ い て は 、 直 接 的 に ア プ ロ ー チ で き る 人 材 が 確 保 で き な い こ と

や 対 象 者 に 継 続 し た 介 入 が 困 難 で あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。 こ の

よ う な こ と か ら 閉 じ こ も り の 予 防 が き わ め て 重 要 に な る と 考 え

る 。  

ま た 、 閉 じ こ も り と S O C に つ い て の 関 連 を 報 告 し た 研 究 は わ ず

か で あ っ た 。 閉 じ こ も り は 要 因 が 多 岐 に わ た り 複 雑 化 し て い る た

め 、 身 体 機 能 や 精 神 状 態 の 改 善 、 ま た は Q O L の 改 善 に つ い て は 報

告 が み ら れ る が 、 閉 じ こ も り の 改 善 に 至 っ て い な い ケ ー ス が 多 い 。

今 後 は 閉 じ こ も り 高 齢 者 へ の 予 防 を 含 め た 継 続 的 な 支 援 策 を 考

え る と と も に 、 身 体 、 心 理 、 社 会 ・ 環 境 的 要 因 を 包 括 し 、 総 合 的

に 対 応 し た 方 策 を 考 え る 必 要 が あ る 。 S O C は 、 単 な る 心 理 的 資 源

の 一 つ で は な く 、 さ ま ざ ま な 心 理 的 資 源 や 社 会 的 資 源 を 動 員 す る

力 で あ る と 定 義 さ れ て お り 、 閉 じ こ も り と 関 連 す る こ と を 予 想 し

た 。  
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第 ２ 章  

地 域 在 住 高 齢 者 に お け る 閉 じ こ も り と 心 理 的 ・ 社 会 環 境 的 要 因

に 関 す る 研 究 ： 首 尾 一 貫 感 覚 に 注 目 し て  

（ 研 究 １ ）  
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２ -１ ． 研 究 目 的  

閉 じ こ も り の 関 連 要 因 は 身 体 的 、 心 理 的 、 社 会 環 境 的 要 因 に 分

け ら れ て お り 、 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 を 検 討 し た 報 告 は 蓄 積 さ れ

つ つ あ る （ 山 崎 , 2 0 1 2）。 し か し 、 身 体 的 要 因 を 検 討 し た 報 告 に 比

べ る と 、 心 理 的 要 因 や 社 会 環 境 的 要 因 を 検 討 し た 報 告 は 少 な く 、

閉 じ こ も り に 関 す る 介 入 研 究 に お い て も 、 運 動 プ ロ グ ラ ム な ど 身

体 的 要 因 に 対 し て の 介 入（ 奥 野 ら ，2 0 0 4：樋 口 ，2 0 0 5：加 藤 ，2 0 1 3）

が 多 く 、 心 理 的 要 因 や 社 会 環 境 的 要 因 に 対 す る 介 入 は 、 藺 弁 田 ら

の 報 告 （ 藺 牟 田 ， 2 0 0 4） に 限 ら れ る 。 山 崎 ら は 、 閉 じ こ も り の 要

因 は 多 岐 に わ た り 複 雑 化 し て い る た め 、 身 体 的 機 能 の 向 上 を 図 る

だ け な く 、 心 理 的 側 面 や 社 会 環 境 的 側 面 を 含 め た 介 入 の 必 要 性 を

述 べ て い る （ 山 崎 , 2 0 1 2）。 こ の よ う な こ と か ら 、 閉 じ こ も り の 予

防 ・ 改 善 を 目 的 と し た 有 効 な 介 入 方 法 を 検 討 す る た め に は 、 現 在

明 ら か に な っ て い な い 関 連 要 因 を 解 明 す る こ と が 求 め ら れ 、 と く

に 心 理 的 要 因 や 社 会 環 境 的 要 因 に 注 目 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。 

要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 地 域 高 齢 者 に お け る 閉 じ こ も り と

心 理 的 ・ 社 会 環 境 的 要 因 の 関 連 を 検 討 し 、 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援

に お い て 、ど の よ う な 要 因 が 重 要 で あ る か を 明 ら か に す る 。ま た 、

新 た に 閉 じ こ も り の 心 理 ・ 社 会 環 境 的 要 因 と 予 想 し た S O C に つ い

て も 注 目 し 、 閉 じ こ も り と の 関 連 を 検 討 す る 。  

 

２ -２ ． 方 法 と 対 象  

１ ） 方 法  

茨 城 県 A 市 で 実 施 し た 第 6 期 介 護 保 険 事 業 計 画 の 一 環 で 用 い ら

れ て い る 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 に 質 問 紙 を 同 封 し 、 郵 送 に よ り
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調 査 を 行 っ た 。調 査 は 平 成 2 6 年 3 月 に 実 施 し た 。茨 城 県 A 市 は 、

平 成 2 6 年 4 月 時 点 で 、人 口 3 5 , 6 3 5 人 、高 齢 者 人 口 1 0 , 7 7 6 人 、高

齢 化 率 3 0 . 3 %、世 帯 数 1 2 , 7 3 9 世 帯 と な っ て い る（ 茨 城 県 保 健 福 祉

部 長 寿 福 祉 課 ， 2 0 1 4）。  

 

２ ） 対 象 者  

 茨 城 県 A 市 で 実 施 し た 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 に 質 問 紙 を 同 封

し 、郵 送 に よ り 調 査 を 行 っ た 。対 象 は 、 6 5 歳 以 上 の 一 般 高 齢 者 人

口 8 , 8 8 1 名 （ 2 0 1 4 年 1 月 1 日 時 点 ） の う ち 、 1 , 8 9 5 名 を 、 住 民 基

本 台 帳 よ り 無 作 為 に 抽 出 し た 。 返 送 さ れ た 質 問 紙 は 1 , 0 3 5 名 （ 回

収 率 ： 5 4 . 6 %）、 そ の う ち 、 無 効 回 答 （ 閉 じ こ も り に 関 す る 設 問 が

未 記 入 の 者 、 日 本 語 版 S O C ス ケ ー ル の 回 答 が 8 割 未 満 で あ り 4 項

目 以 上 未 記 入 の 者 ）1 8 2 名 を 除 く 8 5 3 名（ 有 効 回 答 率 4 5 . 0 %、平 均

年 齢 74. 9±7. 1 歳 、 男 性 4 0 9 名 、 女 性 4 4 4 名 ） を 解 析 対 象 と し た

（ 図 ２ −１ ）。  

 

２ -３ ． 調 査 項 目  

１ ） 対 象 者 特 性  

基 本 属 性 と し て 、 年 齢 、 性 別 、 二 次 予 防 事 業 対 象 の 判 定 を 評 価

し た 。 な お 、 要 介 護 状 態 に な る リ ス ク の 高 い 二 次 予 防 事 業 対 象 の

判 定 は 、 厚 生 労 働 省 で 用 い ら れ て い る 2 5 項 目 の 設 問 か ら な る 基

本 チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 。  

 

２ ） 閉 じ こ も り の 有 無  

日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 2． Q 5「 週 に 1 回 以 上 は 外 出 し
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て い ま す か 」、Q 6「 昨 年 と 比 べ て 外 出 の 回 数 が 減 っ て い ま す か 」と

い う 設 問 に 対 し て 、 い ず れ も 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の 2 件 法

に て 評 価 し た 。 こ の 内 容 は 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 口 腔 機 能 の 設

問 と 同 一 の も の で あ る 。  

 

３ ） 身 体 的 評 価  

① 日 常 生 活 動 作  A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  L i v i n g（ 以 下 A D L）  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 6 ･ Q 6「 食 事 は 自 分 で 食 べ ら れ ま

す か 」、Q 7「 寝 床 に 入 る と き 、何 ら か の 介 助 を 受 け ま す か 」、Q 9「 自

分 で 洗 面 や 歯 磨 き が で き ま す か 」、 Q 1 0「 自 分 で ト イ レ が で き ま す

か 」、Q 1 1「 自 分 で 入 浴 が で き ま す か 」、Q 1 2「 5 0ｍ 以 上 歩 け ま す か 」、

Q 1 3「 階 段 を 昇 り 降 り で き ま す か 」、 Q 1 4 自 分 で 着 替 え が で き ま す

か 、 Q 1 5「 大 便 の 失 敗 が あ り ま す か 」、 Q 1 6「 尿 も れ や 尿 失 禁 が あ り

ま す か 」の 1 0 項 目 と し た 。こ れ ら は A D L 評 価 と し て 広 く 用 い ら れ

て い る B a r t h e l  i n d e x に 準 じ た 設 問 内 容 と な っ て い る 。 各 設 問 の

配 点 は 、B a r t h e l  i n d e x の 評 価 内 容 に 従 っ て 、各 設 問 を 0、5、1 0、

1 5 点 （ 各 項 目 で 点 数 配 点 が 異 な る ） で 評 定 す る 。 総 点 は 最 高 1 0 0

点 、 最 低 は 0 点 で あ り 、 点 数 が 高 い ほ ど A D L 能 力 が 高 い こ と を 示

す 。  

② 運 動 機 能  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 2 ･ Q 1「 階 段 を 手 す り や 壁 を つ た

わ ら ず に 昇 っ て い ま す か 」、Q 2「 椅 子 に 座 っ た 状 態 か ら 何 も つ か ま

ら ず に 立 ち 上 が っ て い ま す か 」、 Q 3「 1 5 分 位 続 け て 歩 い て い ま す

か 」、設 問 3 ･ Q 1「 こ の 1 年 間 に 転 ん だ こ と が あ り ま す か 」、 Q 2「 転

倒 に 対 す る 不 安 は あ り ま す か 」 の 5 項 目 と し た 。 こ の 内 容 は 、 基
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本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 運 動 機 能 の 設 問 と 同 一 の も の で あ る 。 本 研 究

で は 該 当 数 を 点 数 と し て 扱 い 、 0～ 5 点 満 点 で 評 価 し た 。点 数 が 高

い ほ ど 運 動 機 能 が 低 い こ と を 示 す 。  

③ 口 腔 機 能  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 4 ･ Q 3「 半 年 前 に 比 べ て 固 い も の

が 食 べ に く く な り ま し た か 」、Q 4「 お 茶 や 汁 物 等 で む せ る こ と は あ

り ま す か 」、 Q 5「 口 の 渇 き が 気 に な り ま す か 」の 3 項 目 と し た 。こ

の 内 容 は 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 口 腔 機 能 の 設 問 と 同 一 の も の で

あ る 。本 研 究 で は 該 当 数 を 点 数 と し て 扱 い 、 0～ 3 点 満 点 で 評 価 し

た 。 点 数 が 高 い ほ ど 口 腔 機 能 が 低 い こ と を 示 す 。  

④ 転 倒  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 3 ･ Q 1「 こ の 一 年 間 に 転 ん だ こ と

が あ り ま す か 」、 Q 3「 背 中 が 丸 く な っ て き ま し た か 」、 Q 4「 以 前 に

比 べ て 歩 く 速 度 が 遅 く な っ て き た と 思 い ま す か 」、Q 5「 杖 を 使 っ て

い ま す か 」、 設 問 8 ･ Q 3「 現 在 、 医 師 の 処 方 し た 薬 を 何 種 類 飲 ん で

い ま す か 」 の 5 項 目 と し た 。 こ れ ら は 、 鳥 羽 に よ る 簡 易 式 転 倒 チ

ェ ッ ク シ ー ト の 設 問 に 準 じ た 内 容 に な っ て い る 。総 点 は 最 高 1 3 点 、

最 低 0 点 と す る 。点 数 が 高 い ほ ど 、転 倒 リ ス ク が 高 い こ と を 示 す 。  

 

４ ） 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 ：  

① 認 知 機 能  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 5・ Q 1「 周 り の 人 か ら い つ も 同

じ 事 を 聞 く 」な ど と 物 忘 れ が あ る と 言 わ れ ま す か 」、Q 2「 自 分 で 電

話 番 号 を 調 べ て 、電 話 を か け る こ と を し て い ま す か 」、Q 3「 今 日 が

何 月 何 日 か わ か ら な い 時 が あ り ま す か 」 の 3 項 目 と し た 。 こ れ ら
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は 、 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 認 知 機 能 の 設 問 と 同 一 の も の で あ る 。

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト で は 、 い ず れ か の 項 目 に 該 当 し た 場 合 、 認 知

予 防 の 対 象 者 と 判 断 さ れ る が 、 本 研 究 で は 該 当 数 を 点 数 と し て 扱

い 、0～ 3 点 満 点 で 評 価 し た 。点 数 が 高 い ほ ど 認 知 機 能 が 低 い こ と

を 示 す 。  

② う つ  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 8・ Q 8「（ こ こ 2 週 間 ）毎 日 の 生

活 に 充 実 感 が な い 」、 Q 9「（ こ こ 2 週 間 ） こ れ ま で 楽 し ん で や れ た

こ と が 楽 し め な く な っ た 」、Q 1 0「（ こ こ 2 週 間 ）以 前 は 楽 に で き て

い た こ と が 、今 で は お っ く う に 感 じ ら れ る 」、Q 1 1「（ こ こ 2 週 間 ）

自 分 が 役 に 立 つ 人 間 だ と 思 え な い 」、Q 1 2「（ こ こ 2 週 間 ）わ け も な

く 疲 れ た よ う な 感 じ が す る 」 の 5 項 目 と し た 。 こ れ ら は 、 基 本 チ

ェ ッ ク リ ス ト の う つ 症 状 の 設 問 と 同 一 の も の で あ る 。 基 本 チ ェ ッ

ク リ ス ト で は 、 2 / 5 以 上 該 当 し た 場 合 、 う つ 予 防 の 対 象 者 と 判 断

さ れ る が 、本 研 究 で は 該 当 数 を 点 数 と し て 扱 い 、 0～ 5 点 満 点 で 評

価 し た 。 点 数 が 高 い ほ ど う つ 傾 向 で あ る こ と を 示 す 。  

③ ス ト レ ス 対 処 能 力 （ S O C）  

 戸 ヶ 里 ら （ 戸 ヶ 里 ， 2 0 0 5） に よ っ て 開 発 さ れ た 日 本 語 版 S O C ス

ケ ー ル（ 1 3 項 目 5 件 法 版 ）を 用 い て 評 価 し た 。1 3 項 目 5 件 法 版 で

は 構 成 感 覚 で あ る 把 握 可 能 感 に 関 す る 5 項 目 、 処 理 可 能 感 に 関 す

る 4 項 目 、 有 意 味 感 に 関 す る 4 項 目 を 下 位 尺 度 と し て い る 。 こ の

ス ケ ー ル の 信 頼 性 と 因 子 的 妥 当 性 は 保 証 さ れ て い る 。1 3～ 6 5 点 で

評 価 さ れ 、 得 点 が 高 い ほ ど ス ト レ ス 対 処 能 力 が 高 い こ と を 示 す 。 

④ 老 研 式 活 動 能 力 指 標  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 1 3 個 の 設 問 か ら 評 価 し た 。 こ れ ら
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は 古 谷 野 ら （ 古 谷 野 ， 1 9 8 7） が 開 発 し た 老 研 式 活 動 能 力 指 標 に 準

じ た 内 容 と な っ て い る 。 こ の 尺 度 は 、 手 段 的 日 常 生 活 動 作 能 力 、

知 的 能 動 性 、 社 会 的 役 割 の 下 位 項 目 に 分 け ら れ て お り 、 0～ 1 3 点

満 点 で 評 価 す る 。 点 数 が 高 い ほ ど 生 活 機 能 が 高 い こ と を 示 す 。  

 手 段 的 日 常 生 活 動 作 は 5 つ の 設 問 か ら な る 。 日 常 生 活 圏 域 ニ ー

ズ 調 査 の 設 問 6 ･ Q 1「 バ ス や 電 車 で 一 人 で 外 出 し て い ま す か 」、 Q 2

「 日 用 品 の 買 物 を し て い ま す か 」、Q 4「 請 求 書 の 支 払 い を し て い ま

す か 」、Q 5「 預 貯 金 の 出 し 入 れ を し て い ま す か 」の 5 項 目 と し た 。

各 設 問 の 配 点 は 、「で き る し 、し て い る 」ま た は「 で き る け ど し て

い な い 」と 回 答 し た 場 合 を 1 点 、「 で き な い 」と 回 答 し た 場 合 を 0

点 と す る 。 総 点 は 最 高 5 点 、 最 低 0 点 で あ り 、 点 数 が 高 い ほ ど 能

力 が 高 い こ と を 示 す 。  

 知 的 能 動 性 は 4 つ の 設 問 か ら な る 。 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の

設 問 7・ Q 1「 年 金 な ど の 書 類 が 書 け ま す か 」、 Q 2「 新 聞 を 読 ん で い

ま す か 」、 Q 3「 本 や 雑 誌 を 読 ん で い ま す か 」、 Q 4「 健 康 に つ い て の

記 事 や 番 組 に 関 心 が あ り ま す か 」 の 4 項 目 と し た 。 こ れ ら は 老 研

式 活 動 能 力 指 標 に 準 じ た 設 問 内 容 と な っ て い る 。 各 設 問 の 配 点 は 、

「 で き る し 、 し て い る 」 ま た は 「 で き る け ど し て い な い 」 と 回 答

し た 場 合 を 1 点 、「で き な い 」と 回 答 し た 場 合 を 0 点 と し た 。総 点

は 最 高 4 点 、 最 低 0 点 で あ り 、 得 点 が 高 い ほ ど 知 的 能 動 性 が 高 い

こ と を 示 す 。  

 社 会 的 役 割 は 4 つ の 設 問 か ら な る 。 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の

設 問 7・ Q 5「 友 人 の 家 を 訪 ね て い ま す か 」、 Q 6「 家 族 や 友 人 の 相 談

に の っ て い ま す か 」、Q 7「 病 人 を 見 舞 う こ と が で き ま す か 」、Q 8「 若

い 人 に 自 分 か ら 話 し か け る こ と が あ り ま す か 」 の 4 項 目 と し た 。
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こ れ ら は 老 研 式 活 動 能 力 指 標 に 準 じ た 設 問 内 容 と な っ て い る 。 各

設 問 の 配 点 は 、「で き る し 、し て い る 」ま た は「 で き る け ど し て い

な い 」と 回 答 し た 場 合 を 1 点 、「で き な い 」と 回 答 し た 場 合 を 0 点

と し た 。 総 点 は 最 高 4 点 、 最 低 0 点 で あ り 、 得 点 が 高 い ほ ど 社 会

的 役 割 が 高 い こ と を 示 す 。  

⑤ 生 き が い  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 7・ Q 1 0 に お い て 、生 き が い の 有

無 を 評 価 し た 。  

⑥ 主 観 的 健 康 感  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 8・ Q 1「 普 段 自 分 で 健 康 だ と 思

い ま す か 。」に お い て 、「と て も 健 康 」、「ま あ ま あ 健 康 」「あ ま り 健

康 で は な い 」「 健 康 で は な い 」 の 4 件 法 で 評 価 し た 。  

⑦ 家 族 構 成  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 1・ Q 1「 家 族 構 成 を お 教 え く だ

さ い 」に お い て 、「 一 人 暮 ら し 」、「 家 族 な ど と 同 居 」、「 そ の 他（ 施

設 入 所 ） な ど 」 の 3 件 法 で 評 価 し た 。  

⑧ 居 住 環 境  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 1・ Q 7「 お 住 ま い （ 主 に 生 活 す

る 部 屋 ）は 2 階 以 上 に あ り ま す か 」に お い て 、「は い 」、「い い え 」

の 2 件 法 で 評 価 し た 。  

⑨ 経 済 状 況  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 1・ Q 4「 現 在 の 暮 ら し の 状 況 を

経 済 的 に み て ど う 感 じ て い ま す か 」に お い て 、「苦 し い 」、「や や 苦

し い 」、「 や や ゆ と り が あ る 」「 ゆ と り が あ る 」 の 4 件 法 で 評 価 し

た 。  
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⑩ 趣 味  

 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 の 設 問 7・ Q 9 に お い て 、 生 き が い の 有

無 を 評 価 し た 。  

 

２ -４ ． 本 研 究 に お け る 閉 じ こ も り の 定 義  

本 研 究 で は 閉 じ こ も り 状 態 を 、「非 閉 じ こ も り 群 」、「閉 じ こ も り

予 備 群 」、「閉 じ こ も り 群 」の 3 群 に 分 類 し た 。「非 閉 じ こ も り 群 」

は 、 外 出 頻 度 が 週 に 1 回 以 上 の 者 で あ り 、 昨 年 と 比 べ て 外 出 頻 度

が 減 少 し て い な い 者 と 定 義 し た 。「閉 じ こ も り 予 備 群 」は 外 出 頻 度

が 週 に 1 回 以 上 で あ る が 、 昨 年 よ り も 外 出 頻 度 が 減 少 し て い る 者

を と 定 義 し た （ 安 村 ， 2 0 0 6： 山 縣 ら ， 2 0 1 4）。「 閉 じ こ も り 群 」 は

外 出 頻 度 が 週 に 1 回 未 満 の 者 を と 定 義 し た 。  

 

２ -５ ． 統 計 学 的 分 析  

 対 象 者 を 非 閉 じ こ も り 群 、 閉 じ こ も り 予 備 群 、 閉 じ こ も り 群 の

3 群 に 分 類 し 、身 体・心 理・社 会 環 境 的 特 性 を 比 較 し た 。 3 群 間 の

比 較 に お い て 、 カ テ ゴ リ ー 変 数 は χ ²検 定 、 連 続 変 数 は 一 元 配 置

分 散 分 析 ま た は K r u s k a l - w a l l i s 検 定 を 用 い 、多 重 性 は B o n f e r r o n i

法 に て 補 正 し た 。 ま た 、 閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し 、 年 齢 、

性 別 、 S O C の 他 に 、 先 行 研 究 （ 杉 原 ， 2 0 0 4： 新 開 ， 2 0 0 5： 渡 辺 ，

2 0 0 7： 藤 田 ， 2 0 0 4） で 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 と し て 明 ら か に さ れ

て い る 運 動 機 能 、 認 知 機 能 、 老 研 式 活 動 能 力 指 標 、 う つ 、 生 き が

い 、 主 観 的 健 康 感 を 独 立 変 数 と し て 投 入 し た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク

回 帰 分 析 を 用 い て 検 討 し た 。 な お 、 投 入 し た 独 立 変 数 は 多 重 共 線

性 を 相 関 行 列 に て 確 認 し 、相 関 係 数 0 . 7 未 満 と し た 。解 析 に は I B M  
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S P S S  S t a t i s t i c s 1 9 を 使 用 し 、 有 意 水 準 は 5 %と し た 。  

 

２ -６ ． 倫 理 的 配 慮  

 本 研 究 は ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て

実 施 し た（ 承 認 番 号： B B - 0 1 6）。研 究 へ の 参 加 は 、対 象 者 に 実 施 内

容 を 説 明 し た 用 紙 を 同 封 し 、 質 問 紙 の 返 送 を も っ て 同 意 と み な し

た 。  

 

２ -７ ． 結 果  

１ ） 対 象 者 の 基 本 属 性  

 対 象 者 の 基 本 属 性 を 表 ２ −１ に 示 す 。 非 閉 じ こ も り 群 が 5 4 8 名

（ 6 4 . 2 %）、 閉 じ こ も り 予 備 群 が 2 1 1 名 （ 2 4 . 7 %）、 閉 じ こ も り 群 が

9 4 名（ 1 1 . 0 %）で あ っ た 。非 閉 じ こ も り 群 は 、平 均 年 齢 73. 2±6. 3

歳 、 男 性 2 8 1 名 、 女 性 2 6 7 名 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 1 3 7 名 で あ っ

た 。閉 じ こ も り 予 備 群 は 、平 均 年 齢 77. 2±7. 0 歳 、男 性 9 8 名 、女

性 1 1 3 名 、二 次 予 防 事 業 対 象 者 1 2 3 名 で あ っ た 。閉 じ こ も り 群 は 、

平 均 年 齢 80. 0±7. 3 歳 、 男 性 3 0 名 、 女 性 6 4 名 、 二 次 予 防 事 業 対

象 者 6 3 名 で あ っ た 。  

 

２ ） 閉 じ こ も り 状 態 に お け る 身 体 的 評 価 の 比 較  

閉 じ こ も り 状 態 に お け る 身 体 的 評 価 の 比 較 を 表 ２ −２ に 示 す 。

A D L は 、 非 閉 じ こ も り 群 99 . 8±3. 4 点 、 閉 じ こ も り 予 備 群

95. 0±11 . 3 点 、 閉 じ こ も り 群 91. 3±15 . 7 点 で あ り 3 群 間 で 有 意

差 が 認 め ら れ た（ p＜ 0 . 0 1）。運 動 機 能 は 、非 閉 じ こ も り 群 1.2±1.2

点 、 閉 じ こ も り 予 備 群 2.2±1. 4 点 、 閉 じ こ も り 群 2. 7±1. 6 点 で
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あ り 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜ 0 . 0 1）。 口 腔 機 能 は 、 非 閉

じ こ も り 群 0.7±0 . 8 点 、 閉 じ こ も り 予 備 群 1.2±1. 0 点 、 閉 じ こ

も り 群 1 . 1±1. 0 点 で あ り 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ p＜ 0 . 0 1）。

し か し 、 多 重 比 較 検 定 で は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 の

両 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 転 倒 は 、 非 閉 じ こ も り 群

2.9±2. 8 点 、 閉 じ こ も り 予 備 群 5.4±3. 3 点 、 閉 じ こ も り 群

5.7±3. 5 点 で あ り 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ p＜ 0 . 0 1）。し か

し 、 多 重 比 較 検 定 で は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 の 両 群

間 に 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。  

 

３ ） 閉 じ こ も り 状 態 に お け る 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 の 比 較   

閉 じ こ も り 状 態 に お け る 心 理 的 評 価 の 比 較 を 表 ２ −２ に 示 す 。

認 知 機 能 は 、 非 閉 じ こ も り 群 0. 4±0. 6 点 、 閉 じ こ も り 予 備 群

0.7±0. 8 点 、 閉 じ こ も り 群 0.9±0. 9 点 で あ り 3 群 間 で 有 意 差 が

認 め ら れ た（ p＜ 0 . 0 1）。う つ は 、非 閉 じ こ も り 群 0.6±1. 0 点 、閉

じ こ も り 予 備 群 1. 7±1. 5 点 、 閉 じ こ も り 群 2. 2±1. 8 点 で あ り 3

群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜ 0 . 0 1）。 し か し 、 多 重 比 較 検 定 で

は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 の 両 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら

れ な か っ た 。 S O C 総 得 点 は 、 非 閉 じ こ も り 群 50 . 9±6. 1 点 、 閉 じ

こ も り 予 備 群 47. 4±6. 2 点 、 閉 じ こ も り 群 47 . 1±7 . 5 点 で あ り 3

群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜ 0 . 0 1）。 し か し 、 多 重 比 較 検 定 で

は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 の 両 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら

れ な か っ た 。 把 握 可 能 感 は 、 非 閉 じ こ も り 群 20. 1±2. 9 点 、 閉 じ

こ も り 予 備 群 18. 6±3. 1 点 、 閉 じ こ も り 群 18 . 4±3. 6 点 で あ り 3

群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜ 0 . 0 1）。 し か し 、 多 重 比 較 検 定 で
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は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 の 両 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら

れ な か っ た 。 処 理 可 能 感 は 、 非 閉 じ こ も り 群 16. 1±2. 3 点 、 閉 じ

こ も り 予 備 群 15. 0±2. 3 点 、 閉 じ こ も り 群 15 . 1±2 . 7 点 で あ り 3

群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜ 0 . 0 1）。 し か し 、 多 重 比 較 検 定 で

は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 の 両 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら

れ な か っ た 。 有 意 味 感 は 、 非 閉 じ こ も り 群 14. 7±2 . 1 点 、 閉 じ こ

も り 予 備 群 13. 9±1. 9 点 、 閉 じ こ も り 群 13. 3±2 . 4 点 で あ り 3 群

間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ p＜ 0 . 0 1）。し か し 、多 重 比 較 検 定 で は 、

閉 じ こ も り 予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 の 両 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ

な か っ た 。老 研 式 活 動 能 力 指 標 は 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ p

＜ 0 . 0 1）。 I A D L は 、 非 閉 じ こ も り 群 4.9±0. 5 点 、 閉 じ こ も り 予 備

群 4.6±1. 0 点 、 閉 じ こ も り 群 4.1±1. 3 点 で あ り 3 群 間 で 有 意 差

が 認 め ら れ た（ p＜ 0 . 0 1）。知 的 能 動 性 は 、非 閉 じ こ も り 群 3.6±0.8

点 、 閉 じ こ も り 予 備 群 3.2±1. 0 点 、 閉 じ こ も り 群 2. 8±1. 3 点 で

あ り 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜ 0 . 0 1）。 社 会 的 役 割 は 、 非

閉 じ こ も り 群 3.5±0. 8 点 、 閉 じ こ も り 予 備 群 3.1±1 . 2 点 、 閉 じ

こ も り 群 2.3±1. 4 点 で あ り 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜

0 . 0 1）。生 き が い 、主 観 的 健 康 感 は 、 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た

（ p＜ 0 . 0 1）。家 族 構 成 は 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ p＜ 0 . 0 5）。

居 住 環 境 は 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 経 済 状 況 、 趣 味

は 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （ p＜ 0 . 0 1）。  

 

４ ） 閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分

析  

 閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分
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析 の 結 果 を 表 ２ −３ に 示 す 。非 閉 じ こ も り 群 を 基 準 と し た 際 、閉 じ

こ も り 予 備 群 は 、 年 齢 （ O R 1 . 0 7， p＜ 0 . 0 5）、 運 動 機 能 （ O R 1 . 3 1，

p＜ 0 . 0 5）、 う つ （ O R 1 . 3 7， p＜ 0 . 0 1）、 S O C（ O R 0 . 9 7， p＜ 0 . 0 5） で

あ っ た 。閉 じ こ も り 群 は 、年 齢（ O R 1 . 1 2， p＜ 0 . 0 1）性 別（ 男 性 ）

（ O R 2 . 0 2， p＜ 0 . 0 5）、 運 動 機 能 （ O R 1 . 3 2， p＜ 0 . 0 5）、 老 研 式 活 動

能 力 指 標（ O R 0 . 8 0，p＜ 0 . 0 1）、S O C（ O R 0 . 9 6，p＜ 0 . 0 5）、う つ（ O R 1 . 3 5，

p＜ 0 . 0 1） で あ っ た 。  

 

２ -８ ． 考 察  

１ ） 閉 じ こ も り の 割 合  

閉 じ こ も り の 出 現 率 に つ い て は 、6 5 歳 以 上 高 齢 者 全 体 を 対 象 と

し た 場 合 に は 、 1 0～ 1 5 %程 度 と 報 告 さ れ て い る （ 安 村 ， 2 0 0 6）。 本

研 究 に お け る 閉 じ こ も り の 割 合 は 、 閉 じ こ も り 群 が 1 1 . 0 %、 閉 じ

こ も り 予 備 群 が 2 4 . 7 %、非 閉 じ こ も り 群 が 6 4 . 2 %で あ っ た 。閉 じ こ

も り 群 と 閉 じ こ も り 予 備 群 の 割 合 を 合 わ せ る と 、 お よ そ 3 割 以 上

に 対 し て 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 の 必 要 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 

 

２ ） 閉 じ こ も り の 関 連 要 因  

多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 、 閉 じ こ も り 群 と 有 意 な 関

連 が 認 め ら れ た の は 、年 齢 、性 別（ 男 性 ）、運 動 機 能 、老 研 式 活 動

能 力 指 標 、 う つ 、 S O C で あ っ た 。 閉 じ こ も り 予 備 群 と 有 意 な 関 連

が 認 め ら た の は 、 年 齢 、 運 動 機 能 、 う つ 、 S O C で あ っ た 。 こ の う

ち 、 年 齢 、 性 別 、 運 動 機 能 、 う つ 、 老 研 式 活 動 能 力 指 標 に つ い て

は 、 多 く の 先 行 研 究 で 閉 じ こ も り と の 関 連 が 示 さ れ お り 、 そ れ を

支 持 す る 結 果 と な っ た （ 鈴 川 ， 2 0 1 0： 藤 田 ， 2 0 0 4： 奥 野 ， 2 0 0 3：



42 

 

渡 辺 ， 2 0 1 1）。山 縣 ら（ 山 縣 ， 2 0 1 4）は 閉 じ こ も り 群 の み な ら ず 閉

じ こ も り 予 備 群 の 体 力 も 低 下 し て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。

ま た 、 渋 井 ら （ 渋 井 ， 2 0 1 1） は 、 閉 じ こ も り 予 備 群 を 類 型 化 し 、

そ れ ら の 特 徴 を 検 討 し て い る 。 そ の う ち 抑 う つ 傾 向 を 示 す 「 抑 う

つ 傾 向 群 」 で は 、 将 来 や 転 倒 に 対 す る 不 安 感 を 有 す る 割 合 が 高 い

こ と が 報 告 さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 閉 じ こ も り を 予 防 す

る た め に は 運 動 機 能 を 高 め る よ う な 介 入 に 加 え て 、 う つ に 対 す る

心 理 的 介 入 の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

社 会 環 境 的 評 価 で あ る 居 住 環 境 に つ い て は 、 非 閉 じ こ も り 群 、

閉 じ こ も り 予 備 群 、 閉 じ こ も り 群 の 3 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ な

か っ た 。 山 崎 ら （ 山 崎 ， 2 0 0 8） は 、 都 市 部 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 、

閉 じ こ も り と 住 環 境 の 関 連 を 検 討 し て い る 。 住 環 境 の 評 価 に お い

て は 、 本 研 究 の よ う に 「 主 に 生 活 す る 部 屋 が 1 階 、 も し く は 2 階

以 上 な の か 」を 問 う よ う な 設 問 は な い が 、「玄 関 の 外 に 階 段 が あ る

か 否 か 」 を 問 う 設 問 を 用 い て い る 。 結 果 的 に 閉 じ こ も り 群 と 非 閉

じ こ も り 群 の 両 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ ず 、 本 研 究 と 同 様 の 結 果

を 示 し た 。 し か し 、 家 族 構 成 に つ い て は 、 本 研 究 で は 3 群 間 で 有

意 差 を 認 め た が 、 山 崎 ら の 報 告 で は 、 閉 じ こ も り 群 と 非 閉 じ こ も

り 群 の 両 群 間 で 、 世 帯 構 成 で は 有 意 差 が 認 め ら れ て い な い 。 さ ら

に 、 新 開 ら （ 新 開 ， 2 0 0 5） の 報 告 に お い て も 、 非 閉 じ こ も り 群 と

閉 じ こ も り 群 の 両 群 間 で 世 帯 人 数 に 有 意 差 を 認 め て い な い 。 閉 じ

こ も り と 家 族 構 成 や 居 住 環 境 と の 関 連 を 検 討 し た 報 告 は 少 な い

の が 現 状 で あ り 、 さ ら な る 検 討 が 必 要 と 思 わ れ る 。  
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３ ） 閉 じ こ も り と S O C に つ い て  

健 康 生 成 論 に お い て S O C と 生 理 的 行 動 反 応 と の 直 接 的 な 関 連 が

仮 説 づ け ら れ て い る こ と や 、 こ れ ま で 閉 じ こ も り に 関 連 す る 心 理

的 要 因 や 社 会 環 境 要 因 で あ る 項 目 と S O C と の 関 連 が 示 さ れ て お り

（ 高 坂 ， 2 0 1 0： 北 村 ， 2 0 1 0： 松 井 ， 2 0 1 3： 本 江 ， 2 0 0 3）、閉 じ こ も

り と S O C と の 直 接 的 な 関 連 が 予 想 さ れ た 。 閉 じ こ も り 状 態 の 3 群

間 の 比 較 で は 有 意 差 が 認 め ら れ た が 、 多 重 比 較 で は 、 閉 じ こ も り

予 備 群 と 閉 じ こ も り 群 に は 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 こ の こ と

か ら 、閉 じ こ も り 群 だ け で な く 、閉 じ こ も り 予 備 群 に お い て も S O C

に 注 目 す る 必 要 が 考 え ら れ た 。ま た 、こ れ ま で に 閉 じ こ も り と S O C

に 関 す る 報 告 は 少 な い が 、 吉 井 ら （ 吉 井 ， 2 0 0 5） は 、 地 域 在 住 高

齢 者 3 2 , 9 8 1 人 の S O C 得 点 の 3 分 位 点 を 基 準 に 低 群 、 中 群 、 高 群

の 3 群 に 分 け て 、 保 健 行 動 や 社 会 関 係 指 標 と の 関 連 を 報 告 し て い

る 。そ の 結 果 、S O C 低 群 ほ ど 、別 居 家 族 や 友 人 と の 交 流 が 週 に 1 回

未 満 の 者 、 外 出 頻 度 が 週 に 1 回 未 満 の 者 の 割 合 が 有 意 に 高 い こ と

を 報 告 し て い る 。本 研 究 に お い て も 、吉 井 ら と 同 様 の 結 果 を 示 し 、

閉 じ こ も り と S O C が 低 い こ と に つ い て の 関 連 が 示 唆 さ れ た 。  

さ ら に 、 閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク

回 帰 分 析 で は 、 S O C と 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た （ 表 ２ -３ ）。 本 研

究 で は 、S O C と 閉 じ こ も り と の 直 接 的 な 関 連 を 検 討 し た が 、 C o h e n

ら の 統 合 的 ス ト レ ス プ ロ セ ス モ デ ル で は 、 S O C と 生 理 的 行 動 反 応

を 媒 介 す る ネ ガ テ ィ ブ 感 情 に つ い て 説 明 さ れ て い た（ 小 杉 ，1 9 9 9）。

そ の た め 本 研 究 に お い て も S O C と う つ な ど の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 と の

関 連 が 予 測 さ れ た が 、 S O C と の 相 関 係 数 は い ず れ も 0 . 7 未 満 で あ

り 、 そ れ ら を 調 整 し た 上 で も S O C と 閉 じ こ も り と の 関 連 が 示 さ れ
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た 。 ま た 、 T a k a h a s h i ら （ T a k a h a s h i， 2 0 1 5） の 報 告 で は 、 尿 失 禁

の あ る 閉 じ こ も り 高 齢 者 1 4 3 名 に 対 し て 、 閉 じ こ も り と S O C の 下

位 尺 度 で あ る 有 意 味 感 に 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ て い る 。 本 研 究 の

対 象 と は 異 な る が 、T a k a h a s h i ら は 、S O C の 下 位 尺 度 で あ る 有 意 味

感 は 内 的 な 志 向 性 が あ り 、 外 的 環 境 要 因 の 影 響 を 受 け に く く 、 外

出 の モ チ ベ ー シ ョ ン に 影 響 を 与 え る 可 能 性 を 述 べ て い る 。 こ れ ま

で に 高 齢 者 を 対 象 と し た S O C の 先 行 研 究 で 、 下 位 尺 度 に 注 目 し て

い る 報 告 は 少 な い 。 本 研 究 で は 、 地 域 高 齢 者 の 閉 じ こ も り と S O C

総 合 得 点 と の 関 連 が 明 ら か に さ れ 、 地 域 高 齢 者 の 閉 じ こ も り に は

S O C に 注 目 し た 支 援 の 必 要 性 が 考 え ら れ た 。 今 後 は さ ら に S O C の

下 位 尺 度 に つ い て も 検 討 し て い き た い 。  

本 研 究 の 限 界 と し て 、 本 研 究 は 横 断 研 究 で あ り 、 閉 じ こ も り と

S O C の 因 果 関 係 に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い 。 S O C は 一 般 的

に 3 0 歳 く ら い ま で に 安 定 す る と い わ れ て い る こ と か ら 、S O C が 低

い こ と が 閉 じ こ も り の 要 因 で あ る と 考 え る が 、A n t o n o v s k y は 成 人

期 以 降 の 変 化 の 可 能 性 に つ い て も 記 述 し て お り 、 閉 じ こ も り に よ

っ て S O C が 低 下 し た こ と も 考 え ら れ る 。今 後 は 、閉 じ こ も り と S O C

の 関 係 を 縦 断 的 に 調 査 す る こ と が 必 要 と 考 え る 。 ま た 、 本 研 究 の

閉 じ こ も り 群 の サ ン プ ル は 少 な く 、 性 別 な ど を 分 け た 解 析 が 困 難

で あ っ た 。 今 後 は 、 閉 じ こ も り 群 の サ ン プ ル を 増 や し 、 閉 じ こ も

り と S O C と の 関 連 を 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

２ -９ ． 小 括  

 本 研 究 で は 、 地 域 在 住 高 齢 者 の 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 を 検 討 し 、

地 域 高 齢 者 の 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 に お い て 、 ど の よ う な 要 因 が
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重 要 で あ る か を 検 討 し た 。 閉 じ こ も り と 関 連 を 認 め た も の は 年 齢 、

性 別 （ 男 性 ）、 運 動 機 能 、 う つ 、 S O C、 老 研 式 活 動 能 力 指 標 で あ っ

た 。 ま た 、 閉 じ こ も り の リ ス ク が 高 い 閉 じ こ も り 予 備 群 に お い て

も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た 。 こ の こ と か ら 閉 じ こ も り を 予 防 す る た

め に は 、 運 動 機 能 を 高 め る よ う な 介 入 に 加 え て 、 う つ や S O C に 対

す る 心 理 ・ 社 会 環 境 的 介 入 の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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第 ３ 章  

地 域 在 住 高 齢 者 に お け る 閉 じ こ も り の 発 生 と 関 連 す る 要 因  

～ 首 尾 一 貫 感 覚 に 注 目 し て ～  

（ 研 究 ２ ）  
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３ -１ ． 研 究 目 的  

第 ２ 章 で は 地 域 高 齢 者 の 閉 じ こ も り に 関 連 す る 要 因 を 横 断 的

に 調 査 し た 。 新 た に 閉 じ こ も り の 心 理 ・ 社 会 環 境 的 要 因 と し て 注

目 し た S O C に つ い て も 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ た 。S O C は 3 0 歳 ぐ ら

い ま で に 安 定 し 、 そ れ 以 降 は 大 き な 変 動 は 起 き に く い と い わ れ る

が 、 成 人 期 に 形 成 さ れ た S O C の 高 低 に よ っ て そ の 後 の 変 化 が 生 じ

る 仮 説 も 提 唱 さ れ て い る（ 山 崎 ，2 0 0 8）。小 林 ら（ 小 林 ，2 0 1 1）は 、

2 0～ 5 0 歳 代 の 労 働 者 を 対 象 に S O C の 変 化 を 8 年 間 追 跡 し た 結 果 、

4 0 歳 代 、5 0 歳 代 で S O C の 有 意 な 上 昇 を 報 告 し て い る 。 V o l a n e n ら

（ V o l a n e n， 2 0 0 7）は 、ネ ガ テ ィ ブ な ラ イ フ イ ベ ン ト に よ っ て S O C

低 下 す る こ と を 報 告 し て い る 。ま た 、Löv h e i m ら（ Löv h e i m，2 0 1 3）

は 、8 5 歳 以 上 の 高 齢 者 を 対 象 に 5 年 後 の S O C が 有 意 に 上 昇 し た こ

と を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 高 齢 者 に お い て も S O C が 変 化 す る

可 能 性 が あ る こ と に つ い て は 徐 々 に 明 ら か に な っ て き て い る 。 こ

れ ま で に 閉 じ こ も り と S O C と の 関 連 に つ い て は 、 わ ず か で は あ る

が 報 告 （ 若 山 ， 2 0 1 6： 吉 井 ， 2 0 0 5） が み ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら

に つ い て は い ず れ も 横 断 研 究 で あ り 、 閉 じ こ も り 状 態 と S O C を 縦

断 的 に 調 査 し た 報 告 は み ら れ な い 。  

そ こ で 、 本 研 究 で は 、 閉 じ こ も り の 発 生 と S O C を 含 め た 関 連 要

因 を 縦 断 的 に 調 査 し 、 そ れ ぞ れ の 変 化 を 検 討 し た 。  

 

３ -２ ． 対 象 と 方 法  

 平 成 2 6 年 に 茨 城 県 A 市 二 次 予 防 事 業 対 象 者 把 握 事 業 と し て 7 0

歳 以 上 の 地 域 在 住 高 齢 者 6 , 8 7 5 名 に 対 し て 調 査 を 実 施 し た 。 回 収

し た 3 , 4 4 7 名 の う ち 、 1 , 1 8 7 名 が 二 次 予 防 事 業 対 象 者 と 判 定 さ れ
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た 。 そ の う ち 1 年 後 に 市 外 へ の 転 居 、 死 亡 や 入 院 、 要 介 護 状 態 に

な っ た 者 、 閉 じ こ も り に 関 す る 設 問 が 未 回 答 で あ っ た 者 、 既 に 閉

じ こ も り に 該 当 し た 者 を 除 く 9 2 2 名 に 対 し て 、 再 度 郵 送 に よ る 調

査 を 実 施 し た 。回 収 さ れ た 質 問 紙 は 5 3 9 名（ 回 収 率： 5 8 . 4 %）で あ

っ た 。こ の う ち 無 効 回 答（ 閉 じ こ も り に 関 す る 設 問 が 未 回 答 の 者 、

日 本 語 版 S O C ス ケ ー ル の 回 答 が 8 割 未 満 で あ り 4 項 目 以 上 未 記 入

の 者 ）1 6 4 名 を 除 く 3 7 5 名（ 有 効 回 答 率 4 0 . 7 %）を 解 析 対 象 と し た

（ 図 ３ —１ ）。  

 

３ -３ ． 調 査 項 目  

１ ） 対 象 者 特 性  

基 本 属 性 と し て 、 年 齢 、 性 別 を 評 価 し た 。  

 

２ ） 閉 じ こ も り 状 態  

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 閉 じ こ も り に 関 す る 設 問 を 用 い た 。（ 図

３ −２ ）。「 週 に 1 回 以 上 は 外 出 し て い ま す か 」 と い う 設 問 に 対 し

て 、「 は い 」ま た は「 い い え 」の 2 件 法 に て 評 価 し た 。本 研 究 で は

外 出 頻 度 が 週 に 1 回 未 満 の 者 を 閉 じ こ も り と 定 義 し た 。 ま た 、 追

跡 調 査 時 に 閉 じ こ も り に 移 行 し た 者 を「 移 行 群 」、非 閉 じ こ も り を

維 持 し た 者 を 「 維 持 群 」 と 定 義 し た 。  

 

３ ） 生 活 機 能 （ I A D L・ 社 会 的 役 割 ）  

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 生 活 機 能 に 関 す る 設 問 を 用 い た （ 図 ３ —

２ ）。 I A D L に 関 す る 3 つ の 設 問 、 社 会 的 役 割 に 関 す る 2 つ の 設 問

を 用 い た 。 そ れ ぞ れ の 設 問 に 対 し て 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の
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2 件 法 に て 評 価 し た 。  

 

４ ） 運 動 機 能  

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 運 動 器 に 関 す る 設 問 を 用 い た （ 図 ３ −２ ）。

5 つ の 設 問 の う ち 該 当 数 を 点 数 化 し た 。 0～ 5 点 で 評 価 し 、 点 数 が

高 い ほ ど 機 能 が 低 い こ と を 示 す 。  

 

５ ） 栄 養  

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 栄 養 に 関 す る 設 問 を 用 い た （ 図 ３ −２ ）。

そ れ ぞ れ の 設 問 に 対 し て 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の 2 件 法 に て

評 価 し た 。  

 

６ ） 口 腔 機 能  

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 口 腔 に 関 す る 設 問 を 用 い た （ 図 ３ −２ ）。

3 つ の 設 問 の う ち 該 当 数 を 点 数 化 し た 。 0～ 3 点 で 評 価 し 、 点 数 が

高 い ほ ど 機 能 が 低 い こ と を 示 す 。  

 

７ ） 外 出 機 会 の 減 少  

 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 閉 じ こ も り に 関 す る 設 問 を 用 い た （ 図 ３

−２ ）。「昨 年 と 比 べ て 外 出 の 回 数 が 減 っ て い ま す か 」と い う 設 問 に

対 し て 、「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の 2 件 法 に て 評 価 し た 。  

 

８ ） 認 知 機 能  

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 認 知 に 関 す る 設 問 を 用 い た （ 図 ３ −２ ）。

3 つ の 設 問 の う ち 該 当 数 を 点 数 化 し た 。 0～ 3 点 で 評 価 し 、 点 数 が
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高 い ほ ど 機 能 が 低 い こ と を 示 す 。  

 

９ ） う つ  

 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の う つ に 関 す る 設 問 を 用 い た （ 図 ３ −２ ）。

5 つ の 設 問 の う ち 該 当 数 を 点 数 化 し た 。 0～ 5 点 で 評 価 し 、 点 数 が

高 い ほ ど う つ 傾 向 を 示 す 。  

 

１ ０ ） S O C  

戸 ヶ 里 ら （ 戸 ヶ 里 ， 2 0 0 5） に よ っ て 開 発 さ れ た 日 本 語 版 S O C ス

ケ ー ル（ 1 3 項 目 5 件 法 版 ）を 実 施 し た 。1 3 項 目 5 件 法 版 で は 構 成

感 覚 で あ る 把 握 可 能 感 に 関 す る 5 項 目 、 処 理 可 能 感 に 関 す る 4 項

目 、有 意 味 感 に 関 す る 4 項 目 を 下 位 尺 度 と し て い る 。 1 3～ 6 5 点 で

評 価 さ れ 、 得 点 が 高 い ほ ど ス ト レ ス 対 処 能 力 が 高 い こ と を 示 す 。 

 

３ -４ ． 統 計 学 的 分 析  

対 象 者 の 1 年 後 の 閉 じ こ も り 状 態 に 応 じ て 判 別 し た 「 移 行 群 」

と「 維 持 群 」の 初 回 調 査 時 の 特 性 を 比 較 し た 。連 続 変 数 は 、 M a n n -

W h i t n e y 検 定 、カ テ ゴ リ ー 変 数 は χ ²検 定 を 用 い た 。ま た 、追 跡 調

査 時 の 閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回

帰 分 析 を 実 施 し た 。 な お 、 投 入 し た 独 立 変 数 は 多 重 共 線 性 を 相 関

行 列 に て 確 認 し 、 相 関 係 数 0 . 7 未 満 と し た 。 さ ら に 、「 移 行 群 」、

「 維 持 群 」と も に 初 回 調 査 時 と 追 跡 調 査 時 の 各 変 数 を W i l c o x o n の

符 号 付 順 位 和 検 定 ま た は M c n e m a r 検 定 に よ り 比 較 し た 。「移 行 群 」

と 「 維 持 群 」 の 各 変 数 に お い て 、 追 跡 調 査 時 か ら 初 回 調 査 時 の 得

点 を 差 し 引 い た 変 化 量 を 求 め 、2 群 間 の 比 較 を M a n n - W h i t n e y 検 定
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を 用 い て 検 討 し た 。 解 析 に は I B M  S P S S  S t a t i s t i c s 2 2 を 使 用 し 、

有 意 水 準 は 1 0 %と し た 。  

 

３ -５ ． 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 、 ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 受 け

（ 2 0 1 5 - 0 1 3 号 ）、 A 市 と の 間 で 定 め た 研 究 協 定 を 遵 守 し た 研 究 で

あ る 。 研 究 へ の 参 加 は 、 対 象 者 に 実 施 内 容 を 説 明 し た 用 紙 を 同 封

し 、 質 問 紙 の 返 送 を も っ て 同 意 と み な し 実 施 し た 。  

 

３ -６ ． 結 果  

１ ） 対 象 者 の 特 性 と 閉 じ こ も り 移 行 群 の 割 合  

 本 研 究 の 対 象 者 は 、平 均 年 齢 79. 4±5. 7 歳 、男 性 1 6 1 名（ 4 3 . 0 %）、

女 性 2 1 4 名（ 5 7 . 0 %）で あ っ た 。閉 じ こ も り で は な い 地 域 在 住 虚 弱

高 齢 者 3 7 5 名 を 1 年 間 追 跡 し 、 1 年 後 に 閉 じ こ も り に 移 行 し た 者

を「 移 行 群 」、 1 年 後 も 非 閉 じ こ も り 状 態 を 維 持 し た も の を「 維 持

群 」 と し た 。 追 跡 調 査 時 に 移 行 群 は 2 9 名 （ 7 . 7 %）、 維 持 群 は 3 4 6

名（ 9 2 . 3 %）で あ っ た 。移 行 群 と 維 持 群 の 初 回 調 査 時 の 比 較 に お い

て 、 移 行 群 は 、 維 持 群 と 比 べ て 、 初 回 調 査 時 の 年 齢 が 有 意 に 高 い

（ p＜ 0 . 0 5）、 運 動 機 能 が 有 意 に 低 い （ p＜ 0 . 0 5）、 認 知 機 能 が 有 意

に 低 い （ p＜ 0 . 0 5）、 S O C の 構 成 感 覚 の 一 つ で あ る 処 理 可 能 感 が 有

意 に 低 い（ p＜ 0 . 0 5）結 果 と な っ た 。ま た 、移 行 群 は 、維 持 群 と 比

べ て 、IAD L①（ バ ス や 電 車 で １ 人 で 外 出 し て い る ）（p＜ 0 . 0 1）、I A D L

② （ 日 用 品 の 買 い 物 を し て い る ）（ p＜ 0 . 1）、 IAD L③ （ 預 貯 金 の 出

し 入 れ を し て い る ）（ p＜ 0 . 0 1） に 該 当 す る も の 割 合 が 有 意 に 低 か

っ た 。社 会 的 役 割 ①（ 友 人 の 家 を 訪 ね て い る ）（ p＜ 0 . 0 5）、社 会 的
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役 割 ② （ 家 族 や 友 人 の 相 談 に の っ て い る ）（ p＜ 0 . 0 5） に 該 当 す る

割 合 が 有 意 に 低 か っ た （ 表 ３ —１ ）。  

 

２ ） 初 回 調 査 時 の 閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ

ィ ッ ク 回 帰 分 析  

 初 回 調 査 時 の 閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し た 多 重 ロ ジ ス テ

ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 を 表 ３ −２ に 示 す 。投 入 し た 独 立 変 数 は 、年

齢 、IAD L①（ バ ス や 電 車 で １ 人 で 外 出 し て い ま す か ）、IAD L③（ 預

貯 金 の 出 し 入 れ を し て い ま す か ）、社 会 的 役 割 ①（ 友 人 の 家 を 訪 ね

て い ま す か ）、 社 会 的 役 割 ② （ 家 族 や 友 人 の 相 談 に の っ て い ま す

か ）、運 動 機 能 、認 知 機 能 、処 理 可 能 感 と し た 。維 持 群 を 基 準 と し

た 際 、移 行 群 と 関 連 が 認 め ら れ た の は 、IAD L③（ O R 3 . 1 2，p＜ 0 . 0 5）、

処 理 可 能 感 （ O R 0 . 8 3， p＜ 0 . 0 5） で あ っ た 。  

 

３ ） 移 行 群 の 1 年 後 の 変 化  

 移 行 群 は 、 初 回 調 査 時 よ り も 追 跡 調 査 時 に 処 理 可 能 感 が 有 意 に

低 く な っ て い た 。ま た 、S O C 全 体 得 点 や う つ に つ い て も 、1 年 後 に

低 下 す る 傾 向 が 示 さ れ た （ 表 ３ −３ ）。  

 

４ ） 維 持 群 の 1 年 後 の 変 化  

維 持 群 に お け る 初 回 調 査 時 と 追 跡 調 査 時 の 比 較 で は 、 い ず れ の

項 目 に お い て も 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 表 ３ −３ ）。  

 

５ ） 移 行 群 と 維 持 群 の 1 年 後 の 変 化 量 の 比 較  

 移 行 群 と 維 持 群 の 1 年 後 の 変 化 量 に つ い て は 、 う つ 、 処 理 可 能
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感 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 移 行 群 は 維 持 群 よ り も 1 年 間 で

S O C 全 体 得 点 が 低 く 変 化 す る 傾 向 が 示 さ れ た （ 表 ３ −４ ）。  

 

３ -７ ． 考 察  

本 研 究 で は 、 閉 じ こ も り で は な い 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 3 7 5 名 を

1 年 間 追 跡 し 、閉 じ こ も り に 移 行 し た 者 が 2 9 名（ 7 . 7 %）で あ っ た 。

森 ら（ 森 ， 2 0 1 1）は 、 6 5 歳 以 上 の 閉 じ こ も り で は な い 地 域 高 齢 者

6 9 9 名 の う ち 、3 年 後 閉 じ こ も り に 移 行 し た 者（ 1 年 半 後 に 閉 じ こ

も り に 移 行 し 、 閉 じ こ も り 状 態 が 継 続 し た 7 名 を 含 む ） は 4 6 名

（ 6 . 6 %）で あ っ た こ と を 示 し て い る 。ま た 、新 開 ら（ 新 開 ，2 0 0 5）

は 、 閉 じ こ も り で は な い 地 域 高 齢 者 1 , 3 2 2 名 の う ち 、 2 年 後 閉 じ

こ も り に 移 行 し た 者 は 6 5 名（ 6 . 4 %）で あ っ た こ と を 示 し て い る 。

本 研 究 は 1 年 間 の 追 跡 に も 関 わ ら ず 閉 じ こ も り に 移 行 し た 割 合 が

7 . 7 %と 高 か っ た 。こ れ は 、研 究 対 象 が 7 0 歳 以 上 で あ る こ と と 、要

介 護 状 態 の リ ス ク が 高 い と さ れ る 二 次 予 防 事 業 対 象 者 、 す な わ ち

虚 弱 高 齢 者 で あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。  

移 行 群 と 維 持 群 の 初 回 調 査 時 の 比 較 に お い て 、 有 意 差 が 認 め ら

れ た 項 目 は 、 年 齢 、 運 動 機 能 、 認 知 機 能 、 処 理 可 能 感 、 I A D L、 社

会 的 役 割 で あ っ た 。 処 理 可 能 感 を 除 く こ れ ら の 項 目 は 、 こ れ ま で

に 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 と し て 報 告 さ れ て お り （ 新 開 ， 2 0 0 5： 渡

辺 ，2 0 0 3）、同 様 の 結 果 を 示 し た 。閉 じ こ も り 状 態 を 従 属 変 数 と し

た 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 で は 、閉 じ こ も り 移 行 群 と I A D L③

（ 預 貯 金 の 出 し 入 れ を し て い る ）、 処 理 可 能 感 と の 関 連 が 認 め ら

れ た 。閉 じ こ も り と I A D L 能 力 の 低 下 と の 関 連 に つ い て は 報 告（ 藤

田 ， 2 0 1 4）さ れ て い る が 、 I A D L の 詳 細 に つ い て は 検 討 さ れ て い な
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い 。 川 崎 （ 川 崎 ， 2 0 0 7） ら は 、 単 独 世 帯 で は 高 齢 者 世 帯 と 比 べ て

1 人 で の 外 出 や 買 い 物 に つ い て は 有 意 差 を 認 め て い な い も の の 、

金 銭 管 理 に つ い て は 能 力 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 独 居 世 帯 で は 、

同 居 世 帯 と 比 べ て I A D L の 中 で も 金 銭 管 理 能 力 が 要 求 さ れ る こ と

が 考 え ら れ る 。 本 研 究 で は 家 族 構 成 に 関 す る 調 査 を 実 施 で き て い

な か っ た が 、 維 持 群 に 独 居 世 帯 が 多 く 含 ま れ て い た 可 能 性 が あ る 。 

閉 じ こ も り の 新 た な 要 因 と し て 注 目 し た S O C に つ い て は 、 初 回

調 査 時 点 で 有 意 差 を 認 め な か っ た が 、 S O C の 構 成 感 覚 の 一 つ で あ

る 処 理 可 能 感 は 、 移 行 群 が 維 持 群 よ り も 有 意 に 低 い 結 果 を 示 し た 。

S O C の 3 つ の 構 成 感 覚 は 1 つ の 概 念 と し て 捉 え る こ と が 妥 当 で あ

る と さ れ て い る が 、 S O C の 各 要 素 が 同 じ 機 能 を 果 た す わ け で は な

く 、 そ れ ぞ れ の 働 き を 検 討 す る 必 要 性 も 示 さ れ て い る （ 藤 里 ，

2 0 1 5）。処 理 可 能 感 は 、日 常 生 活 や 人 生 に お い て 直 面 す る 問 題 に 対

し て 、 何 と か な る 、 何 と か や っ て い け る と い う 感 覚 で あ る 。 自 分

や 他 者 の 力 を 信 じ 、 そ れ ら を 用 い て 物 事 に 対 処 で き る 感 覚 と も 言

え る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 閉 じ こ も り 状 態 へ 移 行 す る 者 は 、 自

身 や 他 者 の 力 を 十 分 に 活 か し き れ ず 、 問 題 に 対 処 す る こ と が 難 し

い 状 態 に あ る と 推 測 さ れ る 。  

 ま た 、 移 行 群 の 処 理 可 能 感 は 、 初 回 調 査 時 よ り も 1 年 後 に 低 下

し て い た 。S O C 全 体 得 点 や う つ に つ い て も 、1 年 後 に 低 下 す る 傾 向

が 示 さ れ た（ p＜ 0 . 1）。さ ら に 、両 群 の 変 化 量 の 比 較 に お い て 、移

行 群 は 維 持 群 よ り も う つ 、 処 理 可 能 感 が 有 意 に 低 く 変 化 し て い た 。

う つ は 、 初 回 調 査 時 に 両 群 で 有 意 差 を 認 め て い な か っ た が 、 先 行

研 究 で は 閉 じ こ も り 要 因 の 一 つ で あ る こ と が 示 さ れ て い る （ 新 開 ，

2 0 0 5）。ま た 、閉 じ こ も り に よ っ て う つ 状 態 が 悪 化 し た こ と も 考 え
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ら れ 、 概 ね 先 行 研 究 を 支 持 す る 結 果 と な っ た 。 本 研 究 で は 、 う つ

と S O C の 関 連 に つ い て は 検 討 し て い な い が 、 こ れ ま で に う つ や 不

安 な ど の ネ ガ テ ィ ブ 感 情 と S O C に は 密 接 な 関 係 が 示 さ れ て い る 。

C o h e n は 、 S O C と 生 理 的 行 動 反 応 を 媒 介 す る の が ネ ガ テ ィ ブ 感 情

で あ る と 記 し て い る が 、 A n t n o v s k y は S O C か ら 生 理 的 行 動 反 応 へ

の 直 接 的 な 関 係 を 示 し て い る 。 こ れ ま で に 横 断 研 究 で は あ る が 、

閉 じ こ も り と S O C の 直 接 的 な 関 係 を 示 し た 報 告 が あ る （ 若 山 ，

2 0 1 6）。こ の よ う な こ と か ら 、今 後 も S O C と 閉 じ こ も り の 関 連 に つ

い て は さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ る 。  

 本 研 究 で は 、 移 行 群 に お い て S O C 構 成 感 覚 の 一 つ で あ る 処 理 可

能 感 の 変 化 が み ら れ た 。 こ れ ま で に 高 齢 者 を 対 象 に S O C の 構 成 感

覚 別 に 比 較 し た 報 告 は わ ず か だ が 、 本 研 究 結 果 よ り 閉 じ こ も り 予

防 の 観 点 か ら は 、 閉 じ こ も り と い う 一 種 の 生 理 的 行 動 反 応 に 至 る

前 に 処 理 可 能 感 に 注 目 す る 必 要 性 が 推 察 さ れ る 。 本 研 究 の 限 界 と

し て 、 追 跡 で き た 者 が 少 な っ た こ と 、 調 査 項 目 が 少 な く 、 対 象 者

の 属 性 が 十 分 評 価 で き な か っ た こ と 、 追 跡 し た 期 間 が 1 年 間 で あ

り 、 閉 じ こ も り 状 態 の 変 化 を 検 討 す る に は 短 期 間 で あ っ た こ と が

挙 げ ら れ る 。 今 後 は 、 さ ら に 追 跡 期 間 を 延 長 し て 閉 じ こ も り の 発

生 と 関 連 す る 要 因 の 変 化 を 検 討 し て 行 き た い 。  

 

３ -８ ． 小 括  

本 研 究 は 、 閉 じ こ も り で は な い 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 を 1 年 間 追

跡 調 査 し 、 閉 じ こ も り の 発 生 と S O C の 変 化 を 検 討 し た 。 初 回 調 査

時 に 移 行 群 は 、 維 持 群 と 比 べ て 運 動 機 能 、 認 知 機 能 、 処 理 可 能 感

が 有 意 に 低 か っ た 。 さ ら に 移 行 群 は 、 初 回 調 査 時 よ り も 1 年 後 に
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処 理 可 能 感 、 う つ 、 S O C が 低 く な っ て い た 。 ま た 、 両 群 の 変 化 量

を 比 較 し た 結 果 、移 行 群 は 維 持 群 よ り も う つ 、処 理 可 能 感 、S O C の

低 下 が 認 め ら れ た 。 こ の よ う な こ と か ら 、 閉 じ こ も り 予 防 に は 心

理 ・ 社 会 環 境 的 側 面 か ら う つ や S O C、 処 理 可 能 感 に 焦 点 を あ て た

プ ロ グ ラ ム が 必 要 と 考 え る 。  
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第 ４ 章  

地 域 在 住 高 齢 者 に お け る 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ ム の 検 討  

（ 研 究 ３ ）  
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４ -１ ． 研 究 目 的  

閉 じ こ も り 高 齢 者 に 対 す る 介 入 研 究 が 少 な い 要 因 と し て 、 閉

じ こ も り 者 へ の ア ク セ ス が 困 難 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。

閉 じ こ も り の 予 防 ・ 支 援 に つ い て 、 閉 じ こ も り 高 齢 者 に 対 し て

の 訪 問 型 介 護 予 防 プ ロ グ ラ ム の 効 果 が 示 さ れ て い る （ 山 崎 ，

2 0 1 6） が 、 現 実 的 に は 保 健 師 ら の 訪 問 に は 限 界 が あ る こ と や 、

訪 問 者 の 知 識 や 経 験 に 依 拠 せ ざ る を 得 な い 状 況 と な っ て い る 。

こ の よ う な 背 景 か ら 、 閉 じ こ も り を 未 然 に 防 ぐ こ と も 重 要 で あ

り 、 個 人 の み な ら ず 集 団 を 対 象 と し た 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ

ム が 必 要 と 考 え る 。  

閉 じ こ も り は 外 出 頻 度 に よ っ て 定 義 さ れ て い る こ と か ら 、 閉

じ こ も り を 予 防 す る た め に は 、 外 出 頻 度 を 増 や し 、 活 動 性 を 増

加 さ せ る こ と が 求 め ら れ る 。 行 動 変 容 的 ア プ ロ ー チ の 一 つ に 随

伴 性 マ ネ ジ メ ン ト が あ る 。 随 伴 性 マ ネ ジ メ ン ト と は 、 望 ま し い

行 動 変 化 に 対 し て 即 座 に 報 酬 を 与 え る よ う な 治 療 計 画 の こ と を

指 す 。 国 外 で は 、 高 齢 者 の 活 動 性 を 維 持 で き た 報 告 が い く つ か

み ら れ る （ D e s a i， 2 0 1 0： T h o m p s o n， 2 0 1 4）。 D e s a i ら は 、 関 節 炎

を 呈 す る 高 齢 者 に 対 し て 、 電 話 を 用 い た 社 会 的 強 化 に よ っ て 身

体 活 動 の 維 持 に 寄 与 し た こ と を 報 告 し て い る 。 ま た 、 T h o m p s o n

ら は 、 加 速 度 計 に よ る フ ィ ー ド バ ッ ク と 対 面 カ ウ ン セ リ ン グ を

実 施 す る こ と で 身 体 活 動 を 維 持 し た こ と を 示 し て い る 。 し か

し 、 い ず れ も 活 動 性 の 向 上 に は 至 ら ず 、 外 出 頻 度 に つ い て は 触

れ ら れ て い な い 。  

第 ２ 章 で は 、 閉 じ こ も り と 心 理 ・ 社 会 環 境 的 要 因 と 予 測 し た

S O C と の 関 連 を 明 ら か に し た 。 ま た 、 第 ３ 章 で は 、 閉 じ こ も り 状
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態 と S O C を 含 め た 関 連 要 因 の 変 化 を 検 討 し た 。 閉 じ こ も り に 移

行 し た 移 行 群 は 、 そ う で な い 維 持 群 に 比 べ て S O C の 処 理 可 能 感

が 有 意 に 低 か っ た 。 ま た 、 閉 じ こ も り へ の 移 行 は 処 理 可 能 感 が

低 い こ と と 有 意 に 関 連 し て い た 。 こ の こ と か ら 閉 じ こ も り の 予

防 に は S O C の 処 理 可 能 感 を 維 持 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。 処 理

可 能 感 は 人 に 降 り 注 ぐ 刺 激 に 見 合 う 十 分 な 資 源 を 自 分 が 自 由 に

使 え る と 感 じ て い る 程 度 と さ れ て い る 。 内 外 の 刺 激 に 対 し て 対

処 で き る と い う 自 信 と も 言 え る 。 こ の 自 信 は ス ト レ ッ サ ー の 直

面 し た 時 に 自 分 が 持 つ 対 処 能 力 や 利 用 で き る 物 的 ・ 社 会 的 資 源

に 対 す る 信 頼 に 限 ら ず 、 自 分 に 教 授 の 手 を 差 し の べ て く れ る で

あ ろ う 正 当 な 他 者 に 対 す る 信 頼 も 含 ま れ る と さ れ て い る （ 大

渕 ， 2 0 1 7）。 そ の た め 、 処 理 可 能 感 を 維 持 す る た め に は 現 在 お か

れ て い る 問 題 に 対 し て 他 者 か ら の 信 頼 で き る 支 援 が 必 要 で あ る

と 考 え る 。 こ れ ま で に 、 処 理 可 能 感 の み に 焦 点 を あ て た 介 入 の

報 告 は な い が 、 介 入 に よ り S O C が 改 善 し た 報 告 が わ ず か な が ら

散 見 さ れ る 。 H a o k a ら （ H a o k a， 2 0 1 1） は 、 大 う つ 病 を 有 す る 患

者 3 1 名 に 対 し て 職 場 復 帰 を 目 的 と し た プ ロ グ ラ ム を 実 施 し 、 介

入 前 後 で S O C の 有 意 な 改 善 を 報 告 し て い る 。 介 入 の 内 容 は 、 実

際 の 仕 事 に 関 す る 専 門 的 学 習 、 コ ン ピ ュ ー タ ワ ー ク の ト レ ー ニ

ン グ 、 擬 似 ミ ー テ ィ ン グ 、 運 動 、 栄 養 指 導 、 心 理 療 法 、 専 門 医

に よ る 障 害 に つ い て の 講 義 を 実 施 し て い る 。 T a n ら （ T a n，

2 0 1 5） は 、 地 域 高 齢 者 を 対 象 に 身 体 的 活 動 を 含 ん だ セ ル フ ケ ア

プ ロ グ ラ ム を 実 施 し 、 S O C の 改 善 を 報 告 し て い る 。 L a n g e l a n d ら

（ L a n g e l a n d， 2 0 0 6） は 、 精 神 障 害 者 に 対 し 、 日 々 の 生 活 で 重 要

と 思 わ れ る 状 況 や 経 験 に つ い て 議 論 す る 機 会 を 提 供 す る こ と や
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宿 題 と し て 行 っ て き た 内 省 ノ ー ト に 基 づ く 話 題 に つ い て 対 話 を

行 う な ど の 介 入 に よ り 、 対 照 群 と 比 較 し 介 入 群 の S O C が 、 有 意

に 改 善 し た こ と を 報 告 し て い る 。  

こ の よ う な こ と か ら 閉 じ こ も り を 予 防 す る た め に は 、 外 出 に

対 す る 問 題 意 識 を 高 め 、 日 々 の 外 出 状 況 を 振 り 返 り 、 支 援 者 と

の 対 話 が 有 用 と 考 え た 。 本 研 究 で は 、 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 し て

外 出 記 録 表 を 用 い て 外 出 頻 度 の 増 大 を 図 っ た 閉 じ こ も り 予 防 プ

ロ グ ラ ム を 実 施 し 、 そ の 効 果 を 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

４ -２ ． 対 象 と 方 法  

茨 城 県 内 2 か 所 で 開 催 さ れ る 介 護 予 防 教 室 に 参 加 さ れ た 地 域

在 住 高 齢 者 を 対 象 と し た 。 対 象 地 域 で あ る 茨 城 県 Y 町 は 、 県 南

西 に 位 置 す る 。 平 成 2 7 年 1 月 時 点 で 全 人 口 は 2 3 , 1 0 6 人 で あ

り 、 高 齢 化 率 は 2 6 . 5％ で あ る 。 茨 城 県 A 町 は 、 県 南 部 に 位 置 す

る 町 で あ る 。 平 成 2 7 年 1 月 時 点 で 全 人 口 は 4 7 , 5 3 5 人 で あ り 、

高 齢 化 率 は 2 5 . 3％ で あ る 。  

教 室 は 、 週 に 1 回 、 開 始 時 評 価 、 終 了 時 評 価 を 除 く 全 1 2 週 間

の プ ロ グ ラ ム で 構 成 さ れ て い る 。 教 室 へ の 参 加 は 、 各 市 町 村 の

広 報 誌 に よ っ て リ ク ル ー ト さ れ た 。 参 加 者 を 教 室 ご と に 対 照 群

と 介 入 群 に 振 り 分 け た （ 図 ４ −１ ）。 参 加 者 の う ち M M S E  2 3 点 以

下 、 途 中 脱 落 者 、 開 始 時 ま た は 終 了 時 の 評 価 が 未 実 施 で あ っ た

者 は 除 外 し た 。 全 体 の 介 護 予 防 教 室 の 参 加 者 は 7 2 名 で あ っ た 。

対 照 群 は 、 平 成 2 8 年 5 月 ～ 9 月 に 開 催 さ れ た 教 室 に 参 加 し た 1 5

名 、 平 成 2 9 年 1 月 ～ 平 成 2 9 年 3 月 に 開 催 さ れ た 教 室 に 参 加 し

た 2 0 名 、 計 3 5 名 と し た 。 そ の う ち 、 M M S E 2 3 点 以 下 が 2 名 、 途
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中 脱 落 者 が 2 名 、 デ ー タ 不 十 分 で あ っ た 者 が 2 名 で あ り 、 計 2 9

名 を 解 析 対 象 と し た 。 介 入 群 は 、 平 成 2 8 年 9 月 ～ 1 2 月 に 開 催 さ

れ た 教 室 に 参 加 し た 2 0 名 、 平 成 2 8 年 1 1 月 ～ 平 成 2 9 年 2 月 に

開 催 さ れ た 教 室 に 参 加 し た 1 7 名 、 計 3 7 名 と し た 。 そ の う ち 、

M M S E 2 3 点 以 下 が 2 名 、 途 中 脱 落 者 お よ び プ ロ グ ラ ム を 継 続 で き

な か っ た 者 が 4 名 、 デ ー タ 不 十 分 で あ っ た 者 が 1 名 で あ り 、 計

3 0 名 を 解 析 対 象 と し た 。  

 

４ -３ ． 介 護 予 防 教 室 の 概 要  

介 護 予 防 教 室 は 、 高 齢 者 が 要 介 護 状 態 と な ら な い た め に 介 護

予 防 施 策 を 提 供 す る こ と に よ り 在 宅 高 齢 者 に 対 す る 生 き が い や

健 康 づ く り 活 動 お よ び 寝 た き り 予 防 、 運 動 継 続 や 栄 養 状 態 向 上

の た め の 知 識 の 普 及 活 動 に よ り 、 健 や か で 活 力 の あ る 地 域 づ く

り を 推 進 す る 目 的 で 実 施 さ れ て い る 。 本 研 究 対 象 と な っ た 介 護

予 防 教 室 は 、 1 2 回 で 構 成 さ れ て お り 、 教 室 開 始 前 と 終 了 後 に 身

体 機 能 や 認 知 機 能 の 測 定 を 行 っ て い る 。 一 回 当 た り の 教 室 時 間

は 2 時 間 程 度 で あ る 。 な お 、 教 室 を 運 営 す る ス タ ッ フ は 、 経 験

の あ る 作 業 療 法 士 お よ び 健 康 運 動 指 導 士 に よ っ て 構 成 さ れ た 。  

 

１ ） 対 照 群 の プ ロ グ ラ ム 内 容  

対 照 群 の プ ロ グ ラ ム 内 容 は 、 教 室 開 始 前 の 身 体 状 況 を 含 む 問

診 、 講 話 （ 運 動 機 能 、 口 腔 機 能 、 栄 養 状 態 の 向 上 、 う つ の 予 防

に 関 す る 内 容 ） を 中 心 に 行 う 。 ま た 、 体 操 や レ ク リ エ ー シ ョ ン

要 素 を 含 む 筋 力 強 化 や 認 知 機 能 、 バ ラ ン ス 能 力 向 上 を 目 的 に 厚

生 労 働 省 が 作 成 し た マ ニ ュ ア ル に 準 じ た プ ロ グ ラ ム （ 厚 生 労 働
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省 ， 2 0 1 2） を 提 供 し て い る 。  

 

２ ） 介 入 群 の プ ロ グ ラ ム 内 容  

介 入 群 は 、 対 照 群 の プ ロ グ ラ ム に 加 え て 、 閉 じ こ も り 予 防 に

関 す る 講 話 、 外 出 記 録 表 へ の 記 入 を 実 施 す る 。 講 話 は 、 第 1 回

の 教 室 時 に 資 料 も と に 2 0 分 程 度 行 う 。 内 容 は 、 閉 じ こ も り の 概

要 や リ ス ク 、 外 出 の 重 要 性 に つ い て で あ り 、 参 加 者 の 外 出 に 対

す る 意 欲 を 高 め る た め に 実 施 す る 。 ま た 、 日 々 の 外 出 状 況 を 記

録 す る 外 出 記 録 表 （ 資 料 ５ ） へ の 記 入 を 毎 日 実 施 す る 。 さ ら に

教 室 参 加 日 に 外 出 記 録 表 に 基 づ き 、 支 援 者 と の 対 話 を 実 施 し

た 。 こ れ は 、 L a n g e l a n d ら （ L a n g e l a n d， 2 0 0 6） が 行 っ た 内 省 ノ

ー ト を 用 い た 介 入 を 参 考 と し た 。 外 出 記 録 表 は 、 外 出 頻 度 、 行

先 、 同 行 者 に つ い て チ ェ ッ ク 式 で 回 答 す る 。 １ 枚 の シ ー ト で ７

日 間 チ ェ ッ ク で き る 様 式 で あ り 、 １ 週 間 の 達 成 度 を 0 か ら 1 0 の

1 1 段 階 で 確 認 す る 。  

 

４ -４ ． 調 査 項 目  

１ ） 対 象 者 特 性  

 基 本 属 性 と し て 年 齢 、 性 別 、 家 族 構 成 、 居 住 環 境 に つ い て 評

価 し た 。  

 

２ ） 閉 じ こ も り に 関 す る 評 価  

① 外 出 状 況 に 関 す る 設 問  

 1 週 間 の 外 出 頻 度 に つ い て 、「 毎 日 1 回 以 上 」、「 週 4～ 5 回 」、

「 週 2～ 3 回 」、「 週 1 回 程 度 」、「 週 1 回 未 満 」 の 5 件 法 で 評 価 し
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た 。 ま た 、「 昨 年 と 比 べ て 外 出 回 数 が 減 っ て い ま す か 」 と の 問 い

対 し て 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の 2 件 法 で 評 価 し た 。  

② 外 出 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度  

山 崎 ら （ 山 崎 ， 2 0 1 4） が 開 発 し た 「 外 出 に 対 す る 自 己 効 力 感

尺 度 」 を 用 い た 。 6 つ の 設 問 か ら な り 、 設 問 に 対 す る 自 信 の 程 度

を 4 件 法 に て 評 価 す る 。 該 当 数 を 点 数 化 し 、 総 点 は 最 高 1 6 点 、

最 低 6 点 と し た 。 点 数 が 高 い ほ ど 、 自 己 効 力 感 が 高 い こ と を 示

す 。  

 

３ ） 身 体 的 評 価  

① 握 力 （ 右 ・ 左 ）  

握 力 計 (竹 井 機 器 工 業 社 製 D - 5 1 0 1） を 立 位 姿 勢 に て 体 側 に 保 持

し て も ら い 、 肘 伸 展 ・ P I P 関 節 屈 曲 90°位 で 呼 息 し な が ら 最 大 努

力 で 握 ら せ た 。 0 . 1 k g 単 位 で 左 右 2 回 ず つ 計 測 し 、 平 均 値 を 算 出

し 記 録 と し た 。  

② 片 脚 立 位 時 間  

開 眼 に て 片 脚 立 位 姿 勢 を 保 持 し た 最 長 の 時 間 に つ い て 6 0 秒 を

上 限 に ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ で 計 測 し た 。 0 . 1 秒 単 で 2 回 計 測 し 、 平

均 値 を 算 出 し 記 録 と し た 。  

③ 5 回 立 ち 座 り 時 間  

 椅 子 に 座 っ た 状 態 か ら 合 図 と と も に 立 ち 上 が り 、 直 立 姿 勢 と

な っ て か ら 再 び 椅 子 に 腰 掛 け る 動 作 を 出 来 る だ け 速 く 5 回 繰 り

返 す の に 要 し た 時 間 を 0 . 1 秒 単 位 で 測 定 し 記 録 と し た 。  

④ タ イ ム ア ッ プ ゴ ー テ ス ト （ T i m e d  U p  a n d  G o  T e s t  : T U G）  

 椅 子 に 座 っ た 状 態 か ら 合 図 と と も に 立 ち 上 が り 、 可 能 な 限 り
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速 く 歩 き 、 3 m 前 方 の コ ー ン を 回 っ て 再 び 椅 子 に 座 る ま で に 要 し

た 時 間 を 0 . 1 秒 単 位 で 2 回 計 測 し 速 い 方 の 記 録 を 採 用 し た 。  

⑤ 5 m 歩 行 （ 通 常 ・ 最 大 ）  

 5 m の 歩 行 路 を 通 常 ・ 最 大 の 速 さ で 歩 い た 時 に 要 す る 時 間 を そ

れ ぞ れ 0 . 1 秒 単 位 で 計 測 し 記 録 と し た 。  

⑥ 長 座 位 起 立 時 間  

 壁 に 背 を 着 け 両 膝 を 伸 ば し た 座 位 を 開 始 姿 勢 と し 、 合 図 と と

も に 立 位 姿 勢 と な る ま で の 所 要 時 間 を 0 . 1 秒 単 位 で 測 定 し 記 録

と し た 。  

⑦ 身 体 活 動 度 評 価  

 3 軸 セ ン サ ー Act i g r a p h  G T 3 X ®（ A c t i g r a p h 社 ） を 用 い て 、 姿

勢 時 間 （ 立 位 、 座 位 、 臥 位 ）、 歩 数 、 座 位 行 動 時 間 を 測 定 し た 。

い ず れ も 7 日 間 に お け る 総 時 間 を 基 に 、 １ 日 あ た り の 所 要 時 間

を 算 出 し た 。  

 

４ ） 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価  

① 注 意 機 能 （ T r a i l  M a k i n g  T e s t  t y p e A  , t y p e B  : T M T - A・ B）  

 注 意 機 能 の 測 定 と し て 鹿 島 ら （ 鹿 島 ， 1 9 8 6） が 作 成 し た 日 本

語 版 の T r a i l  m a k i n g  t e s t（ 以 下 : T M T） を 用 い た 。 T M T は 、 注 意

機 能 の 検 査 と し て 良 く 用 い ら れ る 方 法 で あ り 、 一 般 的 に は T M T

の t y p e  A の 成 績 は 注 意 の 選 択 性 、 t y p e  B の 成 績 は 転 換 性 と 配 分

性 を 反 映 す る と い わ れ て い る （ 高 岡 ， 2 0 0 9）。 T M T - A の 測 定 は ラ

ン ダ ム に 配 置 さ れ た 「 1～ 2 5」 ま で の 数 字 を 鉛 筆 で 小 さ い も の か

ら 順 に 線 で 結 ん で い く 課 題 で あ り 、 T M T - B の 測 定 に お い て は ラ ン

ダ ム に 配 置 さ れ た 1 か ら 1 6 ま で の 数 字 と 「 あ 」 か ら 「 し 」 ま で
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の 仮 名 を 「 1 -あ - 2 -い - 3 -う 」 と 数 字 -平 仮 名 の 順 に 線 で 結 ん で い

く 課 題 で あ る 。 こ れ ら を 結 び 終 え る ま で に 要 し た 時 間 を 1 秒 単

位 で 測 定 し た 。 時 間 を 要 す る ほ ど 対 応 す る 注 意 機 能 が 低 下 し て

い る と さ れ る 。  

② 認 知 機 能 （ M i n i - M e n t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n : M M S E）  

M M S E は 面 接 形 式 で 行 う ス ク リ ー ニ ン グ で あ り 、 1 1 項 目 の 質 問

（ 日 時 の 見 当 識 、 場 所 の 見 当 識 、 即 時 記 憶 、 計 算 、 遅 延 再 生 、

物 品 呼 称 、 復 唱 、 口 頭 指 示 理 解 、 書 字 指 示 理 解 、 自 発 書 字 、 図

形 模 写 ） か ら 構 成 さ れ た 3 0 点 満 点 で あ る 。（ F o l s t e i n  M F，

1 9 7 5： 杉 下 ， 2 0 1 0）。 軽 度 認 知 機 能 障 害 の c u t  o f f 値 は 2 3 点 以

下 と さ れ る 。  

③ う つ （ 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト う つ に 関 す る 5 項 目 ）  

 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の う つ に 関 す る 設 問 を 用 い た 。 5 つ の 設 問

の う ち 該 当 数 を 点 数 化 し た 。 0～ 5 点 で 評 価 し 、 点 数 が 高 い ほ ど

う つ 傾 向 を 示 す 。  

④ S O C（ S O C 1 3 項 目 5 件 法 版 ）  

戸 ヶ 里 ら （ 戸 ヶ 里 ， 2 0 0 5） に よ っ て 開 発 さ れ た 日 本 語 版 S O C

ス ケ ー ル （ 1 3 項 目 5 件 法 版 ） を 実 施 し た 。 1 3 項 目 5 件 法 版 で は

構 成 感 覚 で あ る 把 握 可 能 感 に 関 す る 5 項 目 、 処 理 可 能 感 に 関 す

る 4 項 目 、 有 意 味 感 に 関 す る 4 項 目 を 下 位 尺 度 と し て い る 。 1 3

～ 6 5 点 で 評 価 さ れ 、 得 点 が 高 い ほ ど ス ト レ ス 対 処 能 力 が 高 い こ

と を 示 す 。  

⑤ 老 研 式 活 動 能 力 指 標  

古 谷 野 ら （ 古 谷 野 ， 1 9 8 7） が 開 発 し た 老 研 式 活 動 能 力 指 標 を

実 施 し た 。 こ の 尺 度 は 、 手 段 的 日 常 生 活 動 作 能 力 、 知 的 能 動
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性 、 社 会 的 役 割 の 下 位 項 目 に 分 け ら れ 、 1 3 の 設 問 か ら な る 。 回

答 方 法 は 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の 2 件 法 で あ り 、 0～ 1 3 点 満

点 で 評 価 す る 。 点 数 が 高 い ほ ど 生 活 機 能 が 高 い こ と を 示 す 。 手

段 的 日 常 生 活 動 作 は 5 つ 、 知 的 能 動 性 は 4 つ 、 社 会 的 役 割 は 4

つ の 設 問 か ら な る 。  

⑥ 主 観 的 健 康 感  

 「 普 段 自 分 で 健 康 だ と 思 い ま す か 。」 の 設 問 に 対 し て 、「 と て

も 健 康 」、「 ま あ ま あ 健 康 」「 あ ま り 健 康 で は な い 」「 健 康 で は な

い 」 の 4 件 法 で 評 価 し た 。  

⑦ 趣 味 ・ 生 き が い  

 趣 味 と 生 き が い の 有 無 に つ い て 、「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 の

２ 件 法 で 評 価 し た 。  

 

４ −５ ． 統 計 学 的 解 析  

 教 室 開 始 時 に お け る 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 特 性 に つ い て

は 、 対 応 の な い T 検 定 ま た は χ ²検 定 に て 比 較 し た 。 ま た 、 教 室

開 始 時 に お け る 介 入 群 と 対 照 群 の 比 較 に は 、 対 応 の な い T 検 定

ま た は χ ²検 定 を 用 い た 。 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 教 室 前 後 の 身

体 的 評 価 お よ び 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 の 比 較 に は 、 対 応 の あ る T

検 定 ま た は M c n e m a r 検 定 を 用 い た 。 教 室 前 後 の 各 測 定 項 目 の 変

化 に つ い て 、 群 間 の 介 入 効 果 の 差 を 検 討 す る た め に 、 二 要 因 分

散 分 析 に よ り 交 互 作 用 の 有 意 性 を 検 討 し た 。 解 析 に は I B M  S P S S  

S t a t i s t i c s 2 2 を 使 用 し 、 有 意 水 準 は 5 %と し た 。  
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４ −６ ． 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は 筑 波 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 （ 承 認 番 号 ： 体 2 7 - 5 7 号 ）

お よ び 茨 城 県 立 医 療 大 学 研 究 倫 理 委 員 会 （ 承 認 番 号 ： 7 3 2） の 承

認 を 得 て 実 施 し た 。 す べ て の 被 験 者 に は 予 め 本 研 究 の 目 的 と 内

容 を 説 明 し 、 同 意 を 得 た 後 に 計 測 を 行 っ た 。  

 

４ -７ ． 結 果  

１ ） 教 室 開 始 時 に お け る 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 特 性 （ 表 ４ −１

～ ４ —３ ）  

 最 終 的 な 解 析 者 は 5 9 名 、 介 入 群 3 0 名 (平 均 年 齢 76. 3±5. 0 歳 、

男 性 2 名 、 女 性 2 8 名 )、 対 照 群 2 9 名 (平 均 年 齢 74 . 1±5. 6 歳 、 男

性 8 名 、 女 性 2 1 名 )で あ っ た 。 両 群 間 の 性 別 に 有 意 差 が み ら れ

た 。 そ の ほ か 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 該 当 者 数 、 閉 じ こ も り 状

態 、 家 族 構 成 、 居 住 環 境 に は 有 意 差 を 認 め な か っ た 。 両 群 と も

に 閉 じ こ も り 予 備 群 に 該 当 す る 割 合 が 約 ７ 割 を 占 め て い た 。 教

室 開 始 時 に お け る 身 体 的 評 価 お よ び 心 理 ・ 社 会 的 評 価 に つ い て

は い ず れ も 有 意 差 を 認 め な か っ た 。  

 

２ ） 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 身 体 的 評 価 の 変 化 （ 表 ４ −４ ）  

 介 入 群 は 教 室 開 始 前 に 比 べ T U G 時 間 の 有 意 な 短 縮 （ p＜

0 . 0 1）、 5 m 歩 行 （ 通 常 ） 時 間 の 有 意 な 短 縮 （ p＜ 0 . 0 1）、 座 位 行 動

時 間 の 有 意 な 短 縮 （ p＜ 0 . 0 1）、 歩 数 の 有 意 な 増 大 （ p＜ 0 . 0 5） が

認 め ら れ た 。 対 照 群 は 教 室 開 始 前 に 比 べ 5 回 立 ち 座 り 時 間 の 有

意 な 短 縮 （ p＜ 0 . 0 1）、 T U G 時 間 の 有 意 な 短 縮 （ p＜ 0 . 0 5）、 5 m 歩

行 （ 通 常 ） 時 間 の 有 意 な 短 縮 （ p＜ 0 . 0 1）、 5 m 歩 行 （ 最 大 ） 時 間
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の 有 意 な 短 縮 （ p＜ 0 . 0 5） が 認 め ら れ た 。 な お 、 二 要 因 分 散 分 析

の 結 果 、 座 位 行 動 （ F＝ 1 1 . 6， p＜ 0 . 0 5）、 歩 数 （ F＝ 4 . 7， p＜

0 . 0 5） に 交 互 作 用 の 有 意 性 が 認 め ら れ た 。  

 

３ ） 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 の 変 化 （ 表

４ −５ ， ４ −６ ）  

介 入 群 は 教 室 開 始 前 に 比 べ T M T - B 時 間 の 有 意 な 短 縮 （ p＜

0 . 0 1）、 S O C の 有 意 な 向 上 （ p＜ 0 . 0 1）、 把 握 可 能 感 の 有 意 な 向 上

（ p＜ 0 . 0 5）、 老 研 式 活 動 能 力 指 標 の 有 意 な 向 上 （ p＜ 0 . 0 1）、 社

会 的 役 割 の 有 意 な 向 上 （ p＜ 0 . 0 5） が 認 め ら れ た 。 ま た 、 外 出 頻

度 が 改 善 し た 者 が 有 意 に 増 加 し た （ p＜ 0 . 0 1）。 対 照 群 は 教 室 開

始 前 に 比 べ 、 い ず れ の 項 目 も 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。

な お 、 二 要 因 分 散 分 析 の 結 果 、 M M S E（ F＝ 4 . 6， p＜ 0 . 0 5）、 S O C

（ F = 9 . 2， p＜ 0 . 0 1）、 把 握 可 能 感 （ F＝ 4 . 2， p＜ 0 . 0 5）、 有 意 味 感

（ F＝ 6 . 1 p＜ 0 . 0 5）、 老 研 式 活 動 能 力 指 標 （ F＝ 1 3 . 1， p＜ 0 . 0 1）、

社 会 的 役 割 （ F = 8 . 1， p＜ 0 . 0 1） に 交 互 作 用 の 有 意 性 が 認 め ら れ

た 。 ま た 、 両 群 の 変 化 量 を 比 較 し た 結 果 、 介 入 群 は 対 照 群 よ り

も 有 意 に 外 出 頻 度 が 向 上 し た 者 の 割 合 が 大 き か っ た 。  

 

４ -８ ． 考 察  

本 研 究 で は 、 介 護 予 防 教 室 に 参 加 さ れ た 地 域 高 齢 者 に 対 し て

従 来 の プ ロ グ ラ ム に 加 え 、 外 出 に 対 す る 問 題 意 識 を 高 め 、 日 々

の 外 出 状 況 を 振 り 返 り 、 支 援 者 と の 対 話 を 含 め た プ ロ グ ラ ム を

実 施 し 、 閉 じ こ も り 予 防 と し て 外 出 頻 度 の 増 大 を 目 的 と し た 介

入 の 効 果 を 検 討 し た 。  
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 茨 城 県 内 の 2 地 域 で 開 催 さ れ た 介 護 予 防 教 室 の 参 加 者 を 対 象

と し た 。 教 室 ご と に 介 入 群 と 対 照 群 を 振 り 分 け た が 、 そ の 特 性

に 大 き な 違 い は み ら れ な か っ た 。 現 在 の 介 護 保 険 制 度 （ 第 ６ 介

護 保 険 事 業 ） は 、 平 成 3 0 年 度 の 第 7 期 計 画 に 向 け て 総 合 事 業 へ

の 移 行 期 と も い え る 。 こ れ ま で の 一 次 予 防 事 業 や 二 次 予 防 事

業 、 あ る い は 要 支 援 認 定 者 が 対 象 で あ っ た 予 防 給 付 は 、 総 合 事

業 へ 移 行 し 一 般 介 護 予 防 事 業 や 生 活 支 援 サ ー ビ ス 事 業 と な る 。

そ の た め 介 護 予 防 教 室 の 利 用 者 は 一 般 の 高 齢 者 か ら 要 支 援 認 定

者 を 含 ん だ 幅 広 い 対 象 と な る 場 合 が あ る 。 本 研 究 対 象 は 、 要 支

援 認 定 者 は 含 ま れ て い な い が 、 一 次 予 防 事 業 対 象 者 お よ び 二 次

予 防 事 業 対 象 者 か ら な り 、 今 後 の 介 護 予 防 教 室 の サ ー ビ ス 内 容

を 検 討 す る 上 で 、 参 考 に で き る モ デ ル と 考 え る 。  

 本 研 究 の 特 徴 は 、 従 来 の 介 護 予 防 プ ロ グ ラ ム に 加 え て 、 閉 じ

こ も り の 概 要 や リ ス ク の 教 授 、 外 出 の 重 要 性 に つ い て の 講 話 と

外 出 記 録 表 を 用 い た セ ル フ モ ニ タ リ ン グ お よ び 支 援 者 と の 対 話

を 含 め た 点 で あ る 。 結 果 的 に 、 介 入 群 は 対 照 群 に 比 べ 外 出 頻 度

が 増 加 し た 者 の 割 合 が 有 意 に 増 加 し 、 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ

ム と し て 有 用 性 が 示 さ れ た 。  

 

１ ） 教 室 前 後 の 介 入 群 と 対 照 群 の 身 体 的 評 価 の 変 化 に つ い て  

介 入 群 と 対 照 群 と も に 教 室 開 始 前 に 比 べ T U G 時 間 の 有 意 な 短

縮 、 5 m 歩 行 （ 通 常 ） 時 間 の 有 意 な 短 縮 が 認 め ら れ た 。 ま た 、 介

入 群 に は 認 め ら れ な か っ た が 、 対 照 群 で は 5 回 立 す わ り 時 間 の

有 意 な 短 縮 、 5 m 歩 行 （ 最 大 ） 時 間 の 有 意 な 短 縮 が 認 め ら れ た 。

厚 生 労 働 省 が 作 成 し た 介 護 予 防 マ ニ ュ ア ル に 応 じ た 介 入 は 、 概
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ね 機 能 レ ベ ル が 改 善 す る こ と が 示 さ れ て い る （ 由 利 ， 2 0 1 3）。 身

体 活 動 度 に つ い て 、 介 入 群 で は 、 教 室 前 後 に 座 位 行 動 時 間 の 有

意 な 短 縮 、 歩 数 の 増 大 が 認 め ら れ た 。 な お 、 こ れ ら に お い て は

交 互 作 用 の 有 意 性 も 認 め ら れ た 。 座 位 行 動 は 、「 座 位 お よ び 臥 位

に お け る エ ネ ル ギ ー 消 費 量 が 1 . 5 M E T s 以 下 の す べ て の 覚 醒 行

動 」 と 定 義 さ れ て い る （ S e d e n t a r y  B e h a v i o u r  R e s e a r c h  

N e t w o r k， 2 0 1 2）。 英 国 に お け る 身 体 活 動 指 針 で あ る 「 S t a r t  

A c t i v e， S t a y  A c t i v e」（ D e v i e s， 2 0 1 1） で は 、 座 位 行 動 時 間 を

減 ら す こ と が 推 奨 さ れ て お り 、 近 年 わ が 国 で も 注 目 さ れ て き て

い る 。 本 研 究 で は 、 外 出 頻 度 の 増 加 に 伴 い 、 座 位 行 動 時 間 が 減

少 し た こ と が 考 え ら れ る 。  

 

２ ） 教 室 前 後 の 介 入 群 と 対 照 群 の 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 の 変 化

に つ い て  

 介 入 群 は 、 教 室 開 始 時 に 比 べ 教 室 終 了 時 の T M T - B 時 間 の 有 意

な 短 縮 、 S O C 得 点 お よ び 把 握 可 能 感 の 有 意 な 増 加 、 老 研 式 活 動 能

力 指 標 お よ び 社 会 的 役 割 の 有 意 な 増 加 が 認 め ら れ た 。 対 照 群 で

は 、 す べ て の 項 目 で 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 ま た 、 M M S E、

S O C、 把 握 可 能 感 、 有 意 味 感 、 老 研 式 活 動 能 力 指 標 、 社 会 的 役 割

に つ い て は 交 互 作 用 の 有 意 性 が 認 め ら れ た 。  

 本 研 究 で 注 目 し た S O C に つ い て は 、 介 入 群 で 有 意 な 改 善 を 示

し た 。 こ れ ま で に 介 入 に よ り S O C が 改 善 し た 報 告 は わ ず か に 限

ら れ る 。 本 研 究 は 、 L a n g e l a n d ら （ L a n g e l a n d， 2 0 0 6） が 行 っ た

介 入 方 法 を 参 考 に し た プ ロ グ ラ ム を 実 施 し た 。 L a n g e l a n d ら は 、

精 神 障 害 者 に 対 し 、 日 々 の 生 活 で 重 要 と 思 わ れ る 状 況 や 経 験 に
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つ い て 議 論 す る 機 会 を 提 供 す る こ と や 宿 題 と し て 行 っ て き た 内

省 ノ ー ト に 基 づ く 話 題 に つ い て 対 話 を 行 う な ど の 介 入 を 用 い た

が 、 本 研 究 で は 、 講 話 に よ り 外 出 の 重 要 性 を 説 明 し 、 日 々 の 外

出 記 録 表 へ の 記 入 お よ び 週 に 1 回 外 出 状 況 を 振 り 返 り 、 そ れ に

関 す る 支 援 者 と の 対 話 を 行 っ た 。 O d a j i m a ら （ O d a j i m a， 2 0 1 7）

は 、 2 0 歳 以 上 の Ⅱ 型 糖 尿 病 患 者 に 対 し て 、 S O C を 高 め る 教 育 プ

ロ グ ラ ム を 実 施 し 、 介 入 の 効 果 を 報 告 し て い る 。 介 入 の 内 容

は 、 い く つ か の セ ッ シ ョ ン を 設 定 し て い る が 、 S O C に つ い て 理 解

す る 、 こ れ ま で の 生 活 に つ い て の 振 り 返 り 、 疾 病 に 対 す る 管 理

方 法 、 問 題 に 対 す る 解 決 策 の 発 見 な ど を 自 身 の 言 葉 で 発 言 す る

こ と 、 他 者 の 意 見 を 聞 き 入 れ る と い う 内 容 で あ っ た 。 こ れ ら の

報 告 の う ち 、 本 研 究 と 重 な る 点 は 、 問 題 意 識 を 持 つ こ と 、 過 去

の 生 活 を 振 り 返 る こ と 、 問 題 解 決 に 向 け て 話 し 合 う 機 会 を 設 け

て い る こ と で あ る 。  

 A n t o n o v i s k y は 、 ス ト レ ッ サ ー や 脅 威 に 対 す る 対 処 資 源 を 汎 抵

抗 資 源 と い う 語 を 用 い て い る 。 汎 抵 抗 資 源 と は 、 身 体 的 、 生 化

学 的 、 物 質 的 、 認 知 ・ 感 情 的 、 評 価 ・ 態 度 的 、 関 係 的 、 社 会 文

化 的 な 個 人 や 集 団 に お け る 特 徴 の こ と で 、 ス ト レ ッ サ ー の 回

避 、 あ る い は 処 理 に お い て 役 立 つ も の と 定 義 さ れ て い る

（ A n t o n o v i s k y， 1 9 7 9）。 具 体 的 に は 、 モ ノ 、 カ ネ 、 知 識 ・ 知

力 ・ 自 我 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ・ 社 会 的 支 援 ・ 社 会 的 紐 帯 ・ 社 会 と

の 関 係 、 遺 伝 的 体 質 や 気 質 な ど が 挙 げ ら れ て い る 。 健 康 生 成 論

で は 、 ス ト レ ッ サ ー に 遭 遇 し た 際 に 、 S O C は 汎 抵 抗 資 源 を 動 員

し 、 こ の 状 況 を 脱 し 、 乗 り 越 え る こ と で 健 康 に つ な が る と 提 示

さ れ お り 、 A n t o n o v i s k y は 、 緊 張 状 態 の 成 功 的 な 対 処 が S O C を 強
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化 さ せ る と 述 べ て い る 。 本 研 究 と S O C の 改 善 を 認 め た 先 行 研 究

で 共 通 し た 点 は 、 汎 抵 抗 資 源 の 知 識 や 知 力 、 行 動 計 画 、 社 会 的

支 援 に 関 与 し た と 考 え る 。 こ れ ら の 資 源 を 活 用 し た こ と が 、 外

出 頻 度 を 増 加 さ せ 、 S O C の 強 化 に 繋 が っ た と 考 え る 。 ま た 、 本 研

究 の 対 象 者 は 、 自 ら 、 あ る い は 家 族 ら の 呼 び か け に よ り 、 要 介

護 状 態 を 予 防 す る 目 的 で 教 室 に 参 加 さ れ た 方 で あ る 。 そ の た め

要 介 護 状 態 の 1 要 因 で あ る 閉 じ こ も り （ 外 出 頻 度 の 低 下 ） を 生

活 上 の 問 題 と し て 関 心 を も ち や す か っ た こ と が 考 え ら れ る 。 こ

の よ う な こ と か ら 本 研 究 対 象 者 は 、 外 出 頻 度 や S O C が 改 善 し や

す い 状 況 に あ っ た と 考 え る 。  

 本 研 究 で は 、 心 理 ・ 社 会 環 境 的 評 価 と し て S O C だ け で は く 、

う つ の 評 価 を 実 施 し た 。 第 ３ 章 で も 述 べ た よ う に 、 S O C と う つ と

の 関 連 に つ い て は 、 以 前 よ り 関 連 性 が 高 い （ St r ü m p f e r s , 1 9 9 8：

E r i k s o n , 2 0 0 5） こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 し か し 本 研 究 で は 、 介

入 の 効 果 と し て S O C の 改 善 が 示 さ れ た が 、 う つ に つ い て は 変 化

が み ら れ な か っ た 。 閉 じ こ も り 予 防 の 介 入 で は 、 抑 う つ よ り も

S O C に 着 目 し た 方 が 効 果 を 示 す 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

本 研 究 で は 、 介 入 に よ り S O C が 改 善 し た こ と を 報 告 し た が 、

下 位 尺 度 の 処 理 可 能 感 に 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。 処 理

可 能 感 は 、 人 に 降 り 注 ぐ 刺 激 に 見 合 う 十 分 な 資 源 を 自 分 が 自 由

に 使 え る と 感 じ て い る 程 度 と さ れ て い る （ 大 渕 ， 2 0 1 7）。 本 研 究

対 象 者 の 教 室 参 加 ま で の 経 緯 を 考 え る と 、 対 象 者 は 自 身 や 他 者

の 力 を 十 分 に 活 か し き れ な い 状 態 と は 考 え に く い 。 ま た 、 本 研

究 対 象 者 の 半 数 以 上 が 、 外 出 頻 度 が 週 に 4〜 5 回 以 上 で あ り 、 歩

数 の 平 均 が 1 万 歩 を 超 え て い る こ と か ら 運 動 習 慣 の 保 た れ て い
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る 集 団 で あ っ た こ と が 推 測 さ れ る 。 第 3 章 で は 、 閉 じ こ も り 予

防 に は 処 理 可 能 感 を 維 持 す る 必 要 性 が あ る こ と を 考 察 し た が 、

処 理 可 能 感 は 外 出 頻 度 の 減 少 に よ っ て 低 下 す る 可 能 性 も 考 え ら

れ た 。  

 

４ -９ ． 小 括  

本 研 究 は 、 介 護 予 防 教 室 に 参 加 さ れ た 地 域 高 齢 者 に 対 し て 従

来 の プ ロ グ ラ ム に 加 え 、 閉 じ こ も り 予 防 と し て 外 出 頻 度 の 増 大

を 目 的 と し た 介 入 の 効 果 を 検 討 し た 。 介 入 群 は 対 照 群 に 比 べ 外

出 頻 度 が 増 加 し た 割 合 が 有 意 に 増 大 し た 。 身 体 的 評 価 に お い て

も 介 入 群 は 、 対 照 群 よ り 有 意 に 座 位 行 動 時 間 が 減 少 し 、 歩 数 の

増 大 を 認 め た 。 こ の こ と か ら 、 本 研 究 の 介 入 プ ロ グ ラ ム の 提 供

は 、 地 域 高 齢 者 の 閉 じ こ も り 予 防 効 果 の 可 能 性 を 示 唆 し た 。 ま

た 、 本 研 究 で は 、 介 入 に よ り S O C の 改 善 が 認 め ら た 。 こ れ ま で

に 高 齢 者 の S O C が 改 善 し た 報 告 は 限 ら れ 、 本 研 究 は S O C を 高 め

る 介 入 手 段 の 一 助 と な る こ と 考 え る 。 し か し 、 本 研 究 対 象 者 の

多 く は 外 出 頻 度 が 保 た れ て い る 者 で あ っ た こ と か ら 閉 じ こ も り

の リ ス ク は 低 い 集 団 で あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。 今 後 は よ り 閉

じ こ も り リ ス ク の 高 い 閉 じ こ も り 予 備 群 に 対 す る 介 入 の 効 果 を

検 討 し た い 。 ま た 、 本 研 究 は 、 県 内 ２ 地 域 で 開 催 さ れ た 介 護 予

防 教 室 に 参 加 し た 高 齢 者 で あ り 、 一 般 化 す る こ と は 難 し い 。 今

後 は 対 象 地 域 を 拡 大 し 、 ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 等 に よ る 検 討 が 必

要 と 考 え る 。  
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第 ５ 章  総 括  
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第 １ 節  総 合 的 考 察  

 本 研 究 は 、 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に し た 閉 じ こ も り に 関 連 す

る 要 因 の 検 討 と 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ ム に よ る 介 入 研 究 の も

と 、 以 下 の 点 を 明 ら か に し た 。  

 

１ ） 地 域 在 住 の 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 を 対 象 に 、 閉 じ こ も り 要 因 に

関 す る 調 査 を 行 っ た 結 果 、 閉 じ こ も り 群 と 閉 じ こ も り 予 備 群 の

割 合 を 合 わ せ る と 、 お よ そ 3 割 以 上 に 対 し て 閉 じ こ も り 予 防 ・

支 援 の 必 要 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 閉 じ こ も り と 関

連 を 認 め た 因 子 は 年 齢 、 性 別 （ 男 性 ）、 運 動 機 能 、 う つ 、 S O C、

老 研 式 活 動 能 力 指 標 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 閉 じ こ も り を 予 防

す る た め に は 、 運 動 機 能 を 高 め る よ う な 介 入 に 加 え て 、 う つ や

S O C に 対 す る 心 理 ・ 社 会 環 境 的 介 入 の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

２ ） 閉 じ こ も り で は な い 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 の 1 年 間 の 閉 じ こ

も り 状 態 と S O C の 変 化 を 検 討 し た 。 1 年 間 で 閉 じ こ も り に 移 行 し

た 移 行 群 は 7 . 7 %に 及 ん だ 。 初 回 調 査 時 に 移 行 群 は 、 維 持 群 と 比

べ て 運 動 機 能 、 認 知 機 能 、 処 理 可 能 感 が 有 意 に 低 か っ た 。 さ ら

に 移 行 群 は 、 初 回 調 査 時 よ り も 1 年 後 に 処 理 可 能 感 、 う つ 、 S O C

が 低 く な っ て お り 、 維 持 群 よ り も う つ 、 処 理 可 能 感 、 S O C が 低 下

し て い た 。 こ の こ と か ら 閉 じ こ も り 予 防 に は う つ 、 S O C、 処 理 可

能 感 に 注 目 す る 必 要 性 が 考 え ら れ た 。  

 

３ ） 介 護 予 防 教 室 に 参 加 さ れ た 地 域 高 齢 者 に 対 し て 従 来 の プ ロ

グ ラ ム に 加 え 、 閉 じ こ も り 予 防 と し て 外 出 頻 度 の 増 大 を 目 的 と
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し た 介 入 の 効 果 を 検 討 し た 。 介 入 群 は 対 照 群 に 比 べ 外 出 頻 度 が

増 加 し た 割 合 が 有 意 に 増 大 し た 。 身 体 的 評 価 に お い て も 介 入 群

は 、 対 照 群 よ り 有 意 に 座 位 行 動 時 間 が 減 少 し 、 歩 数 の 増 大 を 認

め た 。 ま た 、 介 入 群 は 対 照 群 よ り も S O C の 有 意 な 改 善 が 認 め ら

れ た 。 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ ム と し て 介 入 に 用 い た 外 出 記 録

表 や 外 出 状 況 を 振 り 返 り 、 話 す 機 会 を 設 け た こ と が 影 響 し た と

考 え る 。  

 

 本 研 究 で は 、 閉 じ こ も り の 関 連 要 因 と し て S O C に 注 目 し た 。 第

2 章 で は 、 6 5 歳 以 上 の 地 域 在 住 高 齢 者 、 第 ３ 章 で は 、 地 域 在 住

の 閉 じ こ も り で は な い 虚 弱 高 齢 者 を 対 象 と し た 。 い ず れ も S O C

と の 関 連 が 認 め ら れ た 。 第 3 章 で は 閉 じ こ も り と S O C の 下 位 尺

度 で あ る 処 理 可 能 感 に 関 連 が 認 め ら れ た 。 こ の よ う な こ と か

ら 、 第 4 章 で は 地 域 在 住 高 齢 者 の 閉 じ こ も り 予 防 を 目 的 に 、 地

域 の 介 護 予 防 教 室 に 参 加 し た 高 齢 者 を 対 象 に 活 動 性 の 向 上 と S O C

へ の 働 き か け を 含 め た 介 入 を 実 施 し た 。 閉 じ こ も り 予 備 群 を 含

ん だ 集 団 に 対 し て 外 出 頻 度 が 改 善 し た 者 の 割 合 が 増 加 し 、 S O C の

改 善 に 繋 が っ た 。 し か し 、 第 3 章 で は 注 目 し た 処 理 可 能 感 に つ

い て は 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 、 処 理 可

能 感 は 、 外 出 の 減 少 に よ っ て 低 下 す る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ

た 。 さ ら に 第 ４ 章 の 研 究 対 象 者 は 、 外 出 頻 度 が 高 い 者 の 割 合 が

多 く 、 歩 数 の 平 均 値 は い ず れ も １ 万 歩 を 超 え て お り 活 動 的 な 高

齢 者 で あ っ た こ と が 考 え ら れ 、 第 ３ 章 の 対 象 者 の 特 性 と 異 な る

こ と が 考 え ら れ る 。  

 し か し な が ら 、 こ れ ま で に 閉 じ こ も り 予 防 に 効 果 を 示 し た 研 究
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は 限 ら れ 、 本 研 究 の 結 果 は 、 今 後 の 閉 じ こ も り 予 防 プ ロ グ ラ ム

の 確 立 の 一 助 と な る と 考 え る 。 特 に 第 ４ 章 で は 、 介 入 に よ り S O C

の 効 果 が 認 め ら れ た が 、 S O C と の 関 連 が 強 い と 報 告 さ れ て い る

「 う つ 」 に つ い て は 変 化 が み ら れ な か っ た 。 こ れ は 、 今 回 の 介

入 が S O C の 概 念 で あ る サ リ ュ タ リ ー フ ァ ク タ ー を 促 進 し た と 考

え る 。 健 康 生 成 論 で は 、 健 康 は い か に し て 回 復 さ れ 保 持 さ れ 増

進 す る の か と い う 観 点 か ら 、 そ の た め の 因 子 と し て 健 康 要 因

（ サ リ ュ タ リ ー フ ァ ク タ ー ） と い う 用 語 を 用 い て い る （ 山 崎 ，

2 0 0 8）。 S O C は 防 衛 能 力 ・ 受 容 能 力 系 の 「 健 康 へ の 力 」 を 代 表 す

る も の で あ り 、 ス ト レ ス 対 処 能 力 を 最 も 包 括 的 に 表 現 す る 概 念

で あ る と 考 え ら れ て い る 。 こ の よ う な こ と か ら S O C は 健 康 破 綻

の リ ス ク フ ァ ク タ ー の 一 要 因 で あ る 「 う つ 」 と は 同 等 に 扱 う こ

と が 困 難 で あ る と も 考 え ら れ る 。 第 4 章 の 対 象 者 は 、 比 較 的 に

活 動 的 な 高 齢 者 で あ る こ と を 上 述 し た が 、 今 回 の 介 入 に よ り 外

出 頻 度 が 高 ま り 、 よ り 健 康 を 促 進 さ せ た こ と が 考 え ら れ る 。  

 地 域 在 住 高 齢 者 の 閉 じ こ も り を 予 防 す る た め に は 、 従 来 の 運

動 機 能 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム の み で は な く 、 外 出 に 対 す る 問 題

意 識 を 高 め 、 日 々 の 外 出 状 況 を 振 り 返 り 、 支 援 者 と の 対 話 の 提

供 が 必 要 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 こ れ は 、 外 出 頻 度 の 増 大 の み

な ら ず S O C を 改 善 さ せ る こ と に 寄 与 し た と 考 え る 。  

 

第 ２ 節  本 研 究 の 限 界  

 本 研 究 は 、 閉 じ こ も り と 心 理 ・ 社 会 環 境 的 要 因 の 一 つ と 予 測

し た S O C と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。 本 研 究 で は 、 横 断 研 究 と

縦 断 研 究 に よ っ て そ の 関 連 は 明 ら か に す る こ と が で き た が 、 閉
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じ こ も り と S O C の 因 果 関 係 に つ い て は 十 分 に 検 討 で き て い な

い 。 第 ３ 章 で 実 施 し た 閉 じ こ も り の 発 生 と S O C を 含 め た 関 連 要

因 の 検 討 は 、 縦 断 的 な 調 査 で あ る 。 し か し 、 追 跡 で き た 者 が 少

な っ た こ と 、 追 跡 し た 期 間 が 1 年 間 で あ り 、 閉 じ こ も り 状 態 の

変 化 を 検 討 す る に は 短 期 間 で あ っ た と 考 え る 。 第 ４ 章 で は 、 市

町 村 の 介 護 予 防 教 室 に 参 加 さ れ た 高 齢 者 を 対 象 に 閉 じ こ も り 予

防 プ ロ グ ラ ム の 介 入 効 果 を 検 討 し た 。 茨 城 県 内 の 特 性 が 同 様 の

２ 地 域 で 実 施 し た 結 果 で あ り 、 現 時 点 で は 一 般 化 す る こ と は 難

し い 。 ま た 、 対 照 群 を 設 け た 介 入 研 究 で は あ る が 、 教 室 ご と に

割 付 け を 行 っ た た め 、 ラ ン ダ ム に 割 付 け た 検 討 で は な い 。  

 

第 ３ 節  今 後 の 課 題  

 高 齢 者 の 閉 じ こ も り 予 防 は 、 介 護 予 防 に お い て 重 要 な 課 題 の

一 つ で あ る 。 本 研 究 で 注 目 し た S O C は 、 閉 じ こ も り の 関 連 要 因

で あ る こ と は 示 さ れ た が 、 両 者 の 因 果 関 係 に つ い て は 明 ら か に

は で き て い な い 。  

介 護 予 防 教 室 参 加 者 の 閉 じ こ も り 予 防 と し て は プ ロ グ ラ ム の

効 果 を 示 す こ と が で き た が 、 教 室 終 了 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ は 実

施 で き て い な い 。 習 慣 的 に 外 出 を 継 続 で き る か に つ い て は さ ら

な る 検 討 が 必 要 と 考 え る 。 今 後 は さ ら に 対 象 地 域 を 拡 大 し 、 縦

断 的 な 検 討 が 必 要 と 考 え る 。  
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（ 7）： 4 7 1 - 4 8 2， 2 0 0 4  

2 9 )  伊 藤 常 久 ， 志 賀 博 ， 植 木 章 三 ， 島 貫 秀 樹 ， 本 田 春 彦 ， 河 西

敏 幸 ， 高 戸 次 朗 ， 坂 本 譲 ， 後 藤 あ や ， 安 村 誠 司 ： 高 齢 者 ボ

ラ ン テ ィ ア を 活 用 し た 地 域 介 入 研 究 に お け る 転 倒 ・ 閉 じ こ

も り 予 防 の 効 果 .  福 島 医 学 雑 誌  5 8 ( 4 )： 2 5 7 - 2 6 6， 2 0 0 8  

3 0 )  加 藤 智 香 子 ， 藤 田 玲 美 ， 猪 田 邦 雄 ： 二 次 予 防 事 業 対 象 者 に

対 す る 運 動 器 機 能 向 上 プ ロ グ ラ ム の 参 加 者 特 性 と 介 入 効 果

の 検 証 ． 日 本 老 年 医 学 会 雑 誌  5 0 ( 6 )： 8 0 4 - 8 1 1， 2 0 1 3  

3 1 )  鹿 島 晴 雄 ， 半 田 貴 士 ， 加 藤 元 一 郎 ， 本 田 哲 三 ， 佐 久 間 啓 ，

村 松 太 郎 ， 吉 野 相 英 ， 斎 藤 寿 昭 ， 大 江 康 雄 ： 注 意 と 前 頭 葉

損 傷 .  神 経 研 究 の 進 歩  3 0 ( 5 ) :  8 4 7 - 8 5 8， 1 9 8 6  

3 2 )  K a t s u m a t a  Y， A r a i  A， T a m a s h i r o  H： C o n t r i b u t i o n  o f  

f a l l i n g  a n d  b e i n g  h o m e - b o u n d  s t a t u s  t o  s u b s e q u e n t  

f u n c t i o n a l  c h a n g e  a m o n g  t h e  J a p a n e s e  e l d e r l y  l i v i n g  

i n  a  c o m m u n i t y． A r c h  G e r o n t o l  G e r i a t r  4 5， 9 - 1 8， 2 0 0 6  

3 3） 川 崎 涼 子 ， 森 下 路 子 ， 中 尾 理 恵 子 ， 射 場 久 子 ： 地 域 在 住 高

齢 者 の 日 常 生 活 行 動 と 介 護 保 険 サ ー ビ ス 利 用 状 況 ． 保 健 学

研 2 0 ( 1 ) : 4 9 - 5 7， 2 0 0 7   

3 4 )  小 林 直 紀 ， 鈴 木 瞬 ， 道 喜 将 太 郎 ， 平 井 康 仁 ， 金 子 秀 敏 ， 関

昭 宏 ， 大 井 雄 一 ， 羽 岡 健 史 ， 梅 田 忠 敬 ， 宇 佐 見 和 哉 ， 友 常
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祐 介 ， 吉 野 聡 ， 笹 原 信 一 朗 ， 松 崎 一 葉 ： 成 人 期 に お け る S O C

変 化 の 可 能 性 に 関 す る 研 究 ～ 8 年 間 の 縦 断 調 査 よ り ～ ． 体

力 ・ 栄 養 ・ 免 疫 学 雑 誌  2 1 ( 3 )： 3 2 1  - 3 2 2， 2 0 1 1  

3 5 )  北 村 眞 弓 ： 地 域 住 民 の S O C（ S e n s e  o f  c o h e r e n c e） に 影 響 す

る 要 因 の 検 討 -地 域 活 動 に 関 わ っ て い る 6 0 歳 代 7 0 歳 代 の ラ

イ フ ス タ イ ル と の 関 連 か ら -． 日 本 看 護 医 療 学 会 雑 誌  1 2

（ 2）： 2 6 - 3 4， 2 0 1 0  

3 6 )  K o n o  A，  K a n a g a w a  K： C h a r a c t e r i s t i c s  o f  h o u s e b o u n d  

e l d e r l y  b y  m o b i l i t y  l e v e l  i n  j a p a n． N u r s i n g  a n d  

H e a l t h  S c i e n c e s  3（ 3）： 1 0 5 - 1 1 1， 2 0 0 1  

3 7 )  K o n t t i n e n  H， H a u k k a l a  A， U u t e l a b  A： C o m p a r i n g  s e n s e  

o f  c o h e r e n c e ,  d e p r e s s i v e  s y m p t o m s  a n d  a n x i e t y ,  a n d  

t h e i r  r e l a t i o n s h i p s  w i t h  h e a l t h  i n  a  p o p u l a t i o n - b a s e d  

s t u d y． S o c i a l  S c i e n c e  &  M e d i c i n e  6 6 ( 1 2 )： 2 4 0 1 -

2 4 1 2 , 2 0 0 8  

3 8 )  小 杉 正 太 郎 ： ス ト レ ス 測 定 法 ： 心 身 の 健 康 と 心 理 社 会 的 ス

ト レ ス ． 東 京 ， 川 島 書 店 ， 1 9 9 9  

3 9 )  厚 生 労 働 省  国 民 生 活 基 礎 調 査  世 帯 構 造 及 び 世 帯 累 計 の

状 況 （ 2 0 1 3） h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / k -

t y o s a / k - t y o s a 1 6 / d l / 1 6 . p d f  

4 0 )  厚 生 労 働 省  介 護 予 防 マ ニ ュ ア ル (改 訂 版 :平 成 2 4 年 3 月 ）

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / 2 0 0 9 / 0 5 / d l / t p 0 5 0 1 - 1 _ . p d f  （ 参 照

2 0 1 4 - 0 6 - 1 0）  

4 1 )  厚 生 労 働 省  老 健 局  1 1 .基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 考 え 方  

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o p i c s / 2 0 0 7 / 0 3 / d l / t p 0 3 1 3 - 1 a -
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1 1 . p d f（ 参 照 2 0 1 7 - 0 4 - 2 2）  

4 2 )  厚 生 労 働 省  介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 の ガ イ ド ラ

イ ン に つ い て  h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / f i l e / 0 6 -

S e i s a k u j o u h o u - 1 2 3 0 0 0 0 0 - R o u k e n k y o k u / 0 0 0 0 0 8 8 5 2 0 _ 2 . p d f

（ 参 照 2 0 1 7 - 0 4 - 2 2）  

4 3 )  厚 生 労 働 省 老 健 局 老 人 保 健 課 ： 平 成 2 4 年 度  介 護 予 防 事 業

及 び 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 （ 地 域 支 援 事 業 ） の

実 施 状 況 に 関 す る 調 査 結 果 （ 概 要 ）

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / s e i s a k u n i t s u i t e / b u n y a / h u k u s h i _ k

a i g o _ k o u r e i s h a / y o b o u / t y o u s a / d i / h 2 4 _ 0 1 . p d f（ 参 照 2 0 1 4 -

0 9 - 2 0）  

4 4） 厚 生 労 働 省 ，「 ひ き こ も り の 評 価 ・ 支 援 に 関 す る ガ イ ド ラ イ

ン ： P 6 . w w w . m h l w . g o . j p / f i l e / 0 6 - S e i s a k u j o u h o u -

1 2 0 0 0 0 0 0 . . . S h a k a i / 0 0 0 0 1 4 7 7 8 9 . p d f  2 0 1 0（ 参 照 2 0 1 7 - 1 1 -

1 0）  

4 5 )  L a n g e l a n d  E， R i i s e  T， H a n e s t a d  B R， N o r t v e d t  M W，

K r i s t o f f e r s e n  K， W a h l  A K： T h e  e f f e c t  o f  s a l u t o g e n i c  

t r e a t m e n t  p r i n c i p l e s  o n  c o p i n g  w i t h  m e n t a l  h e a l t h  

p r o b l e m s  A  r a n d o m i s e d  c o n t r o l l e d  t r i a l． P a t i e n t  

E d u c a t i o n  a n d  C o u n s e l i n g  6 2 ( 2 ) : 2 1 2 - 2 1 9， 2 0 0 6  

4 6 )  L i n d e a s y  J， T h o m p s o n  C． H o u s e b o u n d  e l d e r l y  p e o p l e：

D e f i n i t i o n， p r e v a l e n c e  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s．

I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  G e r i a t r i c  P s y c h i a t r y  8 ( 3 )：

2 3 1 - 2 3 7， 1 9 9 3  

4 7） L a V e i s t  T A ,  S e l l e r s  R M ,  B r o w n  K A ,  e t  a l .  E x t r e m e  
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s o c i a l  i s o l a t i o n ,  u s e  o f  c o m m u n i t y - b a s e d  s e n i o r  

s u p p o r t  s e r v i c e s ,  a n d  m o r t a l i t y  a m o n g  A f r i c a n  

A m e r i c a n  e l d e r l y  w o m e n .  A m  J  C o m m u n i t y  P s y c h o l  2 5 ( 5 ) :  

7 2 1 – 7 3 2， 1 9 9 7  

4 8） Löv h e i m  H ,  G r a n e h e i m  U ,  J o n s é n  E ,  S t r a n d b e r g  G ,  

L u n d m a n  B： C h a n g e s  i n  s e n s e  o f  c o h e r e n c e  i n  o l d  a g e  -  

a  5 - y e a r  f o l l o w - u p  o f  t h e  U m e å  8 5 +  s t u d y .   

S c a n d i n a v i a n  J o u r n a l  o f  C a r i n g  S c i e n c e s  2 7 ( 1 ) : 1 3 - 1 9 ,   

2 0 1 2  

4 9 )  松 井 美 帆 ， 大 野 安 里 沙 ： 高 齢 者 に お け る 首 尾 一 貫 感 覚

（ S e n s e  o f  c o h e r e n c e： S O C） と 自 己 効 力 感 と の 関 連 ． 厚 生

の 指 標 6 0（ 6）： 2 3 - 2 7， 2 0 1 3  

5 0 )  森 裕 子 ， 佐 藤 ゆ か り ， 齋 藤 圭 介 ， 香 川 幸 次 郎 ： 地 域 高 齢 者

に お け る 3 年 間 に わ た る 閉 じ こ も り の 変 化 と 移 動 能 力 ・ 日

常 生 活 活 動 ・ 活 動 能 力 の 推 移 に 関 す る 検 討 .厚 生 の 指 標  

5 8 ( 1 1 )： 2 1 - 2 9， 2 0 1 1  

5 1 )  本 江 朝 美 ， 山 田 牧 ， 平 吹 登 代 子 ， 熊 倉  美 穂 子 ： 我 が 国 に お

け る 6 0 歳 以 上 の 活 動 的 高 齢 者 の S e n s e  o f  C o h e r e n c e の 実

態 と 関 連 要 因 の 探 索 ． 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌  2 6 ( 1 )： 1 2 3 -

1 3 6， 2 0 0 3  

5 2 )  内 閣 府 ： 平 成 2 9 年 版  高 齢 社 会 白 書 (概 要 版 )   

h t t p : / / w w w 8 . c a o . g o . j p / k o u r e i / w h i t e p a p e r / w 2 0 1 7 / g a i y o u /

2 9 p d f _ i n d e x g . h t m l（ 参 照  2 0 1 7 - 7 - 5）  

5 3 )  中 村 恵 子 ， 山 田 紀 代 美 ： 虚 弱 高 齢 者 の 外 出 頻 度 と そ の 関 連

要 因 ． 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌  3 2 ( 5 )， 2 9 - 3 8， 2 0 0 9  
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5 4 )  中 村 裕 之 ， 相 良 多 喜 子 ， 荻 野 景 規 ， 長 瀬 博 文 ， 大 下 喜 子 ，

松 崎 一 葉 ， 友 常 祐 介 ， 吉 野 聡 ， 立 川 秀 樹 ， 烏 帽 子 田 彰 ： 高

齢 労 働 者 に お け る 精 神 的 健 康 度 の 向 上 の た め の S O C を 用 い

た 健 康 プ ロ グ ラ ム の 開 発 ． 産 業 医 学 ジ ャ ー ナ ル  2 9 ( 4 )： 9 3 -

9 8， 2 0 0 6  

5 5 )  N o u r  K， L a f o r e s t  S， G i g n a c  M， G a u v i n  L： A p p r e c i a t i n g  

t h e  p r e d i c a m e n t  o f  h o u s e b o u n d  o l d e r  a d u l t s  w i t h  

a r t h r i t i s : p o r t r a i t  o f  a  p o p u l a t i o n． C a n a d i a n  J o u r n a l  

o n  A g i n g  2 4 ( 1 )： 5 7 - 6 9， 2 0 0 5  

5 6） 大 渕 守 正 ： 高 齢 者 の 首 尾 一 貫 感 覚 （ S O C） に 関 す る 研 究 の 概

観 と 展 望 ， 東 北 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 研 究 年 報  6 5 ( 2 )：

4 3 - 5 9， 2 0 1 7  

5 7 )  奥 野 純 子 ， 徳 力 格 尓 ， 村 上 晴 香 ： 運 動 教 室 参 加 に よ る 「 閉

じ こ も り 」 改 善 効 果 ； 精 神 的 健 康 度 ・ 体 力 と の 関 連 よ り ．

厚 生 の 指 標  5 1（ 6）： 7 - 1 3， 2 0 0 4  

5 8 )  P o p p i u s  E， V i r l l u n e n  H， H a k a m a  M， T e n k a n e n  L： t h e  

s e n s e  o f  c o h e r e n c e  a n d  i n c i d e n c e  o f  c a n c e r  ₋  r o l e  o f  

f o l l o w ₋ u p  t i m e  a n d  a g e  a t  b a s e l i n e． J o u r n a l  o f  

P s y c h o s o c i a l  R e s e a r c h  6 1（ 2）： 2 0 5 - 2 1 1， 2 0 0 6  

5 9 )  P o p p i u s  E， T e n k a n e n  L， H a k a m a  M， K a l i m o  R， Pit k ä n e n  

T： T h e  s e n s e  o f  c o h e r e n c e ,  o c c u p a t i o n  a n d  a l l - c a u s e  

m o r t a l i t y  i n  t h e  H e l s i n k i  H e a r t  S t u d y． E u r o p e a n  

J o u r n a l  o f  E p i d e m i o l o g y  1 8（ 5）： 3 8 9 - 3 9 3， 2 0 0 3  

6 0） R o s e n  C ,  R o s e n  S :  E v a l u a t i n g  a n  i n t e r v e n t i o n  p r o g r a m  

f o r  t h e  e l d e r l y .  C o m m u n i t y  M e n t a l  H e a l t h  J o u r n a l  
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1 8 ( 1 ) ,  2 1 – 3 3 . 1 9 8 2  

6 1 )  S e d e n t a r y  B e h a v i o u r  R e s e a r c h  N e t w o r k .  S t a n d a r d i z e d  

u s e  o f  t h e  t e r m s  ＂ s e d e n t a r y＂ a n d＂ s e d e n t a r y  

b e h a v i o u r s＂ .  A p p l  P h y s i o l  N u t r  M e t a b  3 7 :  5 4 0 - 5 4 2，

2 0 1 2  

6 2 )  渋 井 優 ， 村 山 洋 史 ， 河 島 貴 子 ， 可 野 倫 子 ， 虎 谷 彰 子 ， 立 花

鈴 子 ， 澁 田 景 子 ， 福 田 吉 治 ， 村 嶋 幸 代 ： 都 市 部 高 齢 者 に お

け る 閉 じ こ も り 予 備 群 の 類 型 化  介 護 予 防 対 策 の 具 体 化 に

向 け て ． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌  5 8（ 1 1）： 9 3 5 - 9 4 7， 2 0 1 1  

6 3 )  新 開 省 二 ：「 閉 じ こ も り 」 ア セ ス メ ン ト 表 の 作 成 と そ の 活 用

法 ． ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト マ ニ ュ ア ル ― 生 活 習 慣 病 ・ 要 介 護

状 態 予 防 の た め に ― （ ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト 研 究 委 員 会 監

修 ）． 東 京 ， 厚 生 科 学 研 究 所 ： 1 1 3 - 1 4 1， 2 0 0 0  

6 4 )  新 開 省 二 ， 藤 田 幸 司 ， 藤 原 佳 典 ， 熊 谷 修 ， 天 野 秀 紀 ， 吉 田

裕 人 ， 竇 貴 旺 ， 渡 辺 修 一 郎 ： 地 域 高 齢 者 に お け る “ タ イ プ

別 ” 閉 じ こ も り の 出 現 頻 度 と そ の 特 徴 ． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌  

5 2（ 6）： 4 4 3 - 4 5 5， 2 0 0 5  

6 5 )  新 開 省 二 ， 藤 田 幸 司 ， 藤 原 佳 典 ， 熊 谷 修 ， 天 野 秀 紀 ， 吉 田

裕 人 ， 竇 貴 旺 ： 地 域 高 齢 者 に お け る タ イ プ 別 閉 じ こ も り の

予 後  2 年 間 の 追 跡 研 究 ． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌  5 2（ 7）： 6 2 7 -

6 3 8， 2 0 0 5  

6 6 )  S ö d e r h a m n  O ,  S ö d e r h a m n  U： S e n s e  o f  c o h e r e n c e  a n d  

h e a l t h  a m o n g  h o m e - d w e l l i n g  o l d e r  p e o p l e． B r i t i s h u  

J o u r n a l  o f  C o m m u n i t y  N u r s i n g  1 5 ( 8 )： 3 7 6 - 3 8 0， 2 0 1 0  

6 7 )  総 務 省  統 計 局 ： 高 齢 者 の 人 口  
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h t t p : / / w w w . s t a t . g o . j p / d a t a / t o p i c s / t o p i 9 7 1 . h t m（ 参 照  

2 0 1 6 - 1 2 - 2 0）  

6 8 )  杉 原 陽 子 ： 地 域 に お け る 転 倒 ・ 閉 じ こ も り の リ ス ク 要 因 と

介 入 研 究 ． 老 年 精 神 医 学 雑 誌  1 5（ 1）： 2 6 - 3 5， 2 0 0 4  

6 9 )  杉 下 守 弘 ， 逸 見  功 ： J D N I  研 究 ： M M S E - J（ 精 神 状 態  短 時 間

検 査 ― 日 本 版 ） の 妥 当 性 と 信 頼 性 に つ い て ： A  p r e l i m i n a r y  

r e p o r t． 認 知 神 経 科 学  1 2（ 3 4） :  1 8 6 - 1 9 0， 2 0 1 0   

7 0 )  S u r t e e s  P G， W a i n w r i g h t  N W  ， L u b e n  R L， W a r e h a m  N J，

B i n g h a m  S A， K h a w  K T： A d a p t a t i o n  t o  s o c i a l  a d v e r s i t y  

i s  a s s o c i a t e d  w i t h  s t r o k e  i n c i d e n c e． E v i d e n c e  f r o m  

t h e  E P I C ₋ N o r f o l k  p r o s p e c t i v e  c o h o r t  s t u d y． S t r o k e  3 8

（ 5）： 1 4 4 7 - 1 4 5 3， 2 0 0 7  

7 1 )  S u r t e e s  P G， W a i n w r i g h t  N W， L u b e n  R L， K h a w  K T， D a y  N：

S e n s e  o f  C o h e r e n c e  a n d  m o r t a l i t y  i n  m e n  a n d  w o m e n  i n  

t h e  E P I C - N o r f o l k  U n i t e d  K i n g d o m  p r o s p e c t i v e  c o h o r t  

s t u d y． A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  E p i d e m i o l o g y  1 5 8（ 1 2）：

1 2 0 2 - 1 2 0 9， 2 0 0 3  

7 2） 鈴 川 芽 久 美 ， 島 田 裕 之 ， 小 林 久 美 子 ， 鈴 木 隆 雄 ： 要 介 護 高

齢 者 に お け る 外 出 と 身 体 機 能 の 関 係 ． 理 学 療 法 科 学  

2 5 ( 1 )： 1 0 3 - 1 0 7， 2 0 1 0  

7 3 )  S e e m a n  T E ,  B r u c e  M L ,  M c A v a y  G J： S o c i a l  n e t w o r k  

c h a r a c t e r i s t i c s  a n d  o n s e t  o f  A D L  d i s a b i l i t y :  

M a c A r t h u r  s t u d i e s  o f  s u c c e s s f u l  a g i n g .  J  G e r o n t o l  B  

P s y c h o l  S c i  S o c  S c i   5 1 ( 4 ) :  1 9 1 – 2 0 0， 1 9 9 6  

7 4 )  斉 藤 雅 茂 ， 近 藤 克 則 ， 尾 島 俊 之 ， 近 藤 尚 己 ， 平 井 寛  高 齢
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者 の 生 活 に 満 足 し た 社 会 的 孤 立 と 健 康 寿 命 喪 失 と の 関 連 ：

A G E S プ ロ ジ ェ ク ト 4 年 間 コ ホ ー ト 研 究 よ り ． 老 年 社 会 科 学  

3 5 ( 3 )  3 3 1 – 3 4 1， 2 0 1 3  

7 5 )  斉 藤  雅 茂 ,  近 藤  克 則 ,  尾 島  俊 之 ,  平 井  寛 ,  J A G E S  グ ル

ー プ ： 健 康 指 標 と の 関 連 か ら み た 高 齢 者 の 社 会 的 孤 立 基 準

の 検 討  1 0 年 間 の  A G E S  コ ホ ー ト よ り  日 本 公 衆 衛 生 雑 誌   

6 2 ( 3 )  9 5 - 1 0 5， 2 0 1 5  

7 6 )  S t r ü m p f e r . D， G o u w s . J， V i v i e r s . M： A n t o n o v s k y ' s  s e n s e  

o f  c o h e r e n c e  s c a l e  r e l a t e d  t o  n e g a t i v e  a n d  p o s i t i v e  

a f f e c t i v i t y  E u r o p e a n  J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y  1 2 ( 6 ) :  

4 8 7 - 4 8 0， 1 9 9 8  

7 7 )  T a k a h a s h i  K , K a t o  A , I g a r i  T , S a s e  E , S h i b a n u m a  A , K i k u c h i  

K , N a n i s h i  K , J i m b a  M , Y a s u o k a  J： S e n s e  o f  c o h e r e n c e  a s  

a  k e y  t o  i m p r o v e  h o m e b o u n d  s t a t u s  a m o n g  o l d e r  a d u l t s  

w i t h  u r i n a r y  i n c o n t i n e n c e． G e r i a t r i c s  G e r o n t o l o g y  

I n t e r n a t i o n a l  2 6： 1 - 8， 2 0 1 4  

7 8 )  高 岡 徹 ， 尾 崎 浩 子 ： T r a i l  M a k i n g  T e s t． C L I N I C A L  

R E H A B I L I T A T I O N  1 8 ( 3 ) :  2 4 6 - 2 5 0， 2 0 0 9   

7 9 )  高 坂 悠 二 ， 戸 ヶ 里 泰 典 ， 山 崎 喜 比 古 ： 中 高 年 期 に お け る ス

ト レ ス 対 処 能 力 （ S O C） と 健 康 関 連 習 慣 の 関 連 ． 社 会 医 学 研

究  2 7 ( 2 )： 1 - 1 0， 2 0 1 0  

8 0 )  T a k e s h i  H， Y u s u k e  T， K a z u y a  U， S a t o s h i  Y， S h i n i c h i r o  

S， H i d e t o s h i  K， N a o k i  K， N a o a k i  S， A t s u s h i  T， A k i r a  

K， I c h i y o  M： C h a n g e  i n  s t r e s s - c o p i n g  a b i l i t y  o f  

e m p l o y e e s  o n  m e d i c a l  l e a v e  d u e  t o  d e p r e s s i v e  d i s o r d e r  
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d u r i n g  r e t u r n - t o - w o r k  p r o g r a m． J o u r n a l  o f  P h y s i c a l  

F i t n e s s ,  N u t r i t i o n  a n d  I m m u n o l o g y  2 1 ( 3 ) : 1 5 8 - 1 6 4 ,  2 0 1 1  

8 1 )  竹 内 孝 仁 ： 寝 た き り 老 人 の 成 因 「 閉 じ こ も り 症 候 群 」 に つ

い て 、 老 人 保 健 の 基 本 と 展 開 ． 医 学 書 院 ： 1 4 8 - 1 5 2， 1 9 8 4  

8 2 )  T a n ,  K . K . ,  C h a n ,  S . W . ,  W a n g ,  W . ,  &  V e h v i l a i n e n -

J u l k u n e n ,  K： A  s a l u t o g e n i c  p r o g r a m  t o  e n h a n c e  s e n s e  

o f  c o h e r e n c e  a n d  q u a l i t y  o f  l i f e  f o r  o l d e r  p e o p l e  i n  

t h e  c o m m u n i t y :  A  f e a s i b i l i t y  r a n d o m i z e d  c o n t r o l l e d  

t r i a l  a n d  p r o c e s s  e v a l u a t i o n .  P a t i e n t  E d u c a t i o n  a n d  

C o u n s e l i n g  9 9⑴  : 1 0 8 - 1 1 6 , 2 0 1 5  

8 3 )  T h o m p s o n  W G ,  K u h l e  C L ,  K o e p p  G A ,  M c C r a d y - S p i t z e r  S K ,  

L e v i n e  J A： " G o 4 L i f e "  e x e r c i s e  c o u n s e l i n g ,  

a c c e l e r o m e t e r  f e e d b a c k ,  a n d  a c t i v i t y  l e v e l s  i n  o l d e r  

p e o p l e． A r c h  G e r o n t o l  G e r i a t r  5 8 ( 3 ) : 3 1 4 - 3 1 9， 2 0 1 4  

8 4 )  戸 ヶ 里 泰 典 ， 山 崎 喜 比 古 ： 1 3 項 目 5 件 法 版 S e n s e  o f  

c o h e r e n c e  S c a l e の 信 頼 性 と 因 子 的 妥 当 性 の 検 討 ． 民 族 衛 生  

7 1（ 4）： 1 6 8 - 1 8 2， 2 0 0 5  

8 5 )  T o w n s e n d  P .  T h e  F a m i l y  L i f e  o f  O l d  P e o p l e :  A n  I n q u i r y  

i n  E a s t  L o n d o n .  H a r m o n d s w o r t h ,  U K :  P e n g u i n  B o o k： 1 8 8 –

2 0 5  

8 6 )  T h e  C o r n e l l  I n s t i t u t e  f o r  T r a n s l a t i o n a l  R e s e a r c h  o n  

A g i n g ( C I T R A ) ( 2 0 0 7 ) S o c i a l  I s o l a t i o n - S t r a t e g i e s  f o r  

C o n n e c t i n g  a n d  E n g a g i n g  O l d e r  P e o p l e .  

8 7 )  V o l a n e n  S M ,  S u o m i n e n  S ,  L a h e l m a  E ,  K o s k e n v u o  M ,  

S i l v e n t o i n e n  K： N e g a t i v e  l i f e  e v e n t s  a n d  s t a b i l i t y  o f  
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s e n s e  o f  c o h e r e n c e :  a  f i v e - y e a r  f o l l o w - u p  s t u d y  o f  

F i n n i s h  w o m e n  a n d  m e n .  S c a n d i n a v i a n  J o u r n a l  o f  

P s y c h o l o g y  4 8 ( 5 )： 4 3 3 - 4 4 1， 2 0 0 7  

8 8 )  渡 辺 美 鈴 ， 渡 辺 丈 眞 ， 松 浦 尊 麿 ， 河 村 圭 子 ， 河 野 公 一 ： 自

立 生 活 の 在 宅 高 齢 者 の 閉 じ こ も り に よ る 要 介 護 の 発 生 状 況

に つ い て ． 日 本 老 年 医 学 会 雑 誌  4 2（ 1）： 9 9 - 1 0 5， 2 0 0 5  

8 9 )  渡 辺 美 鈴 ， 渡 辺 丈 眞 ， 松 浦 尊 麿 ， 樋 口 由 美 ， 河 野 公 一 ： 基

本 的 日 常 生 活 の 自 立 し て い る 地 域 高 齢 者 の 閉 じ こ も り 状 態

像 と そ の 関 連 要 因 ． 大 阪 医 科 大 学 医 学 会 雑 誌  6 2： 1 4 4 -

1 5 2， 2 0 0 3  

9 0 )  渡 辺 美 鈴 ， 渡 辺 丈 眞 ， 松 浦 尊 麿 ， 樋 口 由 美 ， 渋 谷 孝 裕 ， 臼

田 寛 ， 河 野 公 一 ： 生 活 機 能 の 自 立 し た 高 齢 者 に お け る 閉 じ

こ も り 発 生 の 予 測 因 子 ． 日 本 老 年 医 学 会 雑 誌  4 4 ( 2 )， 2 3 8 -

2 4 6， 2 0 0 7  

9 1 )  渡 辺 美 鈴 ， 谷 本 芳 美 ， 河 野 令 ， 広 田 千 賀 ， 高 崎 恭 輔 ， 杉 浦

裕 美 子 ， 河 野 公 一 ： ひ と り で 外 出 で き る 閉 じ こ も り 高 齢 者

の 計 測 に よ る 歩 行 状 態 に つ い て ． 日 本 老 年 医 学 会 雑 誌  4 8

（ 2）： 1 7 0 - 1 7 5， 2 0 1 1  

9 2 )  若 山 修 一 ， 高 田 祐 ， 久 保 田 智 洋 ， 中 村 茂 美 ， 藤 田 好 彦 ， 巻

直 樹 ， 長 谷 川 大 悟 ， 柳 久 子 ： 地 域 高 齢 者 に お け る 閉 じ こ も

り と 心 理 ・ 社 会 環 境 的 要 因 に 関 す る 研 究 ： ─ S O C  (首 尾 一 貫

感 覚 )  に 注 目 し て ─ ． 日 本 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 連 合 学 会 誌  

3 9 ( 2 )： 9 8 - 1 0 5， 2 0 1 6  
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9 3 )   W h i t e  H ,  M c C o n n e l l  E ,  C l i p p  E ,  B y n u m  L ,  T e a g u e  C ,  

N a v a s  L  H a l b r e c h t ,  H： S u r f i n g  t h e  n e t  i n  l a t e r  l i f e .  

J o u r n a l  o f  A p p l i e d  G e r o n t o l o g y ,  1 8 ( 3 ) ,  3 5 8 – 3 7 8， 1 9 9 9  

9 4 )   山 縣 恵 美 ， 木 村 み さ か ， 三 宅 基 子 ， 山 田 陽 介 ， 桝 本 妙 子 ，

渡 邉 裕 也 ， 吉 田 司 ， 横 山 慶 一 ， 吉 中 康 子 ， 杉 原 百 合 子 ， 小

松 光 代 ， 岡 山 寧 子 ， 井 上 恒 男 ： 地 域 に 在 住 す る 自 立 高 齢 者

に お け る 閉 じ こ も り リ ス ク の 実 態 と 体 力 と の 関 連 ． 日 本 公

衆 衛 生 雑 誌  6 1（ 1 1）： 6 7 1 - 6 7 8， 2 0 1 4  

9 5 )   山 崎 喜 比 古 ， 戸 ヶ 里 泰 典 ， 坂 野 純 子 編 ． ス ト レ ス 対 処 能 力

S O C． 東 京 ， 有 信 堂 ， 2 0 0 8  

9 6 )   山 崎 幸 子 ， 橋 本 美 芽 ， 藺 弁 田 洋 美 ， 繁 田 雅 弘 ， 芳 賀 博 ， 安

村 誠 司 ： 都 市 部 在 住 高 齢 者 に お け る 閉 じ こ も り の 出 現 率 お

よ び 住 環 境 を 主 と し た 関 連 要 因 ． 老 年 社 会 科 学  3 0（ 1）：

5 8 - 6 8， 2 0 0 8  

9 7 )   山 崎 幸 子 ： 閉 じ こ も り 研 究 の 動 向 と 課 題  心 理 的 支 援 の 観

点 か ら ． 老 年 社 会 科 学  3 4（ 3）： 4 2 6 - 4 3 0， 2 0 1 2  

9 8 )   山 崎 幸 子 ， 藺 牟 田 洋 美 ， 橋 本 美 芽 ， 野 村 忍 ， 安 村 誠 司 ： 地

域 高 齢 者 の 外 出 に 対 す る 自 己 効 力 感 尺 度 の 開 発 ． 日 本 公 衆

衛 生 雑 誌  5 7 ( 6 )： 4 3 9 - 4 4 7， 2 0 1 4  

9 9）  山 崎 幸 子 ， 藤 田 幸 司 ， 藺 牟 田 洋 美 ， 安 村 誠 司 ： 外 出 に 対 す

る 自 己 効 力 感 を 高 め る 訪 問 型 支 援 の 効 果 ． 応 用 老 年 学

1 0 ( 1 )： 2 7 - 3 6， 2 0 1 6  

1 0 0 )  安 村 誠 司 ： 新 し い 介 護 保 険 制 度 に お け る 閉 じ こ も り 予 防 ・

支 援 ． 老 年 社 会 科 学 2 7（ 4）： 4 5 3 - 4 5 9， 2 0 0 6  

1 0 1 )  安 村 誠 司 ： 高 齢 者 保 健 ・ 福 祉 ( 1 )「 介 護 予 防 」． 日 本 公 衆 衛
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生 雑 誌  5 4 ( 9 )： 6 5 6 - 6 5 7 .  2 0 0 7   

1 0 2 )  安 村 誠 司 ： 高 齢 者 の 閉 じ こ も り と 介 護 予 防 の 課 題 ． D i a  

N e w s  6 4： 3 - 6， 2 0 1 1  

1 0 3 )  横 川 博 英 ， 安 村 誠 司 ， 丹 野 高 三 ， 大 澤 正 樹 ， 小 野 田 敏 行 ，

板 井 一 好 ， 川 村 和 子 ， 坂 田 清 美 ： 閉 じ こ も り と 要 介 護 発 生

と の 関 連 に つ い て の 検 討 ． 日 本 老 年 医 学 会 雑 誌  4 6（ 5）：

4 4 7 - 4 5 7， 2 0 0 9  

1 0 4 )  横 山 博 子 ， 芳 賀 博 ， 安 村 誠 司 ， 藺 弁 田 洋 美 ， 植 木 章 三 ， 島

貫 秀 樹 ， 伊 藤 常 久 ： 外 出 頻 度 の 低 い 「 閉 じ こ も り 」 高 齢 者

の 特 徴 に 関 す る 研 究  自 立 度 の 差 に 着 目 し て ． 老 年 社 会 科

学  2 6（ 4）： 4 2 7 - 4 3 7， 2 0 0 5  

1 0 5 )  吉 井 清 子 ， 近 藤 克 則 ， 平 井 寛 ， 松 田 亮 三 ， 斎 藤 嘉 孝 ， 村 田

千 代 栄 ： ス ト レ ス 対 処 能 力 S O C（ s e n s e  o f  c o h e r e n c e） と

社 会 経 済 的 地 位 と 心 身 健 康 ． 公 衆 衛 生 6 9（ 1 0）： 8 2 5 - 8 3 0，

2 0 0 5  

1 0 6 )  結 城 美 智 子 ， 山 田 嘉 明 ， 高 橋 和 子 ， 関 和 則 ， 渡 辺 恵 子 ， 熊

谷 恵 ， 三 浦 伸 博 ， 瀬 木 和 子 ： 閉 じ こ も り 傾 向 に あ る 女 性 高

齢 者 の Hea l t h ₋ R e l a t e d  Q O L お よ び 活 動 能 力 に 関 す る 研

究 ． 保 健 の 科 学  4 4（ 1 1）： 8 7 5 - 8 8 0， 2 0 0 2  

1 0 7 )  由 利 禄 巳 ， 藤 井 有 里 ， 辻 陽 子 ， 西 井 正 樹 ： 通 所 型 介 護 予 防

教 室 の 介 入 方 法 と 効 果 に 関 す る 文 献 レ ビ ュ ー ． 総 合 福 祉 科

学 研 究  4： 1 0 9 - 1 1 4， 2 0 1 3  

 

 

 



95 

 

謝 辞  

 

  本 研 究 の 全 般 を 通 し て 、 終 始 御 指 導 、 御 高 覧 を 賜 り ま し た 筑 波

大 学 医 学 医 療 系 福 祉 医 療 学  柳  久 子  准 教 授 に 深 く 感 謝 し た し

ま す 。 ま た 多 大 な 御 助 言 、 御 教 示 を 賜 り ま し た  筑 波 大 学 医 学 医

療 系  社 会 精 神 保 健 学  斎 藤  環  教 授 、 筑 波 大 学 人 間 系  臨 床

心 理 学  望 月  聡  講 師 、 福 祉 医 療 学 研 究 室 の 皆 様 に 厚 く 御 礼 申

し 上 げ ま す 。  

本 研 究 の 遂 行 に 際 し 、 甚 大 な る 御 理 解 、 御 協 力 を 賜 り ま し た

茨 城 県 立 医 療 大 学  永 田  博 司  学 長 、 保 健 医 療 学 部 作 業 療 法

学 科 、 白 石  英 樹  教 授 、 堀 田  和 司  教 授 、 藤 田  好 彦  講

師 、 藤 井  啓 介  助 教 、 ア ッ プ テ ン ヘ ル ス サ ポ ー ト 代 表  藪 下  

典 子  先 生 、 ア ー ル 医 療 福 祉 専 門 学 校 理 学 療 法 学 科 、 作 業 療 法

学 科 の 教 員 の 皆 様 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

  調 査 を 実 施 す る に あ た り 、 多 大 な る ご 協 力 を 賜 り ま し た 茨 城 県

A 市 職 員 の 皆 様 、 茨 城 県 Y 町 職 員 の 皆 様 、 茨 城 県 A 町 職 員 の 皆 様

に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、 本 研 究 の 趣 旨 に 賛 同 く だ さ り 、

多 大 な る ご 協 力 を 賜 り ま し た 研 究 被 験 者 の 皆 様 、 ご 家 族 の 皆 様 に

厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

 

 

 



96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ・ 表 ・ 資 料  
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図 ２ - １  質 問 紙 の 配 布 か ら 分 析 対 象 ま で の フ ロ ー チ ャ ー ト  

 

 

 



98 

 

 

初回調査

70歳以上の地域在住高齢者6,875名

回収数

3,447名

二次予防事業対象者

1,187名

追跡調査対象

922名

回収数

539名

回収数

375名

未回収数

3,428名

非該当者数

2,260名

追跡不能者73名

閉じこもり該当者241

閉じこもりに関する設問が未回答24名

338名

未回収数

383名

無効回答数

閉じこもりに関する設問に無回答

SOCスケールの回答が8割未満

164名

 

 

図 ３ - １  回 収 状 況 の フ ロ ー チ ャ ー ト  
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NO 質問事項 得点

IADL① 1 バスや電車で１人で外出していますか 0．はい １．いいえ

IADL② 2 日用品の買い物をしていますか 0．はい １．いいえ

IADL③ 3 預貯金の出し入れをしていますか 0．はい １．いいえ

社会的役割① 4 友人の家を訪ねていますか 0．はい １．いいえ

社会的役割② 5 家族や友人の相談にのっていますか 0．はい １．いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0．はい １．いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がってますか 0．はい １．いいえ

8 １５分間位続けて歩いていますか 0．はい １．いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1．はい ０．いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1．はい ０．いいえ

① 11 ６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少はありましたか 1．はい ０．いいえ

② 12 身長 cm 体重 kg ＢＭＩは１８．５未満か？ 1．はい ０．いいえ

13 半年前に比べて堅いものが食べにくくなりましたか 1．はい ０．いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1．はい ０．いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1．はい ０．いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0．はい １．いいえ

外出の減少 17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1．はい ０．いいえ

18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか 1．はい ０．いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0．はい １．いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1．はい ０．いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1．はい ０．いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1．はい ０．いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 1．はい ０．いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1．はい ０．いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1．はい ０．いいえ

回答

基本チェックリスト

生活機能

認知

質問項目

栄養

閉じこもり

うつ

運動器

口腔

 
図３-２ 基本チェックリストの項目 
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図４-１ 研究の構成 
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表１-１ わが国の閉じこもりに関する介入研究の概要 

著者 研究デザイン 対象 評価項目 介入内容 介入期間 結果

藺牟田ら，
2004

無作為化対照試験
閉じこもり高齢者
46名

身体的変数（視力・聴力の低下の有無、
歩行、食事、排尿、入浴、着脱衣）、心
理的変数（主観的健康感、生きがいの
有無、生活満足度、自己効力感、ぼけ
の有無）、社会的変数（老研式活動能
力指標、同居状況、外出の程度）

保健師らの訪問による、身体
面（パンフレットを用いた健
康情報の提供）と心理面
（Life Review）を実施。

3か月間

（月2回）

対照群と介入群で各変数
の有意差は認められなかっ
たが、介入群の方が、
ADL、物忘れ、主観的健康

感、生きがいにおいて維
持・改善率がやや高値で
あった。

奥野ら，
2004

前後比較試験

運動教室に参加
した高齢者184

名。そのうち閉じ
こもり高齢者11

名。

体力テスト、外出頻度、運動頻度、運動
実施時間、自己健康感、体力への不
安、老研式活動能力指標、精神健康度
（GHQ-12）

運動教室と自宅での筋力ト
レーニング、ストレッチ、
ウォーキング、有酸素運動

3か月間

（週2～3回）

閉じこもり高齢者の約7割

が、外出頻度が向上し、閉
じこもりの改善に至った

樋口ら，
2005

前後比較試験
転倒・閉じこもりの
ハイリスク高齢者
12名

移動能力（5m歩行時間、Timed Up &

Go test、課題付加Timed Up & Go

test）、転倒恐怖感、疼痛

運動教室でのストレッチ、バ
ランストレーニング。個別には
ホームエクササイズ

3か月間

（週1回）
バランス能力の改善を認め
ている。

加藤ら，
2013

前後比較試験

閉じこもりを含む
二次予防事業対
象者301名

基本チェックリスト、体力評価（握力、開
眼片足立ち、Timed Up & Go test、

5m歩行時間）、転倒不安、主観的健康

感、運動頻度

健康教室での運動器機能向
上プログラム（講義、ストレッ
チ、筋力強化、バランス訓
練、歩行訓練）

3か月間

（週1回）

女性のみ閉じこもり、うつ症
状に有意な改善を認めてい
る。

伊藤ら，
2008

対照研究

要介護認定者を
除く一般高齢者
960名（介入地区

556名、非介入地

区404名）

転倒の有無、閉じこもりの有無、運動習
慣、日常の活動性、生活体力、動作に
対する自己効力感、生活満足度

高齢者ボランティアの養成及
び活動支援、地域全体への
広報普及活動、小地区単位
での保健活動（転倒予防教
室）

3年間

非介入地区に比べ、介入
地区では閉じこもりの発生
や運動習慣（規則的に運動
しない）のリスクを約半分に
抑制した。
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表１-２ 海外における閉じこもりに関する研究 

 
 

 

 

著者

Lindesayら，

1993

Ganguliら，

1996

Cohenら，

2012

Nourら，

2005

Haight，

1988

外出頻度が週に1回以下をhomeboundと定義している。イスラエルの高齢者を縦断的

に調査し、閉じこもりの予測因子を検討している。その結果、閉じこもりの予測因子とし
て、IADLの低下、階段がある、高齢、女性、肥満または低体重を明らかにしている。

変形性関節症または関節リウマチを罹患している地域在住の閉じこもりを呈した虚弱高
齢者に対し、筆者が考案した自己管理を促すプログラムを週1回1時間、6週間実施し
た。介入内容は、専門家が自宅を訪問し、エクササイズ、リラクセーション、心理的ケ
ア、目標設定と実施計画、問題解決方法などであった。その結果、介入群では統制群
と比較して、自宅でのエクササイズが維持された。

地域在住の在宅サービスを受けている虚弱高齢者60名を対象に対し、心理的改善を
目的にライフレビューの実施している。プログラム内容は週1回のライフレビューを6週間
実施している。その結果、介入群では、生活満足度、心理的安定が有意に改善したこ
とを報告している。

研究概要

一か月以内に外に出ていない者をhouseboundと定義している。都市部高齢者を対象

に、閉じこもりに関連する身体的、精神的、社会的、環境的要因を検討している。その
結果、健康状態、年齢、車へのアクセスなどが有意に関連していた。

外出頻度が週に1回以下をhomeboundと定義している。農村部高齢者を対象に閉じこ

もりの関連要因を検討している。その結果、体重減少、IADL障害、性別、抑うつに有

意に関連していた。
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表２-１ 対象者の基本属性 

  

非閉じこもり群 閉じこもり予備群 閉じこもり群

(n=548) (n=211)   (n=94)

年齢¹⁾ 73.2±6.3 77.2±7.0 80.0±7.3 ＊＊

性別²⁾

男性 281(51.3) 98(46.4) 30(31.9)

女性 267(48.7) 113(53.6) 64(68.1)

二次予防事業対象²⁾

非該当者 411(75.0) 88(41.7) 31(33.0)

該当者 137(25.0) 123(58.3) 63(67.0)

**p<0.01，*p<0.05

1）Kruskal-wallis検定，2）χ²検定

＊

＊＊

p

数値はMean±SD，N（%）
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表 2-2 閉じこもり状態における身体・心理・社会環境的特性の比較 

非閉じこもり群

(n=548)

閉じこもり予備群

(n=211)

閉じこもり群    

(n=94)
p値 多重比較ª

身体的評価

ADL¹⁾（点） 98.8±3.4 95.0±11.3 91.3±15.7 ** 1>2>3

運動機能¹⁾（点） 1.2±1.2 2.2±1.4 2.7±1.6 ** 1>2>3

口腔機能¹⁾（点） 0.7±0.8 1.2±1.0 1.1±1.0 ** 1＞2,1＞3

転倒 2.9±2.8 5.4±3.3 5.7±3.5 ** 1＞2,1＞3

心理・社会環境的評価

認知機能¹⁾（点） 0.4±0.6 0.7±0.8 0.9±0.9 ** 1>2>3

うつ¹⁾（点） 0.6±1.0 1.7±1.5 2.2±1.8 ** 1＞2

SOC²⁾（点） 50.9±6.1 47.4±6.2 47.1±7.5 ** 1＞2

把握可能感 20.1±2.9 18.6±3.1 18.4±3.6 ** 1＞2

処理可能感 16.1±2.3 15.0±2.3 15.1±2.7 ** 1＞2

有意味感 14.7±2.1 13.9±1.9 13.3±2.4 ** 1＞2

老研式活動能力指標¹⁾（点） 12.0±1.6 10.9±2.6 9.3±3.0 ** 1>2>3

手段的日常生活活動 4.9±0.5 4.6±1.0 4.1±1.3 ** 1>2>3

知的能動性 3.6±0.8 3.2±1.0 2.8±1.3 ** 1>2>3

社会的役割 3.5±0.8 3.1±1.2 2.3±1.4 ** 1>2>3

生きがい³⁾（人）

あり 489（89.2） 157（74.4） 62（66.0）

なし 36（6.6） 45（21.3） 27（28.7）

主観的健康感³⁾（人）

とても健康 73（13.3） 11（5.2） 7（7.4）

まあまあ健康 353（64.4） 107（50.7） 50（53.2）

あまり健康ではない 69（12.6） 52（24.6） 20（21.3）

健康ではない 14（2.5） 14（6.6） 8（8.5）

家族構成³⁾（人）

一人暮らし 55（10.0） 36（17.0） 7（7.4）

家族などと同居 438（79.9） 155（73.5） 73（77.7）

居住環境³⁾（人）

２階以上 95（17.3） 41（19.4） 14（14.9）

１階 430（78.5） 152（72.0） 72（76.6）

経済状況³⁾（人）

苦しい 58（10.6） 38（18.0） 5（5.3）

やや苦しい 189（34.5） 88（41.7） 37（39.4）

ややゆとりがある 240（43.8） 64（30.3） 31（33.0）

ゆとりがある 36（6.6） 4（1.9） 15（16.0）

趣味³⁾（人）

あり 437（79.7） 137（64.9） 47（36.0）

なし 93（17.0） 62（29.4） 41（60.2）

a：多重性をBonferroni法にて補正、非閉じこもり群＝1，閉じこもり予備群＝2，閉じこもり群＝3　と表記

**p<0.01，*p<0.05

数値はMean±SD，N（%）

1）Kruskal-wallis検定，2）ANOVA，3）χ²検定

n.s.：有意差なし

**

**

*

n.s.

**

**
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表２-３ 閉じこもり状態を従属変数とする多重ロジスティック回帰分析（n=853） 

非閉じこもり群をReference

変数 OR p値

閉じこもり予備群（n=211）

年齢 1.07 1.03 1.11 ＊

性別

女性 1.00

男性 0.86 0.57 1.28 n.s.

運動機能 1.31 1.11 1.55 ＊

認知機能 1.04 0.78 1.39 n.s.

老研式活動能力指標 0.94 0.84 1.05 n.s.

うつ 1.37 1.16 1.62 ＊＊

SOC 0.97 0.93 0.99 ＊

生きがい

あり 1.00

なし 1.74 0.95 3.19 n.s.

主観的健康感

とても健康 1.00

まあまあ健康 1.53 0.74 3.16 n.s.

あまり健康ではない 1.45 0.88 5.53 n.s.

健康ではない 1.34 0.44 4.12 n.s.

閉じこもり群（n=94）

年齢 1.12 1.07 1.17 ＊＊

性別

女性 1.00

男性 2.02 1.11 3.66 ＊

運動機能 1.32 1.05 1.66 ＊

認知機能 1.04 0.71 1.51 n.s.

老研式活動能力指標 0.80 0.71 0.91 ＊＊

SOC 0.96 0.91 0.99 ＊

うつ 1.35 1.09 1.68 ＊＊

生きがい

あり 1.00

なし 2.01 0.94 4.32 n.s.

主観的健康感

とても健康 1.00

まあまあ健康 1.36 0.49 3.82 n.s.

あまり健康ではない 1.31 0.41 4.19 n.s.

健康ではない 1.43 0.33 6.13 n.s.

性別　女性：0，男性：1

生きがい　あり：0，なし：1

主観的健康感　とても健康：0，まあまあ健康：1，あまり健康ではない：2，健康ではない：3

OR：オッズ比、95％CI:95％信頼区間

**p<0.01，*p<0.05

n.s.：有意差なし

95%CI

投入した独立変数は、年齢、性別、運動機能、認知機能、老研式活動能力指標、SOC、うつ、生きがい、

主観的健康感とした。
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表３-1 対象者の基本特性と初回調査時の結果 

移行群 維持群

（n＝29） （n＝346） ｐ

年齢 歳 82.0（78.5-85.5） 79.0（74.0-83.0） **

性別 人

男性 10（34.5） 151（43.6）

女性 19（65.5） 195（56.4）

IADL① 人 バスや電車で1人で外出していますか

はい 15（51.7） 270（79.6）

いいえ 14（48.3） 69（20.4）

IADL② 人 日用品の買い物をしていますか

はい 21（72.4） 287（85.4）

いいえ 8（27.6） 49（14.6）

IADL③ 人 預貯金の出し入れをしていますか

はい 13（44.8） 267（79.0）

いいえ 16（55.2） 71（21.0）

社会的役割① 人 友人の家を訪ねていますか

はい 18（62.1） 268（80.2）

いいえ 11（37.9） 66（19.8）

社会的役割② 人 家族や友人の相談にのっていますか

はい 18（62.1） 276（83.4）

いいえ 11（37.9） 55（16.6）

栄養① 人 ６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少はありましたか

はい 7（24.1） 62（19.6）

いいえ 22（75.9） 254（80.4）

栄養② 人 身長 cm 体重 kg ＢＭＩは１８．５未満か？

はい 7（24.1） 26（7.5）

いいえ 22（75.9） 320（92.5）

外出機会 人 昨年と比べて外出の回数が減っていますか

はい 15（51.7） 227（65.6）

いいえ 14（48.3） 119（34.4）

運動機能 点 3.0(2.5-3.0) 2.0(1.0-3.0) **

口腔機能 点 2.0(0.0-2.0) 2.0(1.0-2.0) n.s.

認知機能 点 1.0(0.0-1.0) 0.0(0-1.0) **

うつ 点 2.0(1.0-3.5) 2.0(0-3.0) n.s.

SOC 点 全体 48.0(43.0-53.0) 49.0(45.0-53.0) n.s.

把握可能感 19.0(17.0-21.5) 20.0(17.0-20.0) n.s.

処理可能感 14.0(13.0-15.0) 15.0(14.0-17.0) **

有意味感 14.0(13.0-15.0) 14.0(13.0-16.0) n.s.

Median(25%ile-75%ile)またはn（％）

１）χ²検定

２）Mann-Whitney検定

n.s.

***p<0.01，**p<0.05，*p＜0.1

n.s.：有意差なし

**

**

n.s.

n.s.

n.s.

**

*

***
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表３-２ 閉じこもり状態の変化を従属変数とした多重ロジスティック回帰分析 

  

維持群をReference

OR ｐ

年齢 1.07 0.99 1.16 n.s.

IADL① バスや電車で1人で外出していますか はい 1.00

いいえ 1.17 0.42 3.25

IADL③ 預貯金の出し入れをしていますか はい 1.00

いいえ 3.12 1.21 8.04

社会的役割① 友人の家を訪ねていますか はい 1.00

いいえ 1.19 0.45 3.14

社会的役割② 家族や友人の相談にのっていますか はい 1.00

いいえ 1.41 0.54 3.66

運動機能 1.29 0.92 1.81 n.s.

認知機能 1.23 0.73 2.07 n.s.

処理可能感 0.83 0.70 0.99 ＊

投入した独立変数は、年齢、IADL①、IADL③、社会的役割①、社会的役割②、運動機能、認知機能、処理可能感とした。

IADL①　はい：0，いいえ：1

IADL③　はい：0，いいえ：1

社会的役割①　はい：0，いいえ：1

社会的役割②　はい：0，いいえ：1

OR：オッズ比、95％CI:95％信頼区間

**p<0.01，*p<0.05

n.s.：有意差なし

n.s.

＊

n.s.

n.s.

95％CI
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表３-３ 移行群と維持群の 1 年後の変化および変化量の比較 

PRE POST 変化量
   PRE-POST　

比較　p値
PRE POST 変化量

   PRE-POST　

比較　p値

生活機能

IADL① 該当 15（51.7） 12（41.4） 270（79.6） 266（78.5）

非該当 14（48.3） 17（58.6） 69（20.4） 73（21.5）

IADL② 該当 21（72.4） 15（51.7） 287（85.4） 297（88.1）

非該当 8（27.6） 14（48.3） 49（14.6） 40（11.9）

IADL③ 該当 13（44.8） 12（41.3） 267（79.0） 270（79.9）

非該当 16（55.2） 17（58.6） 71（21.0） 68（20.1）

社会的役割① 該当 18（62.1） 13（44.8） 268（80.2） 273（81.7）

非該当 11（37.9） 15（53.6） 66（19.8） 61（18.3）

社会的役割② 該当 18（62.1） 19（65.5） 276（83.4） 269（81.5）

非該当 11（37.9） 10（34.5） 55（16.6） 61（18.5）

栄養① 該当 7（24.1） 6（20.7） 62（19.6） 60（19.2）

非該当 22（75.9） 23（79.3） 254（80.4） 252（80.8）

栄養② 該当 7（24.1） 4（13.8） 26（7.5） 28（8.1）

非該当 22（75.9） 25（86.2） 320（92.5） 318（91.9）

外出機会の減少 該当 15（51.7） 19（65.5） 227（65.6） 111（32.1）

非該当 14（48.3） 10（34.5） 119（34.4） 235（67.9）

運動機能 点 3.0(2.5-3.0) 3.0(2.0-3.0) 0.0(-1.0-1.0) n.s. 2.0(1.0-3.0) 2.0(1.0-3.0) 0.0(-1.0-0.0) n.s. n.s.

口腔機能 点 2.0(0.0-2.0) 1.0(0.0-2.0) 0.0(-1.0-0.0) n.s. 2.0(0.0-2.0) 1.0(1.0-2.0) 0.0(-1.0-0.0) n.s. n.s.

認知機能 点 1.0(0.0-1.0) 1.0(0.0-1.0) 0.0(0.0-0.5) n.s. 0.0(0-1.0) 0.0(0-1.0) 0.0(0.0-0.0) n.s. n.s.

うつ 点 2.0(1.0-3.5) 3.0(1.5-4.0) 1.0(-0.5-1.5) * 2.0(0-3.0) 2.0(0-3.0) 0.0(-1.0-1.0) n.s. **

SOC 点 48.0(43.0-52.5) 44.0(41.5-49.5) -1.0(-8.5-1.5) * 49.0(45.0-53.0) 49.0(45.0-53.0) 0.0(-5.0-6.0) n.s. *

把握可能感 点 19.0(17.0-21.5) 18.0(16.0-20.0) -1.0(-3.5-1.5) n.s. 20.0(17.0-20.0) 19.0(17.0-21.0) 0.0(-2.0-3.0) n.s. n.s.

処理可能感 点 14.0(13.0-16.0) 13.0(12.5-14.5) -1.0(-2.5-0.0) ** 15.0(14.0-17.0) 15.0(14.0-17.0) 0.0(-2.0-2.0) n.s. ***

有意味感 点 14.0(13.0-15.0) 13.0(12.5-15.5) 0.0(-2.0-1.0) n.s. 14.0(13.0-16.0) 14.0(13.0-16.0) 0.0(-2.0-2.0) n.s. n.s.

Median(25%ile-75%ile)またはn（％）

PRE-POSTの比較には、Wilcoxonの符号付順位和検定またはMcnemar検定を実施した。

変化量の比較には、Mann-Whitney検定またはX²検定を実施した。

IADL、社会的役割、栄養、外出機会の減少における変化量の値は悪化した人数 n（％）

***p<0.01，**p<0.05，*p<0.1

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

18（5.2）

32（9.2）

35（10.1）

8（2.3）

45（13.0）

n.s.

n.s.

n.s.

*

n.s.

n.s.

n.s.

***

n.s.

     変化量の　　

2群間比較

n.s.

**

***

n.s.

***

n.s.

移行群（n=29） 維持群（n=346）

n.s.：有意差なし

4（13.8）

8（27.6）

4（13.8）

5（17.2）

5（17.2）

4（13.8）

0（0）

8（27.6）

17（4.9）

21（6.1）

22（6.4）
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表４-１ 教室開始時における介入群と対照群の対象者特性 

介入群 対照群

（n＝30） （n＝29） p

年齢¹⁾ 歳 76.3±5.0 74.1±5.6 n.s.

性別（男性）²⁾ 人 2（6.6） 8（27.6） ＊

二次予防事業対象者該当者²⁾ 人 14（46.7） 12（41.4） n.s.

閉じこもり状態²⁾ 人

非閉じこもり 8（26.7） 7（24.1）

閉じこもり予備群 22（73.3） 22（75.9）

家族構成²⁾ 人

独居 12（40.0） 7（24.1）

同居 18（60.0） 22（75.9）

居住環境²⁾ 人

１階 8（26.7） 14（48.3）

２階 22（73.3） 15（51.7）

2）ｎ（％）：χ²検定

＊＊：p<0.01，＊：p<0.05

n.s.:有意差なし

n.s.

n.s.

n.s.

1）Mean±SD：対応のないT検定
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表４-２ 教室開始時における介入群と対照群の身体的評価の比較 

介入群 対照群

（n＝30） （n＝29） p

握力(Rt) ㎏ 22.2±4.6 25.0±7.3 n.s.

握力(Lt) ㎏ 21.1±4.9 22.9±7.1 n.s.

片脚立位時間 秒 25.1±23.7 30.4±22.9 n.s.

長座起立時間 秒 3.0±1.5 3.0±1.6 n.s.

5回立ち座り時間 秒 8.8±6.0 8.4±2.5 n.s.

Timed Up Go Test(TUG) 秒 7.7±3.5 6.7±1.3 n.s.

5m歩行(通常) 秒 4.7±1.6 4.4±0.8 n.s.

5m歩行(最大) 秒 3.5±1.3 3.3±0.6 n.s.

身体活動度

臥位 分 554±101 581±95 n.s.

座位 分 475±102 473±94 n.s.

立位 分 415±116 382±76 n.s.

座位行動（SB） 分 577±111 523±108 n.s.

歩数 歩 11933±5375 13427±3696 n.s.

＊＊：p<0.01，＊：p<0.05

n.s.:有意差なし

Mean±SD：対応のないT検定
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表４-３教室開始時における介入群と対照群の心理・社会環境的評価の比較 

介入群 対照群

（n＝30） （n＝29） p

TMTーA¹⁾ 秒 60±34 50±22 n.s.

TMTーB¹⁾ 秒 162±61 158±90 n.s.

MMSE¹⁾ 点 27.9±1.6 27.1±2.1 n.s.

うつ¹⁾ 点 1.0±1.4 0.8±0.9 n.s.

外出自己効力感¹⁾ 点 18.0±4.2 17.6±3.3 n.s.

SOC¹⁾ 点

把握可能感 18.2±3.9 18.4±3.7 n.s.

処理可能感 14.5±3.0 14.2±2.8 n.s.

有意味感 14.6±3.0 15.3±2.3 n.s.

全得点 45.7±8.6 47.9±7.3 n.s.

老研式活動能力指標¹⁾ 点

手段的ADL 4.6±0.9 4.9±0.3 n.s.

知的ADL 3.5±0.9 3.8±0.4 n.s.

社会的ADL 3.5±0.8 3.7±0.7 n.s.

全得点 11.6±2.3 12.4±0.8 n.s.

外出頻度²⁾ 人

１．毎日1回以上 9（30.0） 8（27.6）

２．週4～5回程度 9（30.0） 11（37.9）

３．週2～3回程度 10（33.3） 8（27.6）

４．週1回程度 2（6.7） 2（6.9）

５．週1回未満 0 0

主観的健康感²⁾ 人

１．とても健康 2（6.7） 2（6.9）

２．まあまあ健康 22（73.3） 23（79.3）

３．あまり健康でない 5（16.7） 3（10.3）

４．健康でない 1（3.3） 1（3.3）

趣味²⁾ 人

あり 21（70.0） 23（79.3）

なし 9（30.0） 6（20.7）

生きがい²⁾ 人

あり 26（86.7） 24（82.8）

なし 4（13.3） 5（17.2）

2）n（％）：χ²検定

＊＊：p<0.01，＊：p<0.05

n.s.:有意差なし

1）Mean±SD：対応のないT検定

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.
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表４-４ 介入群と対照群における身体的評価の変化 

PRE POST p PRE POST p

握力(Rt) ㎏ 22.2±4.6 22.1±4.6 n.s. 25.0±7.3 25.8±6.3 n.s. n.s.

握力(Lt) ㎏ 21.1±4.9 21.3±5.0 n.s. 22.9±7.1 23.8±6.4 n.s. n.s.

片脚立位時間 秒 25.1±23.7 23.1±23.1 n.s. 30.4±22.9 29.4±22.3 n.s. n.s.

長座起立時間 秒 3.0±1.5 3.2±1.8 n.s. 3.0±1.6 3.1±1.6 n.s. n.s.

5回立ち座り時間 秒 8.8±6.0 8.0±6.0 n.s. 8.4±2.5 7.3±1.5 ** n.s.

Timed Up Go Test(TUG) 秒 7.7±3.5 3.0±0.5 ** 6.7±1.3 6.3±1.1 * n.s.

5m歩行(通常) 秒 4.7±1.6 4.0±2.4 ** 4.4±0.8 3.9±0.5 ** n.s.

5m歩行(最大) 秒 3.5±1.3 3.3±1.7 n.s. 3.3±0.6 3.1±0.4 ** n.s.

身体活動度

臥位 分 554±101 556±101 n.s. 581±95 588±99 n.s. n.s.

座位 分 475±102 486±98 n.s. 473±94 471±95 n.s. n.s.

立位 分 415±116 404±110 n.s. 382±76 373±69 n.s. n.s.

座位行動（SB） 分 577±111 507±82 ** 523±108 551±130 n.s. *

歩数 歩 11933±5375 13822±3811 * 13427±3696 13685±3931 n.s. *

Mean±SD

1)対応のあるT検定

2）二要因分散分析（性別を調整）

＊＊：p<0.01，＊：p<0.05

n.s.:有意差なし

介入群（n＝30） 対照群（n＝29）
p for interactoin²⁾
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表４-５ 介入群と対照群における心理・社会環境的評価の変化 

PRE POST p PRE POST p

TMTーA¹⁾ 秒 60±34 49±15 n.s. 50±22 50±28 n.s. n.s.

TMTーB¹⁾ 秒 162±61 137±49 ** 158±90 159±103 n.s. n.s.

MMSE¹⁾ 点 27.9±1.6 28.2±2.0 n.s. 27.1±2.1 28.7±1.7 n.s. ＊

うつ¹⁾ 点 1.0±1.4 0.9±1.5 n.s. 0.8±0.9 0.8±1.3 n.s. n.s.

外出自己効力感¹⁾ 点 18.0±4.2 17.1±3.9 n.s. 17.6±3.3 18.8±2.8 n.s. n.s.

SOC¹⁾ 点

把握可能感 18.2±3.9 19.4±3.0 * 18.4±3.7 17.9±3.4 n.s. ＊

処理可能感 14.5±3.0 15.2±2.7 n.s. 14.2±2.8 14.3±2.6 n.s. n.s.

有意味感 14.6±3.0 15.5±2.5 n.s. 15.3±2.3 14.7±2.3 n.s. ＊

全得点 45.7±8.6 50.1±7.3 ** 47.9±7.3 47.1±6.9 n.s. ＊＊

老研式活動能力指標¹⁾ 点

IADL 4.6±0.9 4.7±0.9 n.s. 4.9±0.3 4.9±0.3 n.s. n.s.

知的能動性 3.5±0.9 3.6±0.8 n.s. 3.8±0.4 3.8±0.4 n.s. n.s.

社会的役割 3.5±0.8 3.8±0.4 * 3.7±0.7 3.5±0.9 n.s. ＊＊

全得点 11.6±2.3 12.2±1.9 ** 12.4±0.8 12.2±1.1 n.s. ＊＊

Mean±SD

1）対応のあるT検定

2）二要因分散分析（性別を調整）

＊＊：p<0.01，＊：p<0.05

n.s.:有意差なし

介入群（n＝30） 対照群（n＝29）
p for interactoin²⁾
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表４-６ 介入群と対照群における心理・社会環境的評価の変化 

PRE POST 改善者 p PRE POST 改善者 p

外出頻度¹⁾ 人

１．毎日1回以上 9（30.0） 18（60.0） 8（27.6） 11（37.9）

２．週4～5回程度 9（30.0） 11（36.7） 11（37.9） 10（34.5）

３．週2～3回程度 10（33.3） 1（3.3） 8（27.6） 7（24.1）

４．週1回程度 2（6.7） 0 2（6.9） 1（3.4）

５．週1回未満 0 0 0 0

主観的健康感¹⁾ 人

１．とても健康 2（6.7） 5（16.7） 2（6.9） 1（3.4）

２．まあまあ健康 22（73.3） 21（70.0） 23（79.3） 23（79.3）

３．あまり健康でない 5（16.7） 4（13.3） 3（10.3） 4（13.8）

４．健康でない 1（3.3） 0 1（3.4） 1（3.4）

趣味²⁾ 人

あり 21（70.0） 24（80.0） 23（79.3） 25（86.2）

なし 9（30.0） 6（20.0） 6（20.7） 4（13.8）

生きがい²⁾ 人

あり 26（86.7） 25（83.3） 24（82.8） 23（79.3）

なし 4（13.3） 5（16.7） 5（17.2） 6（20.7）

2）n（％）：Mcnemar検定

3）χ²検定

＊＊：p<0.01，＊：p<0.05

n.s.:有意差なし

1）n（％）:Wilcoxon符号付順位検定

介入群と対照群の　

改善者の差p³⁾

1（3.3）

＊＊ n.s. ＊＊

n.s.

n.s.

n.s.

n.s. n.s.

16（53.3） 6（20.7）

3（10.3）

2（6.9）

介入群（n＝30） 対照群（n＝29）

n.s. n.s.

n.s. n.s.2（6.9）

8（26.7）

4（13.3）
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資料１ 

質問の該当する答えの番号に○をつけ、数字記入欄は数字を記入してください。 

問１ あなたのご家族や生活状況について 

Q1．家族構成をお教えください 

１．一人暮らし  ２．家族などと同居（二世帯住宅を含む）  ３．その他（施設入居など） 

⇒ Q２へ     ⇒ Q１－１、２へ            ⇒ Q２へ 

（家族などと同居されている方のみ） 

Q１－１．ご自分を含めて何人で暮らしていますか。また、同居されている方はどなたですか（いくつでも） 

         人  

  １．配偶者(夫・妻)  ２．息子  ３．娘  ４．子の配偶者  ５．孫  ６．兄弟・姉妹  ７．その他 

Q１－２．（家族などと同居されている方のみ）日中、一人になることがありますか 

１．よくある  ２．たまにある  ３．ない 

Q２．あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか 

１．介護・介助は必要ない ⇒ Ｑ３へ 

２．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない ⇒ Ｑ2－１へ 

 ３．現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む） 

⇒ Ｑ2－１～３へ 

Q２－1．（介護・介助が必要な方のみ）介護・介助が必要になった主な原因はなんですか（いくつでも） 

１．脳卒中（脳出血・脳梗塞等）  ２．心臓病  ３．がん（悪性新生物）   

４．呼吸器の病気(肺気腫･肺炎等)  ５．関節の病気(リウマチ等)  ６．認知症(アルツハイマー病等) 

７．パーキンソン病  ８．糖尿病  ９．視覚・聴覚障害  10．骨折・転倒  11．脊椎損傷 

12．高齢による衰弱  13．その他（          ）  14．不明 

Q２－2．（介護・介助を受けている方のみ）主にどなたの介護・介助を受けていますか 

１．配偶者(夫・妻)  ２．息子  ３．娘  ４．子の配偶者  ５．孫  ６．兄弟・姉妹 

７．介護サービスのヘルパー  ８．その他（          ） 

Q２－3．（介護・介助を受けている方のみ）主に介護・介助している方の年齢は、次のどれですか 

１．65 歳未満  ２．65～74 歳  ３．75～84 歳  ４．85 歳以上 

Q３．年金の種類は次のどれですか 

１．国民年金    ２．厚生年金（企業年金あり）  ３．厚生年金（企業年金なし） 

４．共済年金    ５．無年金           ６．その他 

Q４．現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか 

１．苦しい  ２．やや苦しい  ３．ややゆとりがある  ４．ゆとりがある 

Q５．お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか      １．一戸建て ２．集合住宅 

Q６．お住まいは、次のどれにあたりますか 

１．持家  ２．民間賃貸住宅  ３．公営賃貸住宅(市・県営、都市機構､公社等)  ４．借間  ５．その他 

Q７．お住まい(主に生活する部屋)は２階以上にありますか       １．はい ２．いいえ 

                                 ⇒ Ｑ７－１へ  ⇒ 問２へ 

Q７－１．(２階以上の方)お住まいにエレベーターは設置されていますか   １．はい ２．いいえ 

問２ 運動・閉じこもりについて 
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Ｑ１．階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか  １．はい ２．いいえ 

Ｑ２．椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか  １．はい ２．いいえ 

Ｑ３．１５分位続けて歩いていますか                １．はい ２．いいえ 

Ｑ４．５ｍ以上歩けますか                     １．はい ２．いいえ 

Ｑ５．週に１回以上は外出していますか               １．はい ２．いいえ 

Ｑ６．昨年と比べて外出の回数が減っていますか           １．はい ２．いいえ 

Ｑ７．外出を控えていますか                    １．はい ２．いいえ 

                                  ⇒ Ｑ７－１へ  ⇒ Ｑ８へ 

Ｑ７－１．（外出を控えている方のみ）外出を控えている理由は、次のどれですか（いくつでも）  

１．病気  ２．障害(脳卒中の後遺症など)  ３．足腰などの痛み  ４．トイレの心配(失禁など) 

５．耳の障害（聞こえの問題など）  ６．目の障害  ７．外での楽しみがない  

８．経済的に出られない  ９．交通手段がない  10．その他（       ） 

Ｑ８．買物、散歩で外出する頻度はどのくらいですか（それぞれ１つ） 

Ａ．買物…１．ほぼ毎日  ２．週 4～5 日  ３．週 2～3 日  ４．週 1 日  ５．週 1 日未満 

Ｂ．散歩…１．ほぼ毎日  ２．週 4～5 日  ３．週 2～3 日  ４．週 1 日  ５．週 1 日未満  

Ｑ９．外出する際の移動手段は何ですか（いくつでも） 

１．徒歩  ２．自転車  ３．バイク  ４．自動車（自分で運転）  ５．自動車（人に乗せてもらう） 

６．電車  ７．路線バス  ８．病院や施設のバス  ９．車いす  10．電動車いす（カート） 

11．歩行器・シルバーカー  12．タクシー  13．その他（       ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



117 

 

問３ 転倒について 

Ｑ１．この１年間に転んだことがありますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ２．転倒に対する不安は大きいですか １．はい ２．いいえ 

Ｑ３．背中が丸くなってきましたか １．はい ２．いいえ 

Ｑ４．以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ５．杖を使っていますか １．はい ２．いいえ 

 

 

問４ 口腔・栄養について 

Ｑ１．６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか １．はい ２．いいえ 

Ｑ２．身長             ｃｍ    体重               ㎏  

Ｑ３．半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか １．はい ２．いいえ 

Ｑ４．お茶や汁物等でむせることがありますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ５．口の渇きが気になりますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ６．歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を毎日していますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ７．定期的に歯科受診（健診を含む）をしていますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ８．入れ歯を使用していますか １．はい ２．いいえ 

                                 ⇒ Ｑ8－1､2 へ   ⇒Ｑ９へ 

Ｑ８－１．（入れ歯のある方のみ）噛み合わせは良いですか １．はい ２．いいえ 

Ｑ８－２．（入れ歯のある方のみ）毎日入れ歯の手入れをしていますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ９．1 日の食事の回数は何回ですか 

１．朝昼晩の３食  ２．朝晩の２食  ３．朝昼の２食  ４．昼晩の２食  ５．１食  ６．その他 

Ｑ１０．食事を抜くことがありますか 

１．毎日ある  ２．週に何度かある  ３．月に何度かある  ４．ほとんどない 

Ｑ１１．自分一人でなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか 

１．毎日ある  ２．週に何度かある  ３．月に何度かある  ４．年に何度かある  ５．ほとんどない 

⇒Ｑ１１－１へ  ⇒Ｑ１１－１へ    ⇒Ｑ１１－１へ   ⇒Ｑ１１－１へ     ⇒問５へ 
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Ｑ１１－１．（どなたかと食事をともにする機会がある方のみ）食事をともにする人はどなたですか 

（いくつでも） 

１．家族  ２．近所の人や友人  ３．デイサービスの仲間  ４．その他 

 

問５ 物忘れについて 

Ｑ１．周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか 

 １．はい ２．いいえ 

Ｑ２．自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ３．今日が何月何日かわからない時がありますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ４．５分前のことが思い出せますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ５．その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか 

１．困難なくできる                  ２．いくらか困難であるが、できる   

３．判断するときに、他人からの合図や見守りが必要   ４．ほとんど判断できない 

Ｑ６．人に自分の考えをうまく伝えられますか 

１．伝えられる  ２．いくらか困難であるが、伝えられる  ３．あまり伝えられない 

４．ほとんど伝えられない 

 

 

問６ 日常生活について 

Ｑ１．バスや電車で一人で外出していますか（自家用車でも可） 

１．できるし、している  ２．できるけどしていない  ３．できない 

Ｑ２．日用品の買物をしていますか 

１．できるし、している  ２．できるけどしていない  ３．できない 

⇒Ｑ３へ         ⇒Ｑ２－１へ        ⇒Ｑ２－１へ 

Ｑ２－１．（日用品の買物をしていない、できない方のみ）日用品の買物をする人は主にどなたですか 

１．同居の家族  ２．別居の家族  ３．ヘルパー  ４．配達を依頼  ５．その他 

Ｑ３．自分で食事の用意をしていますか 

１．できるし、している  ２．できるけどしていない  ３．できない 

⇒Ｑ４へ         ⇒Ｑ３－１へ        ⇒Ｑ３－１へ 

Ｑ３－１．（自分で食事の用意をしていない、できない方のみ）食事の用意をする人は主にどなたですか 

１．同居の家族  ２．別居の家族  ３．ヘルパー  ４．配食サービス利用  ５．その他 

Ｑ４．請求書の支払いをしていますか 

１．できるし、している  ２．できるけどしていない  ３．できない 

Ｑ５．預貯金の出し入れをしていますか 

１．できるし、している  ２．できるけどしていない  ３．できない 

   cm 

 

   kg 
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Ｑ６．食事は自分で食べられますか 

１．できる  ２．一部介助（おかずを切ってもらうなど）があればできる  ３．できない 

Ｑ７．寝床に入るとき、何らかの介助を受けますか 

１．受けない  ２．一部介助があればできる  ３．全面的な介助が必要 

Ｑ８．座っていることができますか 

１．できる  ２．支えが必要  ３．できない 

Ｑ９．自分で洗面や歯磨きができますか 

１．できる  ２．一部介助があればできる  ３．できない 

Ｑ１０．自分でトイレができますか 

１．できる  ２．一部介助（他人に支えてもらう）があればできる  ３．できない 

Ｑ１１．自分で入浴ができますか 

１．できる  ２．一部介助（他人に支えてもらう）があればできる  ３．できない 

Ｑ1２．50ｍ以上歩けますか 

１．できる  ２．一部介助（他人に支えてもらう）があればできる  ３．できない 

Ｑ1３．階段を昇り降りできますか      １．できる  ２．介助があればできる  ３．できない 

Ｑ１４．自分で着替えができますか      １．できる  ２．介助があればできる  ３．できない 

Ｑ１５．大便の失敗がありますか       １．ない   ２．ときどきある     ３．よくある 

Ｑ１６．尿もれや尿失禁がありますか      １．ない   ２．ときどきある     ３．よくある 

Ｑ１７．家事全般ができていますか        １．できている   ２．できていない  

 

 

問７ 社会参加について 

Ｑ１．年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ２．新聞を読んでいますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ３．本や雑誌を読んでいますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ４．健康についての記事や番組に関心がありますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ５．友人の家を訪ねていますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ６．家族や友人の相談にのっていますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ７．病人を見舞うことができますか １．はい ２．いいえ 
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Ｑ８．若い人に自分から話しかけることがありますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ９．趣味はありますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ１０．生きがいはありますか １．はい ２．いいえ 

Ｑ１１．以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか 

（1）ボランティアのグループ 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．参加していない 

（２）スポーツ関係のグループやクラブ 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．参加していない 

（３）趣味関係のグループ 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．参加していない 

（４）老人クラブ 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．参加していない 

（５）町内会・自治会 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．参加していない 

（６）学習・教養サークル 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．参加していない 

（７）その他の団体や会 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．参加していない 

Ｑ１２．以下のような活動（社会参加活動や仕事）をどのくらいの頻度でしていますか 

（１）見守りが必要な高齢者を支援する活動 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．していない 

（２）介護が必要な高齢者を支援する活動 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．していない 

（３）子どもを育てている親を支援する活動 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．していない 

（４）地域の生活環境の改善（美化）活動 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．していない 

（５）収入のある仕事 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．していない 

Ｑ１３．あなたとまわりの人の「たすけあい」についておうかがいします。 

あてはまるすべてに○をしてください。あてはまる人がいない場合は「８．そのような人はいない」 

に○をつけてください。 

（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（いくつでも） 

１．配偶者  ２．同居の子ども  ３．別居の子ども  ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 

５．近隣  ６．友人  ７．その他（         ）  ８．そのような人はいない 

（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（いくつでも） 

１．配偶者  ２．同居の子ども  ３．別居の子ども  ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 

５．近隣  ６．友人  ７．その他（         ）  ８．そのような人はいない 
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（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（いくつでも） 

１．配偶者  ２．同居の子ども  ３．別居の子ども  ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 

５．近隣  ６．友人  ７．その他（         ）  ８．そのような人はいない 

（４）反対に、看病や世話をしてあげる人（いくつでも） 

１．配偶者  ２．同居の子ども  ３．別居の子ども  ４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 

５．近隣  ６．友人  ７．その他（         ）  ８．そのような人はいない 

Ｑ１４．家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください（いくつでも） 

  １．自治会・町内会・老人クラブ  ２．社会福祉協議会・民生委員  ３． ケアマネジャー 

  ４．医師・歯科医師・看護師  ５．地域包括支援センター・役所・役場  ６．その他 

  ７．そのような人はいない 

Ｑ１５．友人関係についておうかがいします。 

（1）友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。 

１．週４回以上 ２．週２～３回 ３．週１回 ４．月１～３回 ５．年に数回 ６．会っていない 

（２）この１ヶ月間、何人の友人・知人と会いましたか。 

同じ人には何度会っても 1 人と数えることとします。 

１．0 人（いない）   ２．１～２人   ３．3～5 人  ４．６～９人  ５．１０人以上 

（３）よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか。（いくつでも） 

１．近所・同じ地域の人  ２．幼なじみ  ３．学生時代の友人  ４．仕事での同僚・元同僚 

５．趣味や関心が同じ友人  ６．ボランティア等の活動での友人  ７．その他  ８．いない 
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問８ 健康について 

Ｑ１．普段、ご自分で健康だと思いますか  

  １．とても健康  ２．まあまあ健康  ３．あまり健康でない  ４．健康でない 

Ｑ２．現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（いくつでも） 

１．高血圧  ２．脳卒中(脳出血･脳梗塞等)  ３．心臓病  ４．糖尿病  ５．高脂血症(脂質異常)  ６．

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）  ７．胃腸・肝臓・胆のうの病気  ８．腎臓・前立腺の病気 

９．筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）  10．外傷（転倒・骨折等）  11．がん（新生物）12．血液・

免疫の病気  13．うつ病  14．認知症(アルツハイマー病等)  15．パーキンソン病   

16．目の病気  17．耳の病気  18．その他（      ）  19．ない 

Ｑ３．現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか 

１．１種類  ２．２種類  ３．３種類  ４．４種類  ５．５種類以上  ６．飲んでいない 

Ｑ４．現在、病院・医院（診療所、クリニック）に通院していますか １．はい ２．いいえ 

⇒ Ｑ4－1､2 へ  ⇒ Ｑ５へ 

Ｑ４－１．（通院している方のみ）その頻度は次のどれですか。 

１．週 1 回以上  ２．月２～３回  ３．月１回程度  ４．２ヶ月に１回程度  ５．３ヶ月に１回程度 

Ｑ４－２．（通院している方のみ）通院に介助が必要ですか １．はい ２．いいえ 

Ｑ５．以下の在宅サービスを利用していますか（いくつでも） 

１．訪問診療（医師の訪問）  ２．訪問介護  ３．夜間対応型訪問介護  ４．訪問入浴介護 

５．訪問看護  ６．訪問リハビリテーション  ７．通所介護（デイサービス） 

８．認知症対応型通所介護  ９．通所リハビリテーション（デイケア） 

10．小規模多機能型居宅介護  11．短期入所（ショートステイ） 

12．医師や薬剤師などによる療養上の指導（居宅療養管理指導） 

 13．定期巡回・随時対応型訪問介護看護  14．複合型サービス  15．その他（      ） 

 16 利用している在宅サービスはない 

Ｑ６．お酒は飲みますか 

 １．ほぼ毎日飲む   ２．時々飲む   ３．ほとんど飲まない   ４．もともと飲まない 

Ｑ７．タバコは吸っていますか 

１．ほぼ毎日吸っている  ２．時々吸っている  ３．吸っていたがやめた  ４．もともと吸っていない 

Ｑ８．（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない １．はい ２．いいえ 

Ｑ９．（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった １．はい ２．いいえ 

Ｑ10．（ここ２週間）以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる １．はい ２．いいえ 

Ｑ11．（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない １．はい ２．いいえ 

Ｑ12．（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする １．はい ２．いいえ 
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ご協力ありがとうございました。 

 

記入もれがないか、今一度お確かめください。 

記入した調査票を切り離すことなく、送付されたもの全て（表紙も含みます）を同封した返信用封筒に切

手を貼らずに投函してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険法の基本条文 

 

（介護保険） 

第２条 介護保険は、被保険者の要介護状態又は要支援状態（以下「要介護状態等」

という。）に関し、必要な保険給付を行うものとする。 

第２項 前項の保険給付は、要介護状態等の軽減又は悪化の防止に資するよ
う行われるとともに、医療との連携に十分配慮して行われなければならな

い。 

 

（国民の努力及び義務） 

第４条 国民は、自ら要介護状態となることを予防するため、加齢に伴って生ず

る心身の変化を自覚して常に健康の保持増進に努めるとともに、要介護状態

となった場合においても、進んでリハビリテーションその他の適切な保健医療サ

ービス及び福祉サービスを利用することにより、その有する能力の維持向上
に努めるものとする。 
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資料２ 

まったくない とてもよくある

1 2 3 4 5

まったくなかった いつもそうだった

1 2 3 4 5

まったくなかった いつもそうだった

1 2 3 4 5

明確な目標や目的はまった
くなかった

とても明確な目標や目的
があった

1 2 3 4 5

とてもよくある まったくない

1 2 3 4 5

とてもよくある まったくない

1 2 3 4 5

喜びと満足を与えてくれる つらく退屈である

1 2 3 4 5

とてもよくある まったくない

1 2 3 4 5

とてもよくある まったくない

1 2 3 4 5

まったくなかった よくあった

1 2 3 4 5

そのことを過大に評価した
り,過少に評価したりしてきた

適切な見方をしてきた

1 2 3 4 5

とてもよくある まったくない

1 2 3 4 5

とてもよくある まったくない

1 2 3 4 5

あなたは、日々の生活で行っていることにほとんど意味がない、と感じることがありますか？

あなたは、自制心を保つ自信がなくなることがありますか？

⑦

あなたは、毎日していることは、

あなたは、気持ちや考えが非常に混乱することがありますか？

あなたは、本当なら感じたくないような感情を抱いてしまうことがありますか？

どんなに強い人でもさえ、ときには「自分はダメな人間だ」と感じることがあるものです。
あなたは、これまで「自分はダメな人間だ」と感じたことがありますか？

何かが起こったとき、ふつう、あなたは

あなたは、これまでに、よく知っていると思っていた人の、思わぬ行動に驚かされたことがありますか？

あなたは、あてにしていた人にがっかりさせられたことはありますか？

今までのあなたの人生は、

あなたは、不当な扱いを受けているという気持ちになることがありますか？

あなたは不慣れな状況の中にいると感じ、どうすればよいのかわからないと感じることがありますか？

ストレス対処に関するチェックシート

年齢：　　　　歳　　性別：　男　・　女

①

⑨

⑩

⑪

⑫

あなたが、いつもどのように感じているかを質問します。あなたの感じ方に最も近いと思う番号に○をつけてください。

⑬

あなたは自分のまわりで起きていることがどうでもいい、という気持ちになることがありますか？

②

③

④

⑧

⑤

⑥
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資料３ 

基本チェックリスト 

 

NO 質問事項

1 バスや電車で１人で外出していますか 0．はい １．いいえ

2 日用品の買い物をしていますか 0．はい １．いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0．はい １．いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0．はい １．いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0．はい １．いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0．はい １．いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がってますか 0．はい １．いいえ

8 １５分間位続けて歩いていますか 0．はい １．いいえ

9 この１年間に転んだことがありますか 1．はい ０．いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1．はい ０．いいえ

11 ６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少はありましたか 1．はい ０．いいえ

12 身長 cm 体重 kg ＢＭＩは１８．５未満か？ 1．はい ０．いいえ

13 半年前に比べて堅いものが食べにくくなりましたか 1．はい ０．いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1．はい ０．いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1．はい ０．いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0．はい １．いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1．はい ０．いいえ

18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか 1．はい ０．いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0．はい １．いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1．はい ０．いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1．はい ０．いいえ

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1．はい ０．いいえ

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 1．はい ０．いいえ

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1．はい ０．いいえ

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1．はい ０．いいえ

回答
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資料４ 

 

ID：

外出状況についてのアンケート

1 1週間にどの程度外出していますか

2 昨年と比べて外出の回数が減っていますか　　　　

１．はい ２．いいえ

NO
全 く 自 信
が な い

あ ま り 自
信 が な い

ま あ 自 信
が あ る

大 変 自 信
が あ る

1

2

3

4

5

6

生活と健康に関するアンケート

1 家族構成をお教えください

１．一人暮らし ２．家族などと同居（二世帯住宅を含む）

2 お住まい(主に生活する部屋)は２階以上にありますか　

 １．はい ２．いいえ

3 普段、ご自分で健康だと思いますか

１．とても健康　　２．まあまあ健康　　３．あまり健康でない　　４．健康でない

4 趣味はありますか

１．ある　 ２．なし

5 生きがいはありますか

１．ある　 ２．なし

外出時に、体調が悪くなっても対応できる

設問

　あなたの外出に対する自信の程度についてお聞きします。次のような場合に，どのくらい自信を持ってできますか。当てはま
る数字に○をつけてください。なお、ここでいう外出とは、『家から外に出ること』をさします。

家族や友人に止められても，自分が外出したければ外出できる

おっくうなときでも，外出できる

歩きにくい所やすべりやすい所を通る場合でも，外出できる

目的なしの外出ができる（ふらっと散歩するなど）

仕事や人の世話のために，外出できる

１．毎日1回以上　　２．週4～5回程度　　３．週2～3回程度　　４．週1回程度　　５．週1回未満
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資料５ 

 


